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平成２５年第３回吉岡町議会定例会会議録第１号

平成２５年９月４日（水曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第１号

平成２５年９月４日（水曜日）午前９時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 報告第 ５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について

（報告・質疑）

日程第 ４ 報告第 ６号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

（報告・質疑）

日程第 ５ 報告第 ７号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

（報告・質疑）

日程第 ６ 報告第 ８号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

（報告・質疑）

日程第 ７ 議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第 ８ 議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定

（提案・質疑）

日程第 ９ 議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第１０ 議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第１１ 議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第１２ 議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第１３ 議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第１４ 議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について

（提案・質疑）

日程第１５ 議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について
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（提案・質疑）
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（提案・質疑）
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て

（提案・質疑）

追加日程第１ 議案書資料の追加の承認について

（提案・質疑・討論・表決）
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て

（提案・質疑）
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について

（提案・質疑）
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（提案・質疑）

日程第２１ 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

（提案・質疑）

日程第２２ 議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金による処分及び決

算認定について

（提案・質疑）

日程第２３ 議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

（提案・質疑）
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（提案・質疑）
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（提案・質疑）
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（提案・質疑）

日程第２７ 議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２８ 議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
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（提案・質疑）

日程第２９ 議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第３０ 議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第３１ 同意第 ４号 吉岡町教育委員会委員の任命について

（提案・質疑）

日程第３２ 発議第 ３号 道州制導入に断固反対する意見書

（提案・質疑）

日程第３３ 議長報告 請願・陳情の委員会付託について

請願第 ５号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１４年度政

府予算に係る意見書採択の要請について

陳情第 ３号 「社会の支え手」を実践するシルバー人材センターへの支援の要望

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（１６人）

１番 飯 島 衛 君 ２番 金 谷 重 男 君

３番 岩 﨑 信 幸 君 ４番 平 形 薫 君

５番 山 畑 祐 男 君 ６番 栗 田 俊 彦 君

７番 宇都宮 敬 三 君 ８番 馬 場 周 二 君

９番 石 倉 實 君 １０番 小 池 春 雄 君

１１番 岸 祐 次 君 １２番 小 林 一 喜 君

１３番 神 宮 隆 君 １４番 齋 木 輝 彦 君

１５番 南 雲 吉 雄 君 １６番 近 藤 保 君

欠席議員 なし

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 石 関 昭 君 副 町 長 堤 壽 登 君

教 育 長 大 沢 清 君 総 務 政 策 課 長 森 田 潔 君

財 務 課 長 小 渕 莊 作 君 町 民 生 活 課 長 守 田 肇 君

健 康 福 祉 課 長 福 田 文 男 君 産 業 建 設 課 長 栗 田 一 俊 君

会 計 課 長 竹 内 智 君 上 下 水 道 課 長 冨 岡 輝 明 君

教育委員会事務局長 大 澤 弘 幸 君 代 表 監 査 委 員 落 合 一 宏 君

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者

事 務 局 長 大 井 隆 雄 主 任 青 木 史 枝



5

議 長（近藤 保君） 皆さん、おはようございます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

町長挨拶

議 長（近藤 保君） 本日、平成２５年第３回吉岡町議会定例会が開催されるわけですが、開会

に先立ち、石関町長から発言の申し入れがありましたので、これを許可します。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。朝早くから大変ご苦労さまでございます。

平成２５年第３回吉岡町議会定例会の開会に当たりまして、一言挨拶をさせていただき

ます。

本日、９月定例議会が議員各位出席のもと開会できますことに、心より感謝と御礼を申

し上げます。

９月に入り、暑さの峠も越えましたが、まだまだ残暑が厳しいころであります。この夏、

四国では連日４０度を超える猛暑が４日間続いたとのことです。まさに異常気象を思わせ

る暑さでした。これからは台風の接近や大雨の被害が心配される季節でもあります。防災・

減災対策には細心の注意を払って準備していかなければならないと思っております。

夏の甲子園野球大会では、地元群馬県代表高校が大活躍したことはまだ記憶に新しいと

ころでもあります。最後まであきらめないで試合に臨む姿勢は、まことに圧巻であり、多

くのことを教えてくれました。粘り強い精神力は日ごろ鍛えた練習の中で培われた成果で

はないかと思っております。

吉岡中学校の生徒も、部活動が県大会、関東大会、全国大会に駒を進めて活躍していた

だきました。スポーツを通してたくさんのことを教えられた夏だと思っています。

また、北海道大樹町への子ども交流事業、体験学習は、児童にとって貴重な体験となり、

大きく将来に夢膨らませることができたのではないかと思っています。ぜひ来年度以降も

事業の継続を考えていきたいと思っております。

さて、去る８月２日、国土交通省より前橋市を通じて、前橋地域新ナンバーの導入認可

がされたとの連絡がありました。これは平成１８年８月に前橋地域新ナンバー導入推進協

議会が設立され、これに前橋市、吉岡町、旧富士見村が参加し、前橋ナンバーの導入実現

に向けて取り組んでまいりました。ご当地ナンバーの第２弾の募集は中断していましたが、

この間、協議会では国土交通省や県選出の国会議員に対し要望活動を重ねてきたところで

もあります。ようやく第２弾の公募再開が実現し、協議会としては群馬県に要望し、県か

ら国に申請をしていたところでもあります。審査の結果、ようやく認可をいただくことが

できました。今後、地域経済の活性化や広域的な観光振興など、都市間連携により地域の
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発展に努めていきたいと考えています。

また、駒寄スマートインターチェンジ大型化を促進する契機になればと期待をしている

ところでもあります。交付は来年秋ごろになる可能性ですが、広報を通じて住民への周知

を図っていきたいと思っております。

本定例会では、平成２４年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定を初めと

する議案２４件、報告４件、同意１件を上程させていただきました。議案２４件のうち９

件が平成２４年度の決算認定をお願いするものであります。また、８件が補正予算でござ

います。何とぞ慎重審議の上、いずれも原案どおり認定、可決、及び同意くださいますよ

う、よろしくお願いを申し上げます。

なお、職員の給与削減問題については、職員組合と協議を重ね検討してきたところでも

あります。吉岡町は全国類似団体の中では日本一少ない職員数で頑張っていることは、よ

くご承知をいただいているところであります。努力していることは十分理解していますが、

さらに経費削減に努めるよう求めてまいりました。その結果、職員の福利厚生費１人当た

り年額６，０００円の補助金を廃止をし、なお時間外勤務の削減、事務経費の削減等住民

サービスを低下させることなく経費の削減に努力することで合意をいたしました。

よって、給与削減の特例に関する条例改正案は提出しないことを決めたところでもあり

ます。国からの要請とはいうものの、近隣市町村の動向、さらに町の財政状況や職員の業

務に対する意欲等、まさに苦渋の決断であったこともぜひご理解をいただきたいと思って

おります。

どうか町民並びに議員各位の特段の理解を切にお願い申し上げまして、定例会開会に当

たりましての挨拶とさせていただきます。本日は大変お世話になります。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

開会・開議

午前９時０７分開会・開議

議 長（近藤 保君） ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、平成２５

年第３回吉岡町議会定例会を開会します。

これから本日の会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

諸般の報告

議 長（近藤 保君） 日程に先立ち、この際、諸般の報告をいたします。

１、請願・陳情文書表

２、例月出納検査結果報告

３、定期監査結果報告
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４、平成２４年度吉岡町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見について

５、平成２４年度吉岡町水道事業会計決算審査意見について

６、議会報告（群馬県後期高齢者医療広域連合 議会）

７、委員会研修報告（産業建設常任委員会・議会広報常任委員会）の２委員会です。

以上、お手元に配付しましたとおり、諸般の報告をいたします。

議事日程第１号により、会議を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

議 長（近藤 保君） 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、１４番齋木輝彦

議員、１５番南雲吉雄議員を指名します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 会期の決定

議 長（近藤 保君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。

会期の決定につきましては、議会運営委員会に付託してあります。

議会運営委員長より委員長報告を求めます。

小池議員。

〔議会運営委員長 小池春雄君登壇〕

議会運営委員長（小池春雄君） それでは、報告します。去る８月１７日、議会運営委員会を開催い

たしまして、今定例会の会期を決定いたしました。

本日４日から２０日金曜日までといたします。詳細につきましては、お手元に配付のと

おりです。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 議会運営委員長の報告は終わりました。

お諮りします。

ただいまの報告のとおり、会期は本日４日から２０日までの１７日間としたいと思いま

す。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から２０日までの１７日間と決定しました。なお、日程はお手元に

配付したとおりであります。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について

議 長（近藤 保君） 日程第３、報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてを
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議題とします。

石関町長より報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告いたします。

報告第５号 健全化判断比率及び資金不足比率報告書について報告を申し上げます。

町では平成２４年度の決算に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月２日に監査委員の審査

を受けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定によって議会に報告

するものであります。

実質公債費比率は９．０％、将来負担比率は１８．４％で、いずれの数値も早期健全化

基準等を下回っております。

詳細につきましては、財務課長に報告をさせます。

議 長（近藤 保君） 小渕財務課長。

〔財務課長 小渕莊作君発言〕

財務課長（小渕莊作君） それでは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第

２２条第１項の規定により、監査委員の意見をつけて議会に報告するものでございます。

いずれも平成２４年度の決算に基づき算定した数値でございます。

健全化判断比率とは、４指標、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、そ

して将来負担比率でございます。

まず、実質赤字比率でございますが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅新

築資金等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率でございま

す。実質赤字額はありませんでした。

次に、連結実質赤字比率でございますが、これは一般会計、特別会計の全てを対象とし

た実質赤字の標準財政規模に対する比率でございます。全ての会計において資金不足はな

かったため、実質赤字額はありませんでした。

次に、実質公債費比率でございますが、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償

還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率でございます。９．０％となりました。

前年度は８．９％でございます。０．１ポイント率が悪くなった要因といたしましては、

実質公債費比率の計算式において、分子は、元利償還金及び準元利償還金の減少と控除さ

れる基準財政需要額算入見込み額の増加により減少しました。分母は、標準財政規模が減

少し控除される基準財政需要額算入見込み額の増加により減少しました。分子・分母とも

減少しましたが、分子の減が分母の減を下回ったため、比率は高くなりました。
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まちづくり交付金の元利償還が本格的に始まることから、実質公債費比率は増加傾向に

あります。公債費や公債費と似た性質を持つ経費が一般財源のうちどのくらいの割合を占

めているかを指標化したものでございます。早期健全化基準においては２５％でございま

す。

次に、将来負担比率でございますが、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準

財政規模を基本とした額に対する比率で１８．４％となりました。前年度は２５．１％で

あり、６．７ポイント率が改善されました。主な要因といたしましては、将来負担比率計

算式の分子に当たる将来負担額は、公営企業債等繰り入れ見込み、広域組合負担金等見込

み額の減少はありましたが、債務負担行為に基づく支出予定の増により将来負担額は増加

しました。また、充当可能財源、財政調整基金等でございますけれども、充当可能財源の

増により分子は減少しました。分母は標準財政規模が減少し控除される基準財政需要額算

入見込み額が増加したことにより減少し、分子の減少が分母の減少を大きく上回ったこと

によるものでございます。

一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を

指標化いたしまして、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものですが、早期

健全化基準は３５０％でございます。

次に、資金不足比率でございますが、公営企業などの資金の不足額の事業の規模に対す

る比率でございますが、水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、いずれも資金の

不足はありませんでした。

なお、監査委員さんには、平成２５年８月２日に審査をお願いし、平成２５年８月９日

付で審査結果報告をいただいております。審査した結果、計数的に整合しているとの確認

をいただきました。

本町の比率につきましては、いずれも早期健全化基準等を下回っておりますが、さらに

財政の健全化に努める必要があると考えております。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

岸議員。

〔１１番 岸 祐次君発言〕

１ １ 番（岸 祐次君） 先ほど財政健全化を法に基づく４つの指標について報告がございました。

報告の中では、実質赤字比率、あるいは連結実質赤字比率はなかったというお話でござい

ます。それから、本町の実質公債費比率は０．１ポイント悪化し、そして将来負担比率は

６．７ポイント好転しているとのことであります。
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そこで、基本的には健全化基準範囲内で特に問題はないと、うちの町の財政は健全であ

るとのことでありますけれども、やはり類似団体との比較の中で、例えばことしの類似団

体の比較というのはこれから行われるわけでございますけれども、平成２３年度の類似団

体等の比較検討がなされているかと思います。そういうことで、例えば実質公債費比率、

前年は８．９％です。ことしは９％、ほぼ同額ではございますけれども、前年８．９％の

実質公債費比率につきましては、例えば類似団体内での順位で、あるいは全国平均、群馬

県のその平均の中で位置づけ的にはどの辺に位置しているか、監査委員の報告では中以上

にありますよというコメントがございますけれども、具体的にわかればその順位等につい

てのコメントをお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 小渕財務課長。

〔財務課長 小渕莊作君発言〕

財務課長（小渕莊作君） 岸議員さんよりの実質公債費比率の類似団体並びに全国平均なり県平均に

ついてということでございますけれども、実質公債費比率、２３年度が今現在出ておりま

して、２４年度につきましては来年の３月ごろに発表になるということですので、２３年

度の状況ということで答弁させていただきたいと思いますけれども、類似団体、吉岡町と

似た団体ということで８２団体ございますけれども、順位的には１６番目ということでご

ざいます。全国平均の数値が９．９、群馬県の平均が９．６ということでございます。類

似団体の平均が１２．３ということでございます。

以上でございます。

議 長（近藤 保君） 岸議員。

〔１１番 岸 祐次君発言〕

１ １ 番（岸 祐次君） 先ほども言いましたように、やはり県平均、あるいは類似団体と比べて吉

岡町では健全化の数値を示しているということで了解です。ありがとうございました。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 報告第６号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

議 長（近藤 保君） 日程第４、報告第６号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告に

ついてを議題とします。

石関町長より報告を求めます。

石関町長。
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〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告いたします。

本議案は、職員が運転する公用車が起こした物損事故であり、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、別紙専決処分のとおり専決処分をしたので、同条第２項の規定により

報告をいたします。

詳細につきましては、総務政策課長より説明させます。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

議 長（近藤 保君） 総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 本事案は、５月３０日午前９時２０分ごろ、前橋市大渡町１丁目１０

番地７号、群馬県公社総合ビル駐車場において、駐車してあった相手方の車両の隣に公用

車で研修に出席した町の職員が後部座席から荷物を取り出す際、公用車のドアが相手車両

に当たり、塗料を付着させた物損事故であります。

当事者間において示談が成立し和解になりましたので、専決処分事項を報告するもので

す。

なお、事故の過失割合は職員が１００％で、町は相手側の損害額６万１３２円の全額を

負担しますが、加入している群馬県町村会自動車共済により全額が支払われます。

本事案は、職員の不注意によって起きた事故であり……。

議 長（近藤 保君） 休憩します。

午前９時２１分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前９時２８分再開

議 長（近藤 保君） 会議を再開します。

総務政策課長、最初からお願いします。

政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 本事案は、５月３０日午前９時２０分ごろ、前橋市大渡町１丁目１０

番地７号、群馬県公社総合ビル駐車場において、駐車してあった相手方の車両の隣に公用

車で研修に出席した町の職員が後部座席から荷物を取り出す際、公用車のドアが相手車両

に当たり、塗料を付着させた物損事故です。

当事者間において示談が成立し和解になりましたので、専決処分事項を報告するもので

す。

なお、事故の過失割合は職員が１００％で、町は相手側の損害額６万１３２円の全額を
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負担しますが、加入している群馬県町村会自動車共済より全額支払われます。

本事案は、職員の不注意によって起きた事故であり、本人には厳重に注意したところで

す。今後、職員の交通事故防止に努めてまいります。

以上、補足説明といたします。どうぞよろしくお願いをいたします。

議 長（近藤 保君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 報告第７号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

議 長（近藤 保君） 日程第５、報告第７号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告に

ついてを議題とします。

石関町長より報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告いたします。

報告第７号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について。

本議案は、町道管理に起因する事故の損害賠償について、地方自治法第１８０条第１項

の規定により、別紙専決処分のとおり専決処分としたので、同法同条第２項の規定により

報告をするものでございます。

詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

本事案は、別紙専決処分書のとおり、損害賠償の額１０万８，４５５円、損害賠償の相

手方、北群馬郡吉岡町大字上野田１２５６番地３５８、藤本ポチャナーツであります。

事故の状況でありますが、平成２５年５月９日午後２時過ぎ、吉岡町大字小倉３９番地

付近の町道を損害賠償の相手方が東へ向かい走行中、町道左側の側溝のグレーチング上を

走行した際、衝撃で跳ね上がったグレーチングが左後輪付近に当たり車体に傷がついたも

のであります。

原因につきましては、Ｕ字溝の劣化によりグレーチングが不安定になっていたことによ

り起きた事故であります。
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このたび町と損害賠償の相手方との当事者間で示談が成立し和解となりましたので、こ

こに報告するものでございます。

示談の内容につきましては、町が損害賠償の相手方に金１０万８，４５５円を支払う義

務があることを認め、これを相手方の指定する修理業者に支払い、当事者間には一切の債

権・債務関係はないことを確認いたしました。

なお、損害賠償金額１０万８，４５５円は、町が加入している全国市町村総合賠償保険

から支払われております。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 報告第８号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

議 長（近藤 保君） 日程第６、報告第８号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告に

ついてを議題といたします。

石関町長より報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告いたします。

報告第８号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について。

本議案は、道路除草作業中に生じた事故の損害賠償について、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決処分したので、同法同条第２項の規定に

より報告をするものです。

詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

本事案につきましては、別紙専決処分書のとおり、損害賠償の額１２万５，６３７円、

損害賠償の相手方、北群馬郡吉岡町大字大久保２２８１番地の１、クラヴィエ駒寄Ｂ２０

２、萩原ひろみであります。

事故の状況でございますが、平成２５年６月６日午前１０時過ぎ、吉岡町大字大久保２
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２８１番地１付近の町道におきまして、道路除草作業中に誤って石が飛散してしまい、道

を挟んだアパート駐車場に駐車中の車のリアガラスを破損してしまったものであります。

原因につきましては、作業の注意が十分なされなかったことにより起きた事故でありま

す。

このたび当事者間において示談が成立し和解となりましたので、ここに報告するもので

ございます。

示談の内容につきましては、町が損害賠償の相手方に金１２万５，６３７円を支払う義

務があることを認め、これを相手方の指定する修理業者に支払い、当事者間には一切の債

権・債務関係はないことを確認いたしました。

なお、損害賠償金額１２万５，６３７円は、町が加入している全国市町村総合賠償保険

から支払われております。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 今の話を聞いていますと、損害を与えたほうは、それは町側ということな

のですけれども、町にその専属のそういう除草員というのはいるのですか。それとも、そ

れは委託関係なのですか。どういうのなのですか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 日常の道路、あるいは水路等の除草、泥揚げ等の維持管理はシルバー

人材センターと業務委託を締結して、その締結内容につきましては、委託場所、あるいは

履行期間、契約金額、これは時間給になりますが、あとは支払い方法などを業務委託をし

ております。

その中で、協議事項としましては、契約に定めなき事項は甲乙協議の上とございます。

そして、今回の事故につきましては、町の業務としての道路除草作業ということで、町

側の責任があるということで示談に応じたというところでございます。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 確認しておきたいのですけれども、私は今回、そのシルバー人材センター

にその分を町が支払ったことが悪いとかどうかと言っているんじゃないのですけれども、

今の話を聞いていますと、町道のその業務委託を行ったと。ということは、これはシルバ
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ー人材にその委託をすることもあれば、いわゆる民間の業者に除草業務を、これまでもあ

りますよね、公園でもどこでもありますよね、みんな町のものですから、そういうふうに

ほとんどが直接町の職員じゃなくて、今委託として行うというときに、値段がシルバー人

材だったら何か特別安いから、そういう事故があったとき町が持つのか、要するに仮に民

間の事業者にそれを委託したときは、それも町が持つのか。私はどうもその辺はそんなこ

とがないと思うのですけれども、どうもその辺がはっきり見えてこない。そうであれば、

ちゃんとした決め手があるわけですよね。

だから、シルバー人材に対してはその委託料が安いから、もしもそういう事故があった

ときというのは、それは町が持ちますよとか、民間業者だったら、それは仕事を委託した

のですから、それはその事業者の責任でやっています。一般的にはそうですよね。その辺

がどうも私は決まりがどうもはっきり見えてこないんですよ。そこはどうなのか。じゃあ

民間の業者に委託、町道を委託したというときに行われたその事故というのはどうなるの

か。見えてこないんですよ。ちゃんとした線引きが。そこはどういうふうになっているの

だか、再度しっかりとした説明をお願いしたいということでございます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） まず、シルバー人材センターのほうに業務委託をしております日常の

道路管理につきましては、これは軽易なものでございます。また、交通量の激しい道路の

除草とか、そういったものについては専門業者のほうに業務委託をしていると。そして、

またその辺の瑕疵の、もし事故があった場合の瑕疵の関係でございますが、今回のシルバ

ー人材センターのほうの業務委託については、その辺の内容、業務委託の内容に取り決め

がございません。その中で協議をした結果、今回は町のほうで責任をとると。

そして、業務委託、専門業者さんのほうに業務委託する分につきましては、これも甲乙

協議の上決めるということでございますが、業者さんの責務が生じてくるのかなと考えて

おります。その辺の線引きのほうにつきましては、よく定められていないのが現状でござ

います。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 私は、これはそれが定められていないということであれば、それは定める

べきだと思うんですよね。業者に、下請に、業者に対して除草の請負契約をするというと

きは、そこでその業者が受けたものについては、当然それは業者の責任だと思うんですよ。

でも、そういう中でそのシルバー人材については、先ほど言われたように、軽易な仕事で

あるというのであれば、もしもそうした事故が発生した場合には、それは町が、安い賃金
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で使っているのだということであれば、それは町が責任を持つというような、しっかりと

した決めをしておいたほうが、その仕事を受けるほうも気が楽ではないかというふうに思

うのですけれども、町長、その辺について今決めがないということなのですけれども、私

はしっかりとした決めはつくっておけよというふうに思いますけれども、いかがでしょう

か。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 今、小池議員のほうから、しっかりした決めをつくっておけと、まさにそ

のとおりだと思っております。そういったところで、この報告内容のようなことについて

は、これからちゃんとした決めをつくってやっていきたいと思います。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 今、担当課長のほうからお話がありましたけれども、委託業務についての

甲乙協議の上というようなものもあるというふうなことなのですが、この辺をちょっとお

聞きしたいのですけれども、軽微なものだからこういったものはないと、甲乙協議の上と

いうふうな形で、委託業務を受けた業者についてもそういうような協議の上なのでしょう

か。こういった事例については。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 今回の道路除草作業中の事故につきましては、これはシルバー人材セ

ンターと業務委託契約を締結した中で行われた作業中の事故でございます。その中で契約

を定めております事項は、委託場所、履行期間、そして契約金額、これは時間給となって

いるわけなのですが、あとは支払い方法、そして協議事項としましては、契約に定めなき

事項は甲乙協議の上となっているわけでございます。先ほどの小池議員さんの答弁と重な

る部分もありますが、業務委託、こういう専門業者に、発注によって業務委託した部分に

ついては賠償責任の関係についてもちょっと条項がございますが、それがちょっと私のほ

うはどんな内容なのか、この場所では資料がございませんので、申し上げかねますが、そ

の辺は甲乙協議して決めると、そういった内容でございます。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 一般的に、町の役場の職員がこういった作業をしていてこうした事故等を、

委託をした業者との関係の中で、起こした事故について全部責任を負うということですね。
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だから、大変なことになるんじゃないかなと。これが物損事故ならばいいのですけれども、

人身事故とか、そういったものになってきた場合に、これはやはり町の職員が起こした事

故ではございませんので、これは軽微でも何でも、これをやっていると仕事をシルバーに

受けられない、お願いできないということになってしまうんですね。だから、町の業務委

託という、その解釈にもよりますが、軽微なものであり、業務委託を結んだものであって

も、この辺のところの境はしっかりしているものじゃないかというふうに思うのですけれ

ども、いかがですか。これは仕事を委託した側の責任ではないのでしょうか。産業課長に

お聞きしたいのですが。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 今、金谷議員さんのご質問に対しましては、先ほど町長答弁にもあり

ましたけれども、その辺の定めはしっかりと今後検討してまいりたいと考えております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 関連してお伺いします。シルバー人材センターとのそういう事案があった

場合には協議してということなのですけれども、シルバー人材センターではそういう作業

やなんかをする場合には、包括して保険に多分入っているんじゃないかと。人身やなんか

けがした場合の保険は入っているけれども、第三者に損害を与えた場合は支払いますよと、

そういう包括的な保険があると思うんですよ。そういうあれの加入の状況というのは聞い

ておりますか。その辺についてお伺いします。保険に入っていればあれですよね。その保

険で支払ってもらえばいいことです。多分そのような加入が、包括的な保険があるのでは

ないかというふうに思うのですけれども、いかがですか。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 三方からいろんなことでご質問をいただいておりますが、いわゆる今、神

宮議員が申されたことも加味しながら、いろんなことで調査研究しながらやっていきたい

と思います。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例
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議 長（近藤 保君） 日程第７、議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例を議題とし

ます。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案理由を申し上げます。

議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例について提案理由を説明申し上げま

す。

地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布され、４月１日から施行

されたことにより、吉岡町税条例の一部を改正する必要が生じたものでございます。

なお、詳細につきましては財務課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、可

決いただきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 小渕財務課長。

〔財務課長 小渕莊作君発言〕

財務課長（小渕莊作君） それでは、議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例について町

長の補足説明をさせていただきます。

今回の主な改正内容は、復興特別所得税の課税に伴ってのふるさと基金に係る個人住民

税の寄附金税額控除の特別控除額の算定方法の現行の規定整備、延滞金及び還付加算金の

割合等の特例の規定の整備、ほか公益法人等に係る課税の特例の規定の整備、住宅借入金

等特別税額控除の適用期限の延長の規定整備、そして優良住宅地造成に伴う課税の特例の

適用期限到来による規定整備、また東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地の譲渡期限

の延長及び同震災に係る住宅借入金等特別税額控除の適用期間等特例の規定整備などでご

ざいます。

それでは、吉岡町税条例の一部を改正する条例について、新旧対照表で説明をさせてい

ただきますので、新旧対照表の１ページをごらんいただきたいと思います。

右側が旧で左側が新ということでお願いするものでございます。

第３４条の７第２項中に下線の部分を加えたものでございます。これは復興特別所得税

が平成２５年１月１日から課税されていることに伴って、いわゆるふるさと基金に係る個

人住民税の寄附金税額控除について、平成２６年度から平成５０年度の各年度に限り特別

控除額の算定方法を変更する必要があることから規定の整備を行うものでございます。

次に、附則第３条の２でございますが、下線部が改正になるものでございます。

２ページをごらんいただきたいと思います。

同条第２項は新設でございます。
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また、次の附則第４条ですが、やはり下線部が改正になるものでございます。この附則

第３条の２及び第４条は、国税における延滞金及び還付加算金の割合等の特例の見直しが

行われたことによる規定整備でございます。

次に、３ページをごらんください。

３ページ下の部分でございますけれども、附則第４条の２でございます。下線部の「９

項」とあるのを「１０項」に改めるものでございます。これは公益法人等に係る課税の特

例の規定整備ということで、租税特別措置法第４０条に第１０項が追加されたものでござ

います。

次に、４ページをごらんください。

附則第７条の３の２でございますが、下線部がやはり改正になるものでございます。こ

れは住宅借入金等特別税額控除の適用期限を４年間延長するものでございます。これによ

り居住年が平成２９年であるものが特例を受けられることとなるものでございます。

次に、５ページをごらんください。

附則第７条の４でございますけれども、下線部が改正箇所でございます。これは地方税

法附則第５条の６の新設による規定整備でございます。

同じく５ページの附則第１７条の２でございますが、次の６ページをごらんください。

下線部が改正箇所でございます。これは租税特別措置法第３７条の９の２が適用期限到来

により廃止になったことによる修正でございます。

次に、附則第２２条の２でございますが、見出しを含めて下線部が改正箇所でございま

す。これは東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長等の特例によ

るものでございます。１項は震災によるその敷地の譲渡期限が３年から７年に延長された

ものでございます。

９ページをごらんください。

２項が新設で、相続人についても同様の特例が受けられるものでございます。

１０ページをごらんください。

３項は２項の新設による項ずれの修正によるものでございます。

次は、附則第２３条でございますが、やはり下線部が改正箇所でございます。これは項

ずれによる修正でございますが、東日本大震災に係る住宅借入金の特別税額控除の適用期

間の特例によるものでございます。

次でございますけれども、本文の３ページをごらんください。

附則でございますが、第１条としまして、施行期日でございますが、附則第７条の３の

２及び第２３条は平成２７年１月１日施行で、それ以外は平成２６年１月１日から施行と

いうものでございます。
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第２条は、延滞金に関する経過措置、また第３条は、町民税に関する経過措置でござい

ます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３３号は、総務常任委員会に付託したいと思いま

す。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３３号は総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定

議 長（近藤 保君） 日程第８、議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定の提案理由を申し上げます。

消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）の改正に伴い、吉岡町消防団条例の整備を行

うためのものです。

詳細につきましては町民生活課長をして説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

本条例制定は、消防組織法の改正に伴う条例の整備をするものです。条例制定により４

条例を廃止したいものです。

第１条、趣旨でありますが、この条例は消防組織法（昭和２２年法律第２２６号。以下

「法」という。）の規定に基づき、消防団の設置、名称及び区域並びに消防団員（以下「団

員」という。）の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務その他身分の取り扱いに関し必

要な事項を定めるものとするとしています。
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そして、１４条立てで構成されていまして、附則で施行期日を定め、公布の日から施行

するとしております。

廃止する条例につきましては、１、吉岡町消防団設置条例、２、吉岡町消防団員、服務

規律及び懲戒条例、３、吉岡町消防団員の任免に関する条例、４、吉岡町消防団の報酬及

び費用弁償等に関する条例、それぞれを廃止いたします。

経過措置としまして、この条例の施行の日の前日までに、廃止前の吉岡町消防団員設置

条例、吉岡町消防団員、服務規律及び懲戒条例、吉岡町消防団員の任免に関する条例、ま

たは吉岡町消防団員の報酬及び費用弁償等に関する条例の規定によりなされた処分、手続、

その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなすとしておりま

す。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 幾つかお伺いします。

大変、この消防団条例、４つを廃止して１つにまとめて、わかりやすくなってきたと思

います。この中で、団員の定数は１２８人というお話でありますけれども、現状は何人ぐ

らいいて、何人ぐらい不足しているか、ということで、５分団中、何分団が不足している

か、その辺のところをお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） ご指摘の定員が１２８人としておりますが、このうち平成２５年の上

半期に消防団として報酬を支払う準備をしているところであります。本日現在、１０６名

の方の報酬を支払おうとしているところであります。

以上であります。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） そうすると、１２８人の定員のところを１０６人ということで、２２人不

足しているということでよろしいのでしょうか。この定員については、榛東あたりは１４

５人もいるし、それから玉村も１５５人ということなのですけれども、１２８人、その定

めは何か、ですからその自治法か何かにある基準はどういうので１２８名にしてあるのか、

その辺についてもあわせてお伺いいたします。
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議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） これは各５分団ありまして、この５分団につきましてそれぞれの定員

を決めております。その関係で、トータルとしまして１２８人の定数になるということで

ありますが、各分団については２５名ということで、あとは本部が３あるということで、

合計で１２８人になろうかと思います。

以上です。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 大変、２２人も不足しているということで、担当職員やなんかも必死にな

って団員確保に当たっていると思いますけれども、これだけの人口を抱えているので、１

２８人でも少ないくらいだというふうに感じるのですけれども、その辺の努力をよろしく

お願いいたします。

もう１点お伺いしたいのは、今度のこの条例制定につきまして、今まであった資機材だ

とか、文書簿冊とか、そういうところの決まりをみんな取り除いてあるのですけれども、

そういうポンプの台数とかいろんなそういう装備品、それから文書簿冊等は当然前の規定

には載せていたと思うのですけれども、こういうものはどこに規定したのか、その辺につ

いてもお伺いしたいと思います。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） これにつきましては、消防組織法の条例委任をされる部分と、それか

ら規則委任をされる部分がありまして、先ほどご指摘のありました箇所につきましては、

いわゆる設備資材の関係でございますが、これについては規則委任を法律で規定がありま

すので、本条例とは別に規則で定めるということであります。よろしくお願いいたします。

（「わかりました」の声あり）

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

齋木議員。

〔１４番 齋木輝彦君発言〕

１ ４ 番（齋木輝彦君） ここに第２条に消防団、その管轄区域は吉岡町全域とするとあるのですけ

れども、地区外応援、例えば隣接する渋川市、榛東村、これにも隣接する町村には出場し

ているかと思うのです。現状として。そのときに１２条と公務災害、この吉岡町全域です

よと言っていながら、隣接に応援しているときにけがや事故があったときに、その辺の補

償も、その辺はどうなるのか。条例では吉岡町全域だと。だけれども、ほかの町村も、榛
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東村も例えば上野田であれば、行ったり来たりは長岡等はしているかと思うのですけれど

も、その辺、隣接町村との兼ね合いはどうするのか。お願いします。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） これも消防組織法の条例委任と規則委任と、もう一つ、消防組織法の

協定委任のところがございます。その中で、これは法律的には第３９条第２項というふう

になっているわけですが、ここに市町村は消防の相互の応援に関して協定することができ

るということでありまして、これは協定で定めたというものであります。

以上です。

議 長（近藤 保君） 齋木議員。

〔１４番 齋木輝彦君発言〕

１ ４ 番（齋木輝彦君） もう１点、団員不足ということなのですけれども、現状では分団長を卒業

して団長に、平団員としてまた各分団で何人も残っていると。例えば一旦分団長を卒業し

たのだから、退職して再任を妨げないという１項があるからいいのですけれども、新しい

人がなかなか加入してこられないというのは、古い人が残っているために補充ができない

部分みたいなものはないのかどうか。

それともう１点、報酬ですけれども、これは安いか高いかは別問題としまして、この中

で報酬を上げれば団員がふえるということはないと思いますけれども、その辺の考えは。

２点について。

それから、もう１点、そうすれば、火災現場に緊急車両、消防自動車に乗っていくとき

にはいいけれども、仮に自家用車で現場に向かうときに事故に遭ってしまったと。そのと

きの辺の補償はどうするのか。例えば本人がけがする、相手をけがさせることもあるだろ

うから、その点についてできる範囲内でお願いします。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） 最初に、報酬のことをお答えさせていただきますが、この報酬につき

ましては、見直しを町では今しているところでありますが、条例を制定するのにその報酬

も定めるということで、この条例の中に一応前の報酬の単価というか、という形でここに

載せさせていただいております。報酬審議委員会等でそのお答えがあった場合に、再度報

酬改定があろうとは思いますが、本条例では前の報酬の単価をそのまま載せさせていただ

いております。

次に、火災が起きたときの車での事故があった場合の補償のことについては、ちょっと

私はここでわかりませんのでお答えできないということで、よろしくお願いいたします。



24

それと、その一番最初の、消防団を卒業した方がいて、その方が平の、役職を離れて平

の団員となって、そのことが原因として新しい消防団員が入れないのではないかという心

配ですが、そういう要素もあろうかとは思いますが、団員不足についてはさまざまなこと

が要因として挙げられるかとは思います。

以上、お答えになるかですが、よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３４号は、総務常任委員会に付託したいと思いま

す。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３４号は総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第９、議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例の提案理由を申し上げま

す。

災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）の改正により、引用する同法の条項が移

動したことに伴い、所要の改正を行うものです。

詳細については町民生活課長より説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

吉岡町災害対策本部条例新旧対照表１ページをごらんください。

向かって右側が旧で、向かって左側が新であります。この旧のほうの下線の部分が新の

ほうで今度は改正をしたいというところであります。
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その部分は、新のほうの２行目にあります第２３条の２第８項を改定をしたいというこ

とであります。吉岡町災害対策本部条例で法律の引用部分を改正するものであります。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３５号は、総務常任委員会に付託したいと思いま

す。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３５号は総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１０ 議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第１０、議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例を

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例の提案理由を申し上げます。

災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）の改正に伴い、吉岡町防災会議の所掌事

務及び委員の要件の改正その他所要の改正を行うため、吉岡町防災会議条例（昭和４６年

吉岡村条例第２３号）の一部を改正するものです。

詳細につきましては町民生活課長より説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

災害対策基本法第１６条第６項は、「市町村防災会議の組織及び所掌事務は、都道府県

防災会議の組織及び所掌事務の例に準じて、当該市町村の条例で定める。」と規定されて

おり、都道府県防災会議の組織及び所掌事務が改正されたことにより、市町村防災会議条

例についても改正が必要となったためのものです。
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吉岡町防災会議条例新旧対照表をごらんください。

向かって右側が旧です。左側が新です。

「旧」の所掌事務第２条第２項を「新」第２条第２号のように改め、同条第２号の次に

第３条を新設し、新設した第３号の次に第４号中の下線部分の前３号とするものです。

次に、「旧」の会長及び委員規定の第３条第５項第７号の次に「新」で、下線の部分８

号として、自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから町長が任命する者、

また９号として下線の部分、前各号に掲げる者のほか町長が防災上特に必要と認めて任命

する者とし、次に「旧」第３条第７項の下線部分「第５項第７号」を「新」下線部分「第

５項第７号から第９号まで」に改めるものです。

２ページに移ります。

「旧」のほうの第４条第２項に次の下線部分「新設」は「新」の部分の第３項とするも

の、「旧」（議事等）第５条中の下線部分「防災会」を「新」では「防災会議」に改める

ものです。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３６号は、総務常任委員会に付託したいと思いま

す。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３６号は総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１１ 議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第１１、議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について提案説明を申
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し上げます。

地方税法の一部を改正する法律（平成２５年法律第３号）に伴い改めるものです。

内容については、東日本大震災に係る特例措置の延長等であります。

なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、本条例につきまして町長の補足説明をさせていただきます。

この議案第３７号におきましても、議案第３３号と同様に、地方税法の一部を改正する

法律に伴い本条例を改正するものでございます。

今回の主な改正内容につきましては、東日本大震災にかかわる震災居住財産の敷地の特

例で、地方税法の附則の条項などの改正により、附則規定中の条項分を定めるものでござ

います。

それでは、吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきまして、新旧対照表

で説明させていただきますので、新旧対照表の１ページをごらんください。

右側の旧が現行、左側の新が改正案というものでございます。よろしくお願いいたしま

す。

まず、右側、旧の下線「附則第４４条の２第３項」を左側、新の下線「附則第４４条の

２第４項及び第５項」に改め、旧の中段及び下段の下線「第３６条」を新の中段及び下段

の下線「第３５条第１項」に改めるものでございます。

議案書の１ページのほうをお開きください。

中段に、附則、第１項、この条例は、平成２６年１月１日から施行する。

附則第２項、この条例により、改正後の吉岡町国民健康保険税条例の規定は、平成２６

年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２５年度分までの国民健康保険

税については、なお従前の例によるものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３７号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思

います。これにご異議ございませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３７号は文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１２ 議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第１２、議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について提案

の説明を申し上げます。

地方税法の一部を改正する法律（平成２５年法律第３号）による改正に鑑み、保険料の

延滞金の割合の特例措置を改めるものであります。

なお、詳細につきましては健康福祉課長より説明させますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようよろしくお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、本条例について町長の補足説明をさせていただきます。

この議案第３８号におきましても、議案第３３号と同様に、地方税法の一部を改正する

法律に伴い本条例を改正するものでございます。

今回の改正内容につきましては、後期高齢者医療の保険料の延滞金の割合の特例に係る

改正で、延滞金等の利率の見直しを行うものでございます。吉岡町税条例の第３条の２と

同様のものでございます。

それでは、吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、新旧対

照表で説明させていただきますので、新旧対照表の１ページをごらんください。

右側の旧が現行、左側の新が改正案というもので、よろしくお願いいたします。

右側の旧の附則第２項の全文を左側に改めるものでございます。左側、改正案を朗読さ

せていただきます。括弧内につきましては省略をさせていただきます。

附則第２項、「当分の間、第５条第１項に規定する延滞金の年１４．６％の割合及び年

７．３％の割合は、同項の規定にかかわらず、各年の特例基準割合が年７．３％の割合に

満たない場合には、その年中においては、年１４．６％の割合にあっては当該特例基準割
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合適用年における特例基準割合に年７．３％の割合を加算した割合とし、年７．３％の割

合にあっては当該特例基準割合に年１％の割合を加算した割合とする。」に改めるもので

す。

議案書の１ページをお開きください。

「附則第１項、この条例は、平成２６年１月１日から施行する。附則第２項、改正後の

吉岡町後期高齢者医療に関する条例附則第２項の規定は、延滞金のうち平成２６年１月１

日以後の期間に対応するものに適用し、同日前の期間に対応するものについては、なお、

従前の例による。」であります。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３８号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思

います。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３８号は文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１３ 議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正

する条例

議 長（近藤 保君） 日程第１３、議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例

の一部を改正する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例につ

いて提案の説明を申し上げます。

予防接種法の改正に伴い、引用している条文について所要の改正を行うものであります。

なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、よろしく審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。
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議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、本条例の一部を改正する条例につきまして町長の補足説明

をさせていただきます。

今回の改正内容につきましては、予防接種法の改正に伴い、条ずれ等による改正に対応

し、字句等を改めるものでございます。

それでは、吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例について、

新旧対照表で説明させていただきますので、新旧対照表の１ページをごらんください。

右側の旧が現行、左側の新が改正案というものでよろしくお願いいたします。

右側、旧の第１条中の下線、「第３条、第６条及び第９条に規定」を左側の新の下線、

「に基づき吉岡町が実施」に改めるものでございます。

議案書の１ページをお開きください。

附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後の吉岡町予防接種健康被害調査委員会

設置条例の規定は、平成２５年４月１日から適用する、であります。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第３９号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思

います。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３９号は文教厚生常任委員会に付託します。

休憩します。１０時４５分まで休憩します。

午前１０時２７分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時４４分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１４ 議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第１４、議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認
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定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案理由を申し上げます。

議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についての提案理由を申

し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて、議会の認定に付するものでございます。

以下、詳細につきましては、会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、

認定くださいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。竹内課長、竹内課長については着座のまま説明を許可しま

す。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 体調の関係から着座にて説明させていただきます。

決算書の３ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入総額６２億５，６６９万５，８５４円、歳出総額５６億６，

７６４万３，３８３円、歳入歳出差し引き額５億８，９０５万２，４７１円でございます。

翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額につきましては６，２３７万４，０００円、

実質収支額５億２，６６７万８，４７１円でございます。

次に、４ページ、５ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算書歳入についてでございます。

１款の町税、予算現額２１億５，４４９万４，０００円、調定額２４億５，５１１万６，

８７０円、歳入済額２２億６，５２９万８，２４０円、前年対比５６５万３，４８１円の

減となっています。不納欠損額５５７万５，２５１円、前年対比では１万９，４８３円の

減でございます。収入未済額１億８，４２４万３，３７９円、前年対比２４７万３，０５

９円の増でございます。１項の町民税、収入済み額１０億６，１６１万６，２５６円、前

年対比３，２１５万４，４７１円の増です。町民税については、町民税個人では子ども手

当の導入に伴い年少扶養控除が廃止されたためふえ、法人町民税については大手医療法人

の平成２３年度に修正申告され、平成１９年度から修正があった関係で２３年度は多かっ

たため減額となりました。次に、不納欠損額２２４万８，３９０円、前年対比２６万６，

１３５円の増でございます。収入未済額６，１０３万１１０円、前年対比６７万６，３４

８円の減でございます。２項の固定資産税、収入済み額９億８，０６２万６，０３２円、
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前年対比４，３９８万２，４５２円の減です。この減につきましては、評価替えにより家

屋の減額によるものです。不納欠損額３１７万４，９６１円、前年対比３５万６，９１８

円の減となっております。収入未済額１億２，１３４万８１０円、前年対比３２２万８，

１０７円の増でございます。３項の軽自動車税、収入済み額４，７３５万７，０００円、

前年対比２８６万５００円の増でございます。この増につきましては、東日本大震災の影

響により在庫がなかったが平成２４年度は落ちついて町内中古車販売店の所有台数が増加

したためでございます。不納欠損額１５万１，９００円、前年対比７万１，３００円増と

なっております。収入未済額は１８７万２，４５９円、前年対比７万８，７００円の減で

ございます。４項の町たばこ税、収入済み額１億６，２４５万２，９９２円、前年対比３

２７万５，０００円の増でございます。これは平成２２年度に税率改正され、平成２３年

度は東日本大震災で品薄状態だったため、結果的に増となりました。売り上げ本数は減少

傾向でございます。５項の入湯税、収入済み額１，３２５万２，２６０円、前年対比で３

万９，０００円の増でございます。

２款から１１款につきましては、８月２８日、全協等で説明をしておりますので、省略

をさせていただきます。

１２款の分担金及び負担金、１項の負担金、予算現額１億４，３８９万１，０００円、

調定額１億５，１５９万１，３４０円、収入済み額１億４，５５９万７，８４０円、前年

対比６２３万８，７２０円でございます。増額分につきましては保育運営費保護者負担金

でございます。不納欠損額１０万５，０００円、前年対比２２万６，２５０円の減でござ

います。収入済み額５８８万８，５００円で、前年対比２０万３，９４０円の減でござい

ます。

１３款使用料及び手数料、予算現額３，３７７万円、調定額３，８１４万１，７９６円、

収入済み額３，４５３万３，３１６円、前年対比９４万３，４２７円の増でございます。

１項の使用料、収入済み額２，３８０万１９０円、前年対比では９０万４，２８１円の増

でございます。この収入の増額の主なものにつきましては、物産館使用料、前年対比６０

万円の増でございます。不納欠損額１６万４，５００円、前年対比で１９万６，８００円

の増、収入済み額３４６万８，５８８円、前年対比で１６万９，５００円の減で、住宅使

用料でございます。２項の手数料、収入済み額１，０７３万３，１２６円、前年対比では

３万９，１４６円の減でございます。

１４款国庫支出金、予算現額６億６，３１３万円、調定額６億６，７２６万５，４１０

円、収入済み額６億１，４１１万１，４９０円、前年対比５９０万３，７４４円の減、収

入済み額５，３１５万４，０００円でございます。これは繰越明許費で配付しました資料

６番で参照してください。１項の国庫負担金、収入済み額５億５，４３６万５，２０２円、
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前年対比３，７８１万４８６円の増でございます。これは障害者福祉費の増によるもので

ございます。２項の国庫補助金、収入済み額５，４７９万６，０２５円、前年対比４，３

２０万４，０７９円の減でございます。主なものは５目の教育費国庫補助金、平成２３年

度行った明治小学校耐震工事による補助金の減、地域活性化きめ細かな交付金事業、地域

活性化住民生活に光をそそぐ交付金事業などがなくなったための減、２４年度行った主な

事業は南下防災公園事業補助金、宮田大藪線工事などでございます。

６ページ、７ページをごらんください。３項の国庫委託金、収入済み額４９５万２６３

円、前年対比５１万１５１円の減でございます。

１５款県支出金、予算現額７億３９４万６，０００円、調定額７億２０８万５，０００

円、収入済み額５億７，９５８万７６６円、前年対比１億４，２３５万６，０００円の増

でございます。１項の県負担金、収入済み額２億２，０９０万６，５７１円、前年対比５，

１３０万８，９０８円の増でございます。制度改正により子ども手当の減、児童手当の増

及び障害者福祉費の増でございます。２項県補助金、収入済み額３億１，７４２万７，３

６０円、前年対比８，９４４万６３１円の増でございます。主なものは、第一保育園建て

かえ工事に伴うものでございます。減額の主なものにつきましては、ワクチン接種緊急促

進事業県補助金でございます。２３年度に受けた方が多くございましたが、２４年度は落

ちついて減少いたしました。収入未済額１億２，２５０万５，０００円、これは児童福祉

費、群馬県安心こども基金事業、保育所緊急整備事業、第二保育園改修工事のものでござ

います。３項の県委託金、収入済み額４，１２４万６，８３５円、前年対比１６０万６，

５２３円の増でございます。この増額の主なものにつきましては、総務費県委託金、土地

計画基礎調査、選挙費県委託金、衆議院選挙などでございます。

続きまして、１６款財産収入、予算現額１，１３９万７，０００円、調定額、収入済み

額同額の１，３５９万２，９６９円、前年対比４０５万３，０８０円の増でございます。

１項財産運用収入、収入済み額１，１４０万８，９６９円、前年対比２３３万１，０８０

円の増額でございます。この増額の主なものは、平成２４年度線下補償があったためと、

基金の利子でございます。２項の財産売払収入、収入済み額２１８万４，０００円、前年

対比１７２万２，０００円でございます。

１７款１項寄附金、予算現額１，９８６万円、調定額、収入済み額同額の２，１８６万

円、前年対比７８４万３，５５０円の増でございます。これは株式会社吉岡町振興公社か

らとふるさと納税の寄附金でございます。

１８款繰入金、予算現額４，９３６万３，０００円、調定額３，２９５万３，０９２円、

収入済み額３，２９５万３，０９２円、前年対比５，７７４万７，１６６円の減でござい

ます。１項の特別会計繰入金、収入済み額８４３万９２円、前年対比４３０万６，８３４
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円の増でございます。この増額につきましては、住宅新築資金等貸付事業特別会計からの

繰り入れでございます。２項の基金繰入金、収入済み額２，４５２万３，０００円、前年

対比６，２０５万４，０００円の減でございます。これは渇水対策維持管理基金の減でご

ざいます。

１９款１項の繰越金、予算現額５億２，３１４万３，０００円、調定額、収入済み額同

額の５億２，３１４万３，２５５円、前年対比５，８９７万７，９２５円の増でございま

す。

２０款諸収入、予算現額８，１３６万９，０００円、調定額６，９９９万３，２８２円、

収入済み額６，９９９万３，２８２円、前年対比６２６万８，１１３円の減でございます。

１項の延滞金加算金過料、収入済み額２８４万７，８１２円、前年対比９２万８，２７６

円の増でございます。２項の預金利子、収入済み額２３万３，８０５円、前年対比１２万

１，６０２円の増でございます。運用利子でございます。３項貸付金元利収入、収入済み

額５００万円、前年対比、同額の５００万円でございます。４項受託事業収入、収入済み

額６００万円、前年と同額でございます。５項雑入、収入済み額５，５９１万１，６６５

円、前年対比７３１万７，９９１円の減でございます。これは平成２３年度にあった渋川

箕郷線廃止代替バス負担金及び高崎・渋川バイパスに伴う管路施設移設補償費などの減で

ございます。

２１款町債、予算現額４億２，２８０万円、調定額３億９，５６０万円、収入済み額３

億６，５８０万円、前年対比２，８６０万円の増でございます。これは臨時財政対策債及

び学校教育施設整備事業債の明治小学校の耐震補強事業の減でございます。防災対策事業

債（第１分団詰所建設工事）につきましては増でございます。収入未済額２，９８０万円

は、吉岡中学校北校舎エレベーター設置工事のものでございます。

歳入合計、予算現額６２億６，６９８万７，０００円、前年対比１億５，１２６万円の

増、調定額６６億６，１５７万５，４６４円、前年対比１億８，３２８万２，８４２円の

増、収入済み額６２億５，６６９万５，８５４円、前年対比１億１９７万８，１６４円の

増、不納欠損額５８４万４，７５１円、前年対比４１万４，８３３円の減でございます。

収入未済額３億９，９０３万４，８５９円、前年対比８，１７１万９，５１１円の増でご

ざいます。

次に、８ページ、９ページをごらんください。

歳出でございます。

１款１項の議会費でございます。予算現額１億２４５万７，０００円、支出済み額９，

９８８万５２８円、前年対比８４６万８，１０６円の減でございます。これは、議員共済

給付費負担金の減によるものでございます。議員年金の廃止に伴うものです。



35

２款の総務費、予算現額１０億４，５８１万２，０００円、支出済み額１０億１，６８

７万２，０００円、前年対比１億１，５５７万４，６９１円の増でございます。１項総務

管理費、支出済み額８億６，３９２万９３１円、前年対比１億２，００５万９，９１８円

の増でございます。この増額の主なものは、臨時職員賃金の総務政策課一括管理による増、

財政調整基金積立金の増、電子計算機システム改修、機器のリース等の増でございます。

２項の徴税費、支出済み額１億１６８万６，９９２円、前年対比１，０９６万２，６８４

円の増でございます。公平・適正な課税のため家屋確認調査業務委託料等の増でございま

す。３項の戸籍住民基本台帳費、支出済み額３，３９４万７１９円、前年対比５３５万９，

５７５円の増でございます。４項の選挙費、支出済み額８５６万１，８４１円、前年対比

１，０６４万８，７０３円の減、平成２３年度は県知事選挙、県議会選挙、町長、町議の

選挙がありましたが、平成２４年度は衆議院選挙のみであったため減となりました。５項

統計調査費、支出済み額７５０万８，８３２円、前年対比１３万７，９５８円の減、報酬、

経済センサス活動調査員の減でございます。６項監査委員会費、支出済み額３８万１，５

５６円、前年対比２万８２５円の減でございます。

３款民生費、予算現額２１億９，０５５万６，０００円、支出済み額１９億７，４５２

万５，６５３円、前年対比２億２８６万２８８円の増、翌年度繰越額１億３，７８１万９，

０００円につきましては、私立保育所施設整備補助金（第二保育園）でございます。１項

社会福祉費、支出済み額８億８，４３６万７，３２０円、前年対比６，４１７万８，７３

９円の増でございます。介護保険事業特別会計繰出金、障害福祉費の負担金補助及び交付

金、医療費、療養給付費負担金、後期高齢者医療特別会計繰出金のそれぞれ増でございま

す。２項児童福祉費、支出済み額１０億９，０１５万４５８円、前年対比１億３，８７０

万１，９６４円の増でございます。増減額につきましては、子ども手当の減、児童手当の

増、児童保育費（私立保育園整備補助金第一保育園）の増でございます。３項災害救助費、

支出はありませんでした。４項生活保護費、支出済み額７，８７５円、前年対比２万４７

５円の減でございます。

４款衛生費、予算現額７億２１２万５，０００円、支出済み額５億７，５７６万６，２

０４円、前年対比９７５万４，０４６円の減でございます。１項の保健衛生費、支出済み

額４億３３７万９８５円、前年対比３１６万７，０２０円の減でございます。これにつき

ましては国民健康保険事業特別会計繰出金、予防接種委託料の減でございます。新規住宅

用太陽光発電システム設置補助金、渋川看護専門学校運営費補助金、よしおか健康№１プ

ロジェクト事業委託料がそれぞれ増となりました。２項清掃費、支出済み額１億７，２３

９万５，２１９円、前年度比６５８万７，０２６円の減でございます。これは渋川広域組

合負担金の塵芥施設分及び一般ごみ収集運搬、それぞれ減額によるものです。
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５款労働費１項労働費諸費、予算現額１，７６３万４，０００円、支出済み額１，５９

４万２，６０４円、前年対比１４万２，９５５円の増でございます。勤労者住宅資金利子

補給の増などでございます。

６款農林水産業費、予算現額３億４，８３８万２，０００円、支出済み額３億１，５１

１万７，１６１円、前年対比５，９０５万７，４２１円の減でございます。１項の農業費、

支出済み額３億１７３万６，２２２円、前年対比５，８１１万４，５２４円の減額でござ

います。これは平成２３年度の用地買収費（道の駅）、小倉揚水施設整備、ポンプ設置・

ポンプ交換設置・復旧工事の減、農業集落排水事業特別会計の増でございます。６目地籍

調査費については新設をいたしました。２項林業費、支出済み額１，３３８万９３９円、

前年対比９４万２，８９７円の減、これは林道補修工事の減でございます。

７款商工費、予算現額２，９０１万６，０００円、支出済み額２，６７１万４，５１４

円、前年対比１０６万８，６４０円の減でございます。

８款の土木費、予算現額５億３，２５７万５，０００円、支出済み額４億３，０４３万

３，４５１円、前年対比９７７万４，３２２円の減でございます。翌年度繰越額８，２０

０万円、これは道路ストック総点検事業と公営住宅等ストック総合改善事業でございます。

資料の６番をご参照してください。１項の土木管理費、支出済み額２，０８８万８，６７

２円、前年対比２０万９，４６５円の減額でございます。２項の道路橋梁費、支出済み額

１億１，９２９万６，８８７円、前年対比１，８３６万１，７７６円の減額でございます。

これは道路改良工事及び工事請負費、きめ細かな交付金等の減でございます。増といたし

ましては、道路維持補修費は増額となっております。３項河川費、支出済み額１７１万５，

７０８円、前年対比５４万１，９３０円の増でございます。４項都市計画費、支出済み額

２億８，４３８万７７７円、前年対比６１４万８，６９０円の増でございます。これは都

市計画基礎調査業務、県指定緊急輸送道路沿道特定建築物調査業務委託、宮田大藪線道等、

それぞれの増でございます。公共下水道特別会計繰出金につきましては減でございます。

５項住宅費、支出済み額４１５万１，４０７円、前年対比２１０万６，２９９円の増でご

ざいます。これは町営本宿団地屋上防水設計委託の増です。

９款消防費１項消防費、予算現額３億３，５１２万４，０００円、支出済み額３億２，

８６３万５，１６８円、前年比３，８２７万２，６５０円の増でございます。これは消防

第１分団詰所建設関係の設計、工事、従前詰所解体工事の増、渋川広域負担金、消防施設

の増などでございます。

１０款教育費、予算現額５億１，４９８万３，０００円、支出済み額４億４，４６４万

７，３５２円、前年対比２億２，９９９万１，３４２円の増でございます。１項の教育総

務費、支出済み額７，９１３万７，６４６円、前年対比２，３８８万７，６７３円の減で
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ございます。臨時賃金の総務政策課一括管理にしたことによる減、幼稚園就園奨励金の減

でございます。２項小学校費、支出済み額８，７３６万３，４１３円、前年対比１億５，

１５５万２，０４１円の減でございます。減につきましては、平成２３年度、教科書改訂、

工事請負費、明小改修工事・耐震補強工事でございます。平成２４年度については、駒小

トイレ自動水栓改修及び明小校庭整備工事を行いました。

次に、１０ページ、１１ページをごらんください。

３項の中学校費、支出済み額５，１００万２，２２６円、前年比２，０８８万４，５０

１円の減でございます。翌年度繰越額４，５０１万４，０００円は吉岡中学校北校舎エレ

ベーター設置工事でございます。減額につきましては、２３年度に行いました体育館外構

工事及び校内施設整備工事がなかったことにより減額となりました。４項社会教育費、支

出済み額１億３，２９４万８，６４２円、前年対比８５０万６，７９８円の増でございま

す。これは文化センターの舞台音響機器リース、ホール等改修工事（吊りもの）による増

でございます。５項保健体育費、支出済み額３，８５３万２，８９５円、前年対比２１０

万３，８１４円の増でございます。主なものは体育施設の修繕料の増でございます。６項

給食センター費、支出済み額５，５６６万２，５３０円、前年対比４，４２７万７，７０

９円の減でございます。平成２３年度は、高圧受電設備更新及び動力増設工事、備品購入

費等がありましたが、２４年度につきましては、大きな工事がなかったことによる減でご

ざいます。

１１款の災害復旧費１項２項、それぞれ支出はありませんでした。

１２款１項公債費、予算現額４億３，９９５万５，０００円、支出済み額４億３，９９

３万７，８７７円、前年対比２６５万１，６９９円の減でございます。これは償還金の利

子の減でございます。

１３款諸支出金、予算現額４万３，０００円、支出済み額４万２，０００円、前年度比

１万６，０００円の減です。１項諸支出金、予算現額１，０００円、支出はありませんで

した。２項土地開発基金、支出済み額４万２，０００円でございます。利息でございます。

１４款１項の予備費、予算現額８３１万８，０００円、支出はありませんでした。

歳出合計、予算現額６２億６，６９８万７，０００円、前年比１億５，１２６万円の増、

支出済み額５６億６，７６４万３，３８３円、前年対比３，６０６万８，９４８円の増で

ございます。翌年度繰越額１億９，９９６万８，０００円、不用額につきましては３億３，

１５１万６１７円でございます。

歳入歳出差し引き額は５億８，９０５万２，４７１円で、前年対比６，５９０万９，２

１６円の増でございます。

以上、一般会計の説明を終わります。よろしくお願いいたします。
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議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年８月８日、監査委

員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

平形議員。

〔４番 平形 薫君発言〕

４ 番（平形 薫君） ４番平形です。中にあります南下城山防災公園についてお尋ねします。

先月の８月３０日付の上毛新聞で、この防災公園のことが１面トップで掲載されており

ました。この記事の中で、耐震性の貯水槽、１０トンの水を確保すると書いてありました。

このことについては、当初の計画ではたしか４０トンであったと記憶しておりますけれど

も、私も一般質問をしたのですけれども、災害時に１人当たり１日３リットル、災害発生

から３日間で９リットル、南下、北下、陣場の３地区の住民１，１００人ということで、

換算いたしますと、およそ１０トンということに精査されたんじゃなかろうかなというふ

うに思います。建設費も１，２００万円の削減ができたのではないかと思います。

そこでお尋ねしたいのは、そのほかの精査をしたことがあるかということなのですけれ

ども、特に防災公園の除草費用は年間一千数十万円と聞いておりますけれども、これの削

減方法について２４年度中に何か検討したのか。また、ほかの精査になるようなことを何

か、精査されたのかをお尋ねしたいと思います。

議 長（近藤 保君） この件については執行部より回答させます。

栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） ただいまの平形議員さんのこの防災公園、これを実施していくについ
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て、コスト削減に努めると以前に答弁させていただいたところでありますが、実施設計業

務を平成２４年度に行いました。その際、平形議員が言われますとおり、耐震性の貯水槽、

基本計画の中では４０トンが一番最低だと、計算上では１０トンでよかったのですけれど

も、最低が４０トンであるよと、そういったことで４０トンということで基本設計を組ん

だわけですが、実施設計を組むについて精査しましたところ、１０トンでもありますよと

いうことで、こういったことを初め、どれのということではないのですが、全体的にコス

ト縮減といいますか、単価のほうも見直して、より精度の高い単価を用いまして実施設計

のほうを組んでおるところでございます。

そして、２つ目だと思いますが、１，１５０万円、これは維持管理のほうであると思う

のですが、この維持管理につきましては、先進地事例などを参考にして、これからいかに

維持管理費を下げてできるかということは、これからの検討課題であると思っております。

よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

平形議員。

〔４番 平形 薫君発言〕

４ 番（平形 薫君） もう１点お尋ねします。さっきの上毛新聞の件なのですけれども、自衛隊

ヘリなどの離着陸を想定した臨時ヘリポートを当初２カ所に設置するほか、バスやトラッ

クも通行できる道路の整備促進、ヘリで搬入された支援物資を車両で公園外に搬出できる

ようにすると記載されておりまして、災害時にこの支援物資の搬入・搬出がイメージでき

る基地かなというふうに思います。

ところで、本定例会に出されましたこの決算、いただきました決算参考資料があります

けれども、この中の一番最後のほうにくっついているのですけれども、平成２４年度に一

般会計主要事業決算状況一覧表という１８ページにわたる一覧表があります。これの資料

番号１０なのですけれども、これの中の１５ページ、１８ページあります、１５ページの

中に、「安全・便利・住みやすい安全で便利なまち」ということで、南下城山防災公園新

設事業というのが載っております。ここに説明書きがあるんですね。これをそのまま読ま

せてもらいますけれども、吉岡町は相馬ヶ原演習場の北東に位置し、同演習場に隣接する

相馬ヶ原駐屯地の旅団化に伴い滑走路が整備されて、ヘリコプターの飛行訓練が行われて

いると。このような状況のもと、ヘリコプターの不測の事態に備え、緊急時の避難場所、

災害時には防災機能を有する地域住民の一時避難場所、また平常時は地域住民の憩いの場

としての公園を整備すると、こう書いてあるのです。

これを読みますと、そのまま読んじゃいますと、自衛隊のヘリコプターの飛行訓練中に

不測の事態、緊急時というものがあれば、この臨時ヘリポートに自衛隊のヘリコプターが
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着陸することがあるというふうに読めるのですけれども、そういうことがあるのかどうか

お尋ねします。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 平形議員がご指摘のとおり、臨時ヘリポートということで２カ所設け

ております。これは緊急時にあくまでも備えてありまして、平常時は多目的広場としての

利用ということで位置づけております。そして、いざ災害時、ヘリコプターが離発着でき

るような施設ということで、訓練中の緊急着陸とか、そういったことは一応想定はしてお

ります。ただ、平常時はあくまでも多目的広場、本当に緊急時ということでの利用で考え

ております。

議 長（近藤 保君） 平形議員。

〔４番 平形 薫君発言〕

４ 番（平形 薫君） ヘリコプターが訓練中に不測の事態、緊急時というのが、一般町民、私自

体もわからないし、町民もわからないのですけれども、そういうことが仮にあったとする

と、この臨時ヘリポートにヘリコプターがおりてくるということがあるということですの

で、ないというふうに答えてもらいたかったのですけれども、ちょっと困惑しておるので

すけれども、この上毛新聞の記事もそうですけれども、町民は災害時にヘリコプターが離

発着することを想定しているわけですね。大規模災害時に自治体から自衛隊に要請が行く

と。その要請によって自衛隊が出動するということを想定しているというふうに思うんで

すよね。この自衛隊のヘリコプターの飛行訓練中に、臨時ヘリポートが使用されることと

いうのは想定外だというふうに思います。この自衛隊のヘリコプターの不測の事態、緊急

時ということは、これは多分もう自衛隊しかわからないんじゃないかなというふうに思い

ます。

それで、要するにこれをイメージすると、平常時に町民が憩いの場として集っていると

きに、もしそういう事態が起きれば、突然自衛隊のヘリがおりてくるということがあると

いうことなんですね。これはやはり想定外のことだと思うんですね。そんなに何回もある

わけじゃないと思うのですけれども、この防災公園というのは２０１８年に完成予定と書

いてありますけれども、当然のことながら２０年、３０年、もっと長い時間使うわけなん

ですね。そういうふうに思います。それで、これはちょっと不安がよぎるわけなんですね。

というのは、今その話題となっているというか、問題となっているというか、いろんな

新聞紙上をにぎわせているオスプレイという垂直離着陸機がありますね。あれは今、アメ

リカが配備するということなのですけれども、最近の新聞では、そのオスプレイを自衛隊

が導入しようとしているわけですね。これはオスプレイがヘリコプターかどうかわからな
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いのですけれども、飛行機とヘリコプターのちょうど真ん中ぐらいの性能というふうに思

っているのですけれども、仮にその数十年先にそういうことがあるとすると、現時点でや

はりそういうことも考えてやって防災公園をつくらなくちゃいけないんじゃないかなとい

うふうに思うんですよ。もし仮に、今課長はあるというふうにおっしゃいましたけれども、

一般町民はこれはやはり災害時、大災害時に自衛隊を要請してヘリコプターがおりてくる

ということしか想定していないで、自衛隊のご都合によってあそこの臨時ヘリポートが使

われるということは想定していないというふうに私は思います。

ですから、そういうことがあるのであれば、その点をもう少し説明を議会なり町民なり

にしていただきたい、というふうに周知していただきたい、そういうことがある公園だよ

ということをやっていただきたいなというふうに思うのですけれども、町長、いかがです

か。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 今課長が答弁した内容については、非常時のときにはおりますよというこ

とだと私は思っております。常時のいわゆるヘリコプターの相馬ヶ原の訓練で使用すると

いうようなことはないと思っております。防災ヘリなどの、もちろん県にある防災ヘリな

んかも何か非常時になったときにはそこを使っていただく。もちろん今までも河川敷、そ

してまた中学校の前の野球グラウンドなど、そこには防災ヘリが使用してもいいですよと

いうことにはなっておりますが、非常時のいわゆる相馬ヶ原のヘリコプターの訓練のため

のいわゆる防災のヘリがおりる基地だとは私は思っておりません。

ですから、今議員さんがおっしゃるとおり、非常に、本当に非常時のときにはいわゆる

許可を得て、おりるかもしれませんが、訓練に使うような場所ではないというようにも思

っております。そういったことでそれは確認しておるものと思っております。ですから、

課長のほうからちょっと、非常時にはいわゆる普通の訓練にどんどん使うのでというよう

なことはないと思っております。また、あってはならないと私も思っております。

ですから、本当のいわゆる災害が起きたと、いわゆる防災が起きた、いろんなことでこ

れは自衛隊のヘリもお願いしなくてはならないというときには使おうと思っておりますが、

いわゆる訓練にそのところを使うということはないと思っております。

以上です。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。（「議長、これも３回目ですからだめですか」の

声あり）だめです。（「つけ加えてよろしいでしょうか」の声あり）では、端的にお願い

します。

〔４番 平形 薫君発言〕
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４ 番（平形 薫君） 今、先ほどの町長の前の課長が答えたことはあるというふうに言ったんで

すね。ないと思う、ないと思っているという言い方なんですよ。これは多分私も少し火薬

を、爆薬をいじったことがありますので、自衛隊のことを、詳しくはないんですよ、あれ

なのですけれども、相馬ヶ原で演習をするときは実包は使わないはずです。空包だと思う

んですよ。実包を使うときは自治体との協定の中に文言を入れて、使うときはそれで何月

何日何時ごろ実包を打つということで富良野も富士も阿蘇もやっているわけなんですよ。

ですから、思っているんじゃなくて、緊急事態の自衛隊のヘリですから、連絡する間な

んかないはずです。したがって、そういうことは、そういうときにおりてくることがある

よというのが、必ず協定の中にどこかあるはずだと思うんですよ、私は。それを確認して

やっていただきたいなというふうに思います。課長はあると言って、町長はないと言った、

どちらか、ないほうがいいと思うのですけれども、これはないと思うじゃなくて、ないと

言い切れるものを用意していただきたいなというふうに思うのですけれども。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 課長が言っている意味も、私が言っている意味と同じだと私は思っており

ます。ですから、いわゆる私が言っているとおり、非常時のいわゆるときには自衛隊にお

願いをしてそこのところにおりることはありますけれども、普通の訓練のときにそこを利

用して訓練をするというようなことはないというように思ってございます。ですから、ご

理解をいただきたいと思います。ですから、防災、いわゆる県にあります防災のヘリはも

ちろんおりると思います。それはいわゆるこれから公園ができたということになると、今

は、先ほどから言っているように、防災ヘリのおりるところはこことここだよというよう

なことを大体指示してあると思っております。

そういったことも含めて、今度新しくあそこができるようになれば、防災ヘリはあそこ

にはおりるというようなことはあろうかと思います。そこから病院に搬送したりなんかす

ることにはなろうかと思いますけれども、平常時の、再三言うようですけれども、平常時

の自衛隊の訓練においてあそこを使うようなことは絶対ありません。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 今のお話を聞いていて安心をしたのですけれども、この決算書類の中の状

況一覧表の中の説明の中に、そういったことが書かれているわけですね。これは吉岡町に

相馬ヶ原演習場北東に位置し、ずっと半分以上がこの自衛隊のヘリコプターの説明が入っ

ているわけです。私も発言を後でまたしようかなと思ったのですけれども、要するに、こ

ういった事態というのは、自衛隊のヘリコプターが非常時におりるということになると、
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それはここに限ったことではありませんので、こういったことをかなり書かれちゃうと、

説明のところが説明し過ぎちゃうというふうな感じがするんですね。この決算の説明書の

真ん中の半分から上、この辺のところは書かなくてもよかったんじゃないかというように

思うのですが、いかがですか。

要するに、ヘリコプターが危険なときにはどこかおりるわけですよ。それをだからここ

に指定する必要はなくて、多分自衛隊でも非常時の場合には近くのところにおろしてくれ

ということでおりると思うんですね。ですから、我々が期待しているのは、その下のとこ

ろであって、確かに自衛隊にお願いして予算をいただくわけでありますけれども、ぜひと

もこの辺のところをあんまり強調し過ぎないでもらいたいし、できればこの説明の半分か

ら上のところは削除していただきたいなと思うのですが、いかがでしょうか。

議 長（近藤 保君） 回答必要ですか。（「必要です」の声あり）どなたか。

栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 先ほど平形議員さんの質問の中で、訓練用のヘリの離発着もあり得る

と、そういったことを言われていますけれども、それは誤解ということで、訓練用の離発

着は町長の答弁のとおり、想定はしておりません。

その後、先ほどの、ただいまの金谷議員さんのご質問でございますが、この公園につき

ましては、議員が言われるとおり、あくまでも災害時には防災機能を有する地域住民の一

時避難場所、また平常時は地域住民の憩いの場としての公園として整備していきたいと、

あくまでも考えております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） この部分を削除するというような、そういうことはお考えはないですかね。

説明書の中で。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件に今、金谷議員が言われていることは、あくまでもこれは資料とい

うことでご理解をいただければありがたいというようにも思っております。これは条例だ

とかそういうものであれば、削除しなくてはならないと私は思いますけれども、これは一

つの資料というようなことでご理解をいただければありがたいと思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） こういったものが附則資料として、附帯資料としてつけられていることで
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ありますので、それがひとり歩きしてしまうと、自衛隊のヘリコプターもここを目指して

もしもの場合には何とか我慢してここまで来たいというような、そういうことになっちゃ

うと思うんですね。私は純粋に下のところの半分のところを残したほうがいいというふう

に思いますが、これは説明の資料だからいいのだというようなことでは、私はないような

気がするのですが、ぜひともこの資料、説明資料ですが、この半分から下のほう、緊急時

の避難時にはここを使うんだというところを残していただきたいというふうに思います。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４０号は、予算決算常任委員会に付託します。

昼食休憩に入ります。再開は１時ちょうどといたします。

午前１１時５０分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後 ０時５８分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１５ 議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について

議 長（近藤 保君） 日程第１５、議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についての提案理由を申し

上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の１６３ページをごらんください。
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実質収支に関する調書、歳入総額１億４５４万９，８０４円、歳出総額１億４３２万４，

３２５円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の２２万５，４７９円でございます。

次に、１６４ページ、１６５ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明申し上げます。

１款１項給食費納入金、予算現額９，８６１万６，０００円、歳入額９，７０１万９，

２７０円、収入済み額９，６４８万３，２７０円、前年対比１００．８％、８０万４，１

６０円の増でございます。収入未済額５３万６，０００円、前年対比１３５．９％、１４

万１，７１０円の増でございます。長引く景気の低迷により給食費の支払いが滞る家庭が

ふえたためと考えています。

２款１項繰入金、予算現額７７７万８，０００円、調定額、収入済み額同額の７６１万

２，１５０円、前年対比１２６．８％、１６０万７，０１０円の増でございます。児童生

徒１人に対しミルク代補助ということで１人当たり月３５０円、１１カ月分３，８５０円、

一般会計から繰り入れています。平成２３年度については１人当たり月２５０円でした。

食材が値上がりしている状況の中で、給食費納入金を上げるのではなく、一般会計繰入金

を増額することで補うこととさせていただきました。

３款１項繰越金、予算現額３９万２，０００円、調定額、収入済み額同額の３９万２，

５４４円、前年対比１７８．９％、１７万３，１１１円の増でございます。

４款諸収入１項雑入、予算現額５万４，０００円、調定額、収入済み額同額の６万１，

８４０円、前年対比８１．４％、１万４，１６６円の減でございます。

歳入合計、予算現額１億６８４万円、前年対比１０４．９％、５０１万８，０００円の

増、調定額１億５０８万５，８０４円、前年対比１０２．６％、２７１万１，８２５円の

増、収入済み額１億４５４万９，８０４円、前年対比１０２．５％、２５７万１１５円の

増となっております。

次に、１６６ページ、１６７ページをごらんください。

歳出ですが、１款１項学校給食費、予算現額１億６８４万円、前年対比１０４．９％、

５０１万８，０００円の増、支出済み額１億４３２万４，３２５円、前年対比１０２．７％、

２７３万７，１８０円の増でございます。不用額２５１万５，６７５円でございます。

歳入歳出差し引き額２２万５，４７９円、前年対比５７．４％、１６万７，０６５円の

減でございます。

以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。
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落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年８月

９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４１号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１６ 議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

議 長（近藤 保君） 日程第１６、議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の１７９ページをごらんください。
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実質収支に関する調書、歳入総額４億４，４３１万６，４６０円、対前年比１２２．５％、

８，１４９万８，３６０円の増、歳入総額４億４，４０１万６，４６０円、対前年比１２

４．１％、８，６０９万８，３８６円の増。歳入歳出差し引き額３０万円、実質収支額３

０万円でございます。

次に、１８０ページ、１８１ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明を申し上げます。

１款分担金及び負担金１項負担金、予算現額１，００８万５，０００円、調定額１，８

６６万９，８４６円、収入済み額１，２２２万９，１０６円、前年対比１９５．４％、５

９７万１，８１０円の増でございます。これは受益者負担金の増でございます。収入未済

額６４４万７４０円、前年対比６万７，２５０円の減となっております。

２款使用料及び手数料１項使用料、予算現額１億１５６万８，０００円、調定額１億８

７０万３，５３５円、収入済み額１億２９７万９，３７０円、前年対比１００．８％、７

９万８２２円の増でございます。収入未済額５７２万４，１６５円、前年対比９９．３％、

３万９，４８０円の減でございます。

３款国庫支出金１項国庫補助金、予算現額、調定額同額の４，２７０万円、収入済み額

４，２７０万円、前年対比２，２７０万円の増でございます。

４款県支出金１項県補助金、予算現額１５０万円、調定額、収入済み額１３０万円でご

ざいます。

５款繰入金１項繰入金、予算現額１億９，４６９万５，０００円、調定額、収入済み額

同額の１億９，０９３万５，２５４円、前年対比１，６７８万３，４９６円の減でござい

ます。

６款繰越金１項繰越金、予算現額、調定額、収入済み額同額の３０万円、前年と同額で

す。

７款諸収入１項延滞金加算金過料、予算現額２，０００円、調定額、収入済み額同額の

ゼロ円でございます。２項雑入、予算現額１０万３，０００円、調定額、収入済み額同額

の１１万９，７３０円、前年対比６万６，２５０円の増でございます。

８款町債１項町債、予算現額９，６４０万円、調定額９，３７０万円、収入済み額９，

３７０万円、前年対比６，７４０万円の増、収入未済額１，１４０万円でございます。

歳入合計、予算現額４億４，７３５万３，０００円、前年対比４，３６０万円の増、調

定額４億５，６４８万１，３６５円、前年対比５，６９９万１，６５６円の増、収入済み

額４億４，４３１万６，４６０円、前年対比８，１４９万８，３８６円の増、収入未済額

１，２１６万４，９０５円、前年対比２，４５０万６，７３０円の減でございます。
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次に、１８２ページ、１８３ページをごらんください。

歳出でございますが、１款１項下水道費、予算現額２億３，０５２万９，０００円、支

出済み額２億２，７７１万３，２９９円、前年対比９，２４１万５６３円の増です。これ

は工事費の増でございます。

２款１項公債費、予算現額２億１，６６２万４，０００円、支出済み額２億１，６３０

万３，１６１円、前年対比６３１万２，１７７円の減でございます。予備費につきまして

は、予算現額２０万円、支出済み額はありませんでした。

歳出合計につきましては、予算現額４億４，７３５万３，０００円、前年対比４，３６

０万円の増、支出済み額４億４，４０１万６，４６０円、前年対比８，６０９万８，３８

６円の増となっております。不用額につきましては３３３万６，５４０円、前年対比１，

３４９万８，３８６円の減でございます。

歳入歳出差し引き残高３０万円、前年対比４６０万円の減でございます。

以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年８

月９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された公共下水道事業特別会計の

歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関

係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的

には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料

をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４２号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１７ 議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
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算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第１７、議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

詳細につきましては会計課長より説明させます。ご審議いただきまして認定くださいま

すようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の２０１ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入総額２０億８，４７７万１，４６３円、前年対比４，４６

３万７，７１６円の増、歳出総額２０億３，９５１万２，９２５円、前年対比４，２７６

万４，３５１円の増、歳入歳出差し引き額、実質収支同額の４，５２５万８，５３８円、

前年対比１８７万３，３６５円の増でございます。

次の２０２ページ、２０３ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明申し上げます。

１款１項国民健康保険税、予算現額５億３，２３５万３，０００円、調定額７億９，２

０４万５，４０８円、収入済み額５億９，４４３万２，７６１円、前年対比８０１万８９

９円の増でございます。これは、国民健康保険税の収納率の上昇に伴うものでございます。

不納欠損額６１４万５，６４６円、前年対比２３０万５，５６７円の減、収入未済額１億

９，１４６万７，００１円、前年対比１，０２９万１，６０７円の減でございます。

続きまして、２款１項一部負担金、予算現額２，０００円、収入済み額はありませんで

した。

３款１項手数料、予算現額１５万円、調定額、収入済み額同額の２６万８，５１９円、

前年対比６万６，７５６円の減でございます。

４款国庫支出金、予算現額４億９０８万２，０００円、調定額、収入済み額同額の４億



50

４，３７８万２４２円、前年対比９，５７６万８３９円の減でございます。１項の国庫負

担金、収入済み額３億６，７３３万４，１９２円、前年対比９，０１６万４，４１４円の

減となっております。療養給付費負担金の減です。続きまして、２項国庫補助金、収入済

み額７，６４４万６，０５０円、前年対比５５９万６，４２５円の減でございます。普通

調整交付金の減でございます。

５款１項療養給付費交付金、予算現額１億２，３８０万円、調定額、収入済み額同額の

１億３，７７７万７，４２０円、前年対比４，２８１万９，４２０円の増でございます。

６款１項前期高齢者交付金、予算現額４億９２万８，０００円、調定額、収入済み額同

額の４億９２万８，７８６円、前年対比１億２，７６２万４，５１６円の増でございます。

７款県支出金、予算現額９，０６０万１，０００円、調定額、収入済み額同額の１億２，

５４７万５６７円、前年対比２，２０２万９，１９９円の増でございます。１項の県負担

金、収入済み額１，２９０万１，５６７円、前年比１８２万７，１９９円の増でございま

す。２項の県補助金、収入済み額１億１，２５６万９，０００円、前年対比２，０２０万

２，０００円の増。これは、県財政調整支援交付金でございます。

８款１項共同事業交付金、予算現額２億２，９９６万８，０００円、調定額、収入済み

額同額の２億３，００７万２，５５７円、前年対比３，３４８万８，０２５円の減。高額

医療費共同事業交付金及び保険財政共同事業交付金の減でございます。

９款１項財産運用収入、予算現額１，０００円、調定済み額、収入済み額同額の３２万

９，２８３円でございます。

１０款１項の他会計繰入金、予算現額２億５０万円、調定額、収入済み額同額の１億２

０万２，００５円、前年対比８５万４，３３３円の減でございます。２項基金繰入金、収

入についてはありませんでした。

１１款１項繰越金、予算現額４，３３８万６，０００円、調定額、収入済み額同額の４，

３３８万５，１７３円、前年対比２，５２７万５２１２円の減でございます。

１２款諸収入、予算現額７１８万８，０００円、調定額、収入済み額同額の８１２万４，

１５０円、前年対比７２万７，９９５円の減でございます。１項延滞金及び過料、収入済

み額３３０万４，９１３円、前年対比１９３万３，３１３円の増でございます。２項預金

利子については、収入済み額はありませんでした。４項雑入、収入済み額４８１万９，２

３７円、前年対比２６６万１，３０８円の減でございます。これにつきましては、老人保

健還付金の減でございます。

歳入合計、予算現額２０億８，７９５万９，０００円、前年対比１９８万６，０００円

の増、調定額２２億８，２３８万４，１１０円、前年対比３，２０４万５４２円の増、収

入済み額２０億８，４７７万１，４６３円、前年対比４，４６３万７，７１６円の増、不
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納欠損額６１４万５，６４６円、前年対比２３０万５，５６７円の減、収入未済額１億９，

１４６万７，００１円、前年対比１，０２９万１，６０７円の減でございます。

２０４ページ、２０５ページをごらんください。

歳出でございますが、１款総務費、予算現額１，０６１万６，０００円、支出済み額７

９４万１，０５４円、前年対比１２２万９７５円の減でございます。１項総務管理費、支

出済み額６５５万２，００６円、前年対比１５０万５，０９５円の減でございます。２項

徴税費、支出済み額１１２万６，１６８円でございます。３項の運営協議会費、支出済み

額５万７，０８０円でございます。４項趣旨普及費、支出済み額２０万５，８００円でご

ざいます。

２款保険給付費、予算現額１３億９，３３６万２，０００円、支出済み額１３億７，７

２９万８，２００円、前年対比１８５万４，４１５円の増でございます。１項療養諸費、

支出済み額１２億１，０１５万５６７円、前年対比３２８万１，８９４円の増でございま

す。これは、１人当たりの医療費単価の増でございます。２項高額療養費、支出済み額１

億５，４００万２，１７３円、前年対比１６４万３，７８１円の増でございます。このこ

とにつきましても、１人当たりの医療費単価、入院費の増でございます。３項の移送費は

ございませんでした。４項出産育児諸費、支出済み額１，１３４万５，４６０円、前年対

比３２７万１，２６０円の減でございます。支給者の減によるものでございます。５項葬

祭費、支出済み額１８０万円、前年比２０万円増、支給者の増によるものでございます。

３款１項後期高齢者支援金、予算現額２億５，８７１万２，０００円、支出済み額２億

５，８６８万６，５７８円、前年対比１，８０５万２，９７２円の増。これは、前々年度

清算に伴う増でございます。

４款１項前期高齢者納付金、予算現額２７万１，０００円、支出済み額２７万８９１円

でございます。

５款１項老人保健拠出金、予算現額１万３，０００円、支出済み額１万１，３６１円、

これは老人保健の制度終了に伴う給付の清算によるものでございます。

６款１項介護納付金、予算現額１億９５９万２，０００円、支出済み額１億９５９万１，

５８７円、前年対比２４６万８，４８７円の増。これも前々年度清算に伴う増でございま

す。

７款共同事業拠出金、予算現額２億２，９７１万３，０００円、支出済み額２億２，９

７０万７，２８３円、前年対比１，６３１万６，４０４円の増でございます。

８款保健事業費、予算現額２，１９５万４，０００円、支出済み額１，７５８万２，８

１５円、前年対比１８万９，７９３円の増でございます。１項特定健康診査等事業費、支

出済み額１，３３３万５，３７９円、前年対比５３万５，９６４円の増でございます。２
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項保健事業費、支出済み額４２４万７，４３６円、前年対比３４万６，１７１円の減でご

ざいます。

９款１項基金積立金、予算現額３０２万９，０００円、支出済み額３０２万８，５５９

円、前年対比１０２万６，１１８円の増でございます。

１０款１項公債費、予算現額１，０００円、支出済み額はありませんでした。

１１款諸支出金、予算現額３，６６３万４，０００円、支出済み額３，５３９万４，５

９７円、前年比４５２万３３３円の増でございます。１項償還金及び還付加算金、支出済

み額３，５２６万９，９１２円、前年対比４５３万９８６円の増。これは、国庫支出金償

還金の増によるものでございます。２項指定公費負担医療費立替金、支出済み額１２万４，

６８５円でございます。

１２款１項予備費、支出済み額はありませんでした。

歳出合計につきましては、予算現額２０億８，７９５万９，０００円、前年対比１９８

万６，０００円の増、支出済み額２０億３，９５１万２，９２５円、前年対比４，５７６

万４，３５１円の増でございます。不用額につきましては４，８４４万６，０７５円、前

年対比４，０７７万８，３５１円の減でございます。

歳入歳出差し引き残額につきましては４，５２５万８，５３８円、前年対比１８７万３，

３６５円の増でございます。

以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） ここで、監査委員報告を行うわけですが、お手元の監査資料に国保会計、

次の農業集落排水事業、２件について欠落しておりますので、ここで休憩をとりまして、

資料を至急用意させますので、資料配付できましたら、また再開をいたします。しばらく

休憩します。

午後１時４０分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後１時５９分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

お手元の資料をご確認の上、会議を続けます。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年

８月９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。
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地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

南雲議員。

〔１５番 南雲吉雄君発言〕

１ ５ 番（南雲吉雄君） 南雲です。１つお伺いをいたします。

国民健康保険税ですけれども、収入未済額が本年１億９，１４６万７，００１円という

ことで、前年度は、２３年度ですけれども、２億１，０００万円ほどになっていたわけで

すけれども、本年度は１億９，１００万円ということで１，０３０万円ほど少なくなって

おります。これもコンビニの収納でこれだけ効果が上がっているのか、その点についてお

伺いをいたします。

また、コンビニの利用者がふえたのか、減ったのか、この点についても聞きたいという

ように思っております。特に１，０００万円からの収納を努力されたということは、私も

長くお世話になりましたけれども、やはりすばらしい成果であろうかと思いますし、これ

からもこういう努力をしていただくことは大切であろうというように思っておりますの

で、コンビニでの利用がふえたおかげでこう伸びたのか、その点についてお伺いをいたし

ます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） 南雲議員さんのご質問にお答えさせていただきます。

まず、参考資料のほうを見ていただきまして、資料のほうの９番ですけれども、国保関

係のほうの決算の報告のところでございます。３ページですけれども、よろしいでしょう

か。

これを見ていただきまして、歳入のところの税の部分でございますけれども、前年と比

較をしていただきまして、特に本税のほうの部分の現年部分については、医療費分の給付

の分については若干、９９．６％ということで低くなっている状況ではございます。ただ、

４番、５番、６番、これは過年度の部分で、滞納繰り越しのみでございますけれども、こ

こにつきましては、４番の医療給付のほうにつきましては１２４．２％、介護給付のほう
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につきましては１４６％、後期のほうにつきましては１３３％ということで、このところ

の過年度部分が昨年は徴収員のほうも増員ということもございまして、かなりそこのとこ

ろで頑張っていただきまして徴収は伸びたと。今までにない過年度部分の徴収率があった

ということの評価によりまして、今回こういった状況になったということでございます。

以上です。

議 長（近藤 保君） 南雲議員。

〔１５番 南雲吉雄君発言〕

１ ５ 番（南雲吉雄君） 過年度分の納税が増収になったということですけれども、その過年度分に

ついての、先ほども話をいたしましたコンビニ納税の影響で収納を行ったのか、今その点

についてのお答えがなかったので、もう一度聞きたいと思います。

議 長（近藤 保君） 健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） コンビニのほうの関係ですけれども、これも着実に伸びていることは

確かですけれども、多くは徴収員が頑張っていただいたと、収納担当の努力によるものが

ほぼというふうに私は認識しております。

以上です。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４３号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１８ 議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第１８、議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。
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詳細につきましては会計課長をして説明させますので、認定くださいますようお願い申

し上げます。

議 長（近藤 保君） 小池議員。（「ちょっと休憩してください」の声あり）

しばらく休憩します。

午後２時０８分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後２時５０分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

追加日程第１ 議案書資料の追加の承認について

議 長（近藤 保君） 日程１８の途中ですが、ここで議案書資料の追加の承認について、追加日

程第１として審議を行います。

この件について執行部より提案説明をお願いします。

石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件につきましては、総務政策課長より説明をさせます。

議 長（近藤 保君） 総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） お手元に配付いたしました平成２４年度吉岡町一般会計及び特別会計

歳入歳出決算審査意見書において、２ページ目と４ページ目が欠落をしておりましたので、

これを追加をさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 追加する項目は、一般会計の②の歳入部分、それから国民健康保険事

業特別会計並びに農業集落排水事業特別会計でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

議 長（近藤 保君） この件について質疑ございますか、ほかに。

山畑議員。

〔５番 山畑祐男君発言〕

５ 番（山畑祐男君） 今の追加のところですけれども、４の国民健康保険事業会計と５の農業集

落排水ということでお話がありましたけれども、その前段の部分も抜けていると思うので

す。つまり３の公共下水道事業特別会計の後半の部分もそっくり抜けていたわけですから、

これも追加という形になると思うのですけれども、いかがでしょうか。
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議 長（近藤 保君） 総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） そのようにお願いしたいと思います。

議 長（近藤 保君） ほかに質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認めます。

この件について、議案書資料の追加の承認について、このことについて賛成の方の起立

を求めます。

〔賛成者起立〕

議 長（近藤 保君） 起立多数。

よって、議案書資料追加の承認については可決されました。

続きまして、日程第１８、竹内会計課長の説明を求めます。

竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の２３７ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入総額１億３，４９５万６，７４９円、前年対比６９．３％、

５，９６９万４，１５５円の減、歳出総額１億３，４８５万６，７４９円、前年対比６９．

３％、５，９６９万４，１５５円の減、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の１０万円

でございます。

次に、２３８ページ、２３９ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明申し上げます。

１款１項分担金及び負担金、予算現額５５１万円、調定額、収入済み額同額の６０９万

円、前年対比４６４万円の増でございます。これは、開発の増でございます。

２款１項使用料、予算現額２，９０６万８，０００円、調定額２，９７２万４，７４６

円、収入済み額２，９１４万５，００８円、前年対比８０万３，８５４円の増でございま

す。収入未済額５７万９，７３８円、前年対比３万６，１３２円の増でございます。

３款１項繰入金、予算現額１億５６０万１，０００円、調定額、収入済み額同額の９，

８９９万６，４５１円、前年対比１，７１６万４，９８１円の増でございます。

４款１項繰越金、予算現額、調定額、収入済み額同額の１０万円でございます。

５款１項諸収入、予算現額６０万１，０００円、調定額、収入済み額同額の６２万５，

２９０円、主なものは東京電力株式会社からの放射能補償金で、各処理施設の放射能測定

費用でございます。
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歳入合計、予算現額１億４，０８８万円、前年対比６，５３５万６，０００円の減、調

定額１億３，５５３万６，４８７円、前年対比５，９６５万８，０２３円の減、収入済み

額１億３，４９５万６，７４９円、前年対比５，９６９万４，１５５円の減、収入未済額

５７万９，７３８円、前年対比３万６，１３２円の減でございます。歳入減は、炭化施設

脱臭設備改修工事に伴う県補助金、町債の減によるものでございます。

続きまして、２４０ページ、２４１ページをごらんください。

歳出でございますが、１款１項農業集落排水事業費、予算現額６，１２０万９，０００

円、支出済み額５，５２８万６，９２６円、前年対比６，１６２万７，６２８円の減でご

ざいます。主なものとして、炭化施設脱臭設備改修工事の減でございます。

２款１項公債費、予算現額７，９５７万１，０００円、支出済み額７，９５６万９，８

２３円、前年対比１９３万３，４７３円の増でございます。

３款予備費につきましては、予算現額１０万円、支出についてはありませんでした。

歳出合計につきましては、予算現額１億４，０８８万円、前年対比６，５３５万６，０

００円の減、支出済み額１億３，４８５万６，７４９円、前年対比５，９６９万４，１５

５円の減でございます。不用額につきましては６０２万３，２５１円、前年対比５６６万

１，８４５円の減でございます。

以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年

８月９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された農業集落排水事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま、提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

小池議員。
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〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 監査委員さんと担当の課のほうにもお伺いしますけれども、この農集排に

つきまして、監査報告書の中でも、小倉地区の組合数は３４６戸で３８．０％、１３１戸

が接続済みですというのがあります。事業を投資的効果の向上のために未接続者に対して

継続的に加入促進を図り、効果及び効率的な活用をされたいという一くだりがあるのです

けれども、これがずっと続いているわけなのですけれども、どこかでいずれかの、もう少

し力を入れていかないと、この数字はなかなか改善されないんだというふうに思います。

確かに監査委員さんの意見のとおりに事実はそうなのでしょう。しかし、もう一歩踏み込

んだ何かが必要なのではないか。確かに計数的には合っています。しかし、もう少し私の

ほうにはその監査委員さんのほうも、これの改善のために一つ提言をするというのですか

ね、踏み込んだ形での改善策を示されるべきではないかというふうに思いますけれども、

それについての監査委員さんのまずその感想をお伺いします。

それと、担当の課長のほうですけれども、これまでどのような努力をしているのか。そ

して、これがまたなかなか、３８％という接続率なのですけれども、これを向上させるた

めの努力は必要ですけれども、私は何かその妙案というものが考えられるのではないかと

思うのですけれども、決してこのままでいいとは思ってはいないでしょうけれども、もう

少し知恵を絞るべきだというふうに思いますけれども、担当の課長はこのことをどのよう

に考えているか、再度お尋ねをするものであります。

議 長（近藤 保君） 上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） 説明をさせていただきます。

現在、農業集落排水につきましては、小池議員さんご指摘のように、小倉地区が平成２

２年度から供用開始をしまして、今現在、接続率ということで３８％でございます。それ

で、さきに供用開始しました、平成８年に供用開始をした上野田につきましては８２．

４％、それと平成１５年度に供用開始をした北下・南下につきましては８３．３％という

ことで、かなりの接続率の向上を図ってはきてまいりましたけれども、小倉につきまして

はまだ３年ということでございます。かなり地区に入って、また地元の町内の業者等にも

かなり働きかけをしたり、またホームページ、または広報等を通じて接続のお願いをして

いるところでございます。

３８％、これは３月３１日現在でございます。それで、かなりこの接続率につきまして

は、私なりにはそれなりに進んできてくれているのかなという気はしておりますけれども、

まだまだ努力は足りないということも自覚をしております。今後とも引き続き広報、また

ホームページ、また地区に出向きましての説明とか、いろいろ地区にまた戸別に回覧とか
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も含めまして、広報等、十分浸透させながら、接続率の改善を図っていきたいということ

で考えております。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君発言〕

代表監査委員（落合一宏君） 私も監査ということで、ことしからお世話になるわけで、まだ詳しい

中身は存じ上げていないのですが、前からこういうことだったので書かせていただいたの

ですが、これもいろんなやり方の工夫があると思うので、この辺を月別の監査を含めて、

その席でどういう促進の方法があるか、それを推し進めてまいりたいと思います。よろし

くお願いいたします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

小林議員。

〔１２番 小林一喜君発言〕

１ ２ 番（小林一喜君） 施設の管理費の項目なのですけれども、昨年度と比べますと、今年度は、

２４年度は前年度から比べますと、６，１００万円ぐらい減額になっています。炭化施設

の工事をしまして、その後、施設管理費が、噴霧消臭装置ですね、維持管理費が年間１３

０万円ぐらいかかるだろうと言っておりましたけれども、今の現況の報告と、その施設管

理費の噴霧装置、年間１３０万円、この辺のところの説明をお願いしたいと思います。

議 長（近藤 保君） 冨岡上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） まず、炭化施設の改修の終了に伴いまして、平成２４年度につきまし

ては、おおむねそれと同等額が減額ということでございます。

また、施設用の脱臭ということで改修工事をさせていただいたのですけれども、２４年

度決算におきましては１５０万円ということで１年間、２４年度につきましては、その消

臭原液というのがかかってございます。

それで、今現在ですけれども、炭化施設につきましては、さきの委員会でもお話をした

のですけれども、東電の福島原発のその後の放射線量が相変わらず出ているということで、

直近で申しますと、小倉地区がずっと出ております。本年度に入りまして、ことしの１月

からまだ７月３０日現在が最終の放射能の測定をしているわけですけれども、相変わらず

これが稼動した場合には、肥料として使えない値まで上がってしまうと。当然処理をする

ベクレルからはずっと下の数値ですけれども、肥料としての今は適さない数値が出てしま

うということで、今はとめておりますけれども、議員がご指摘の消臭原液につきましては、

昨年度は１５０万円を使用しております。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。
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〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４４号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１９ 議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入

歳出決算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第１９、議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事

業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでござ

います。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の２５５ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入歳出総額同額の１，００３万３，８０８円でございます。

次に、２５６ページ、２５７ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書、歳入について説

明申し上げます。

１款１項貸付事業収入、予算現額１，０３５万２，０００円、調定額１億４，００３万

７４円、収入済み額９９６万２，００８円、前年対比１７７万３，５９８円の増でござい

ます。貸付金元金利子でございます。

２款県支出金１項県補助金、予算現額７万１，０００円、調定額、収入済み額同額の７

万１，０００円、前年対比４８万７，０００円の減でございます。

収入合計、予算現額１，０４２万３，０００円、前年対比７３万８，０００円の増、調

定額１億４，０１０万１，０７４円、前年対比７２８万７，９０３円の減、収入済み額１，
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００３万３，００８円、前年対比５８万６，５８４円の増、収入未済額１億３，００６万

８，０６６円、前年対比７８７万４，４８７円の減でございます。

続きまして、２５８ページ、２５９ページをごらんください。

歳出でございますが、１款総務費１項総務管理費、予算現額１０万２，０００円、支出

済み額８万４，３５９円でございます。

２款１項公債費、予算現額１７５万６，０００円、支出済み額１７５万５，０２４円、

前年対比２８４万１，３２６円の減でございます。

３款予備費につきましては、予算現額１，０００円、支出済み額はありませんでした。

４款１項一般会計繰出金、予算現額８５６万４，０００円、支出済み額８１９万３，６

２５円。一般会計への繰出金でございます。

歳出合計につきましては、予算現額１，０４２万３，０００円、前年対比７３万８，０

００円の増、支出済み額１，００３万３，００８円、前年対比５８万６，５８４円の増で

ございます。

歳入歳出差し引き残額ゼロ円でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成

２５年８月９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いた

します。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特

別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、

計数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元

の資料をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕
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１ ０ 番（小池春雄君） 収入未済が１億３，０００万円あるということなのですけれども、この中

でやはり回収がその後ほぼ何とかなるだろうというのは、この１億３，０００万円の中の

どのぐらいでしょうか。そして、今後においてその焦げつく、回収不能になると思われる

額というものは、大ざっぱでいいのですけれども、恐らく大体こんなふうになるんじゃな

いかなというのがあると思うのですけれども、その辺についての数字をぜひとも示してい

ただきたいというふうに思います。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） 最初に、不納欠損額についての問い合わせだと思いますので、そちら

のほうからお答えさせていただきますが、焦げついた部分の回収と、それからこの貸し付

けの部分は回収不能ではないかという部分の話をさせていただきたいと思いますが、先に

いわゆる回収ができないのではないかという部分に心配している部分でありますが、現在

のところ、資料としましてはこの別添成果報告の５３３ページがその取りまとめの最終的

な部分がこの２４年、いわゆる元金と利子ということで分けて記載させていただいている

部分でありますが、現在のところは平成２５年の中では、この人はもう回収はできない、

いわゆる借り受け人死亡とか、その他の要件もありますが、あるいはその保証人が死亡ま

たは行方不明等のことによって回収が不能というような事案は、今のところどちらかがお

りますので、それはございません。ですが、これから１億幾らというようなことで鋭意努

力しているわけですが、これは主に過年度分につきましての回収が相当困難を来している

ということがありますが、一人一人にこういう借り受け人に対して、または返済していた

だけるであろう推定相続人等に対して、通知を差し上げているところであります。

その中で、回収の相談等をさせていただく中で、相続ができていないとか、そういう案

件がありますので、町としては、貸して、住宅新築資金として貸し付けている部分があり

ますので、基本的には返していただくというような方向で今大変努力しているところであ

ります。

以上であります。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 鋭意努力しているのは、それはわかるんですよ。それはわかります。でも、

収入未済としてこれだけありますけれども、鋭意努力しているから、最後にはまあほとん

どその回収はできるだろうと、ほぼ回収できるだろうというのであれば、私は別に多少お

くれる分には、それはいいと思っていますよ。そうならですよ。でも、どうもそうには私

には見えてこないのですけれども、そうすると、だから実際はどうなのかと。実際は。そ
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れと、いろんなケースもあろうと思いますけれども、今後町がどういうふうにしていくの

かと。回収しますはわかりました。でも、本気で回収できると思っているのかどうか。だ

けど、何か打つ手も考えなきゃならないと思うんですよね。それは恐らくいろんなケース

がありますが、ケース・バイ・ケースだと思うのですけれども、でもまだ見えてこないん

ですよ。でも、何となくこんなふうになるのかなというのでも見えてくると、まだ少し納

得もできるのですけれども、今回もそうですけれども、監査委員さんのほうでも回収金の

整理に特段の努力を望むとともに、対策の確立を切望しますというんですよ。今までと違

う、新たな対策をしなければ、なかなか改善しませんよというふうに言っているんですよ。

もやもやもやって、全くこのオブラートでくるまれて、それが霧の中というのですかね、

見えてこないんですよ。もう少し霧を散らしてもらって、ぼんやりとでも見えてくれば、

私も、ああ、そうかというのがわかるのですけれども、まだ見えてこない。しかし、皆さ

んの中には恐らくその腹づもりというのか、何かそういうものはあるんだと思うんですよ。

その辺が見えてこないのですけれども。ぜひその辺をちょっと、もし私たちが理解できる

ような、額も大きいですからね、考えを示していただきたい。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） お答えさせていただきますが、もうこの方からはお金が取れないだろ

うというケース、あるいは先ほども触れさせていただきましたが、借り受け人、それから

保証人がいれば、これはお金を回収していくというのは基本であります。ですが、その中

で、借り受け人がいなくなって、あるいは保証人がいなくなって、相続が全くできていな

い、または放棄されているというような状況であれば、これは不納回収の金額から落とし

ていくという手はずになっておりますが、その規定の中では、そういう規定の中で該当す

る人はいないということで、先ほどさせていただきました。

もう一つ、具体的にということでありますが、これについては個別案件として相談の中

で弁護士等、相談の中に入れて、過去に、こういう方向でやったらどうでしょうかという

ことでしているケースもございます。ですが、それを全てにおいてやるというわけにもま

いりませんが、個別案件的に対応していかなければならないというふうに考えております。

以上です。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、再度お尋ねしますけれども、その連帯保証人であったり相続人

であったりする人たちが、その話というのは、全て町が話をして、それに関係する人が全

てこのことを承知していると、そしてまた絶えずこうなっていますよという、今申しまし
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た保証人であったり相続人であったりという方は、そのことはいつも町がそういう話をし

て、本人がそういうことを十二分に承知しているというふうに私たちは理解してよろしい

のでしょうか。

それとも、ともするともう保証人であっても、もうそれは古いものだから、保証人が忘

れているケースもあるでしょうし、ああ、そのことの俺が保証人だったかなということも

忘れている方もいるでしょうけれども、そんなことがないように、絶えずそれに関係する

人たちには話はしていると思うのですけれども、だとすればそういう関係人に年に何回ぐ

らいの話をしていますか。

議 長（近藤 保君） 町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） この２５年度になりましても、関係者の方に先ほども話をさせていた

だいたとおり、通知を差し上げていまして、通知を差し上げますと、これはどういうこと

なのかという、関係者になっていることすら自覚していない方もいらっしゃいます。ある

いは保証人になっている方でも、何で私のところに通知が来るのだというようなこともご

ざいました。そのことについては一々説明をさせていただいて対応しているというのが現

状でございます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４５号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２０ 議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について

議 長（近藤 保君） 日程第２０、議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明させていただきます。

議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について提

案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。
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詳細につきましては会計課長より説明させますので、認定くださいますようお願い申し

上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書２７１ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入総額１０億７，５５９万４，８１５円、前年対比１０７．

７％、７，７２６万７３６円の増、支出総額１０億６，３７１万７，５３９円、前年対比

１０８．０％、７，８７５万９，６９７円の増、歳入歳出差し引き額、実質収支同額の１，

１８７万７，２７６円、前年対比８８．８％、１４９万８，９６１円でございます。

次に、２７２ページ、２７３ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明を申し上げます。

１款保険料１項介護保険料、予算現額２億３，９５６万４，０００円、調定額２億４，

３２８万１，６００円、収入済み額２億４，０８８万９，１００円、前年対比５，９６８

万９，４００円の増でございます。この増につきましては、被保険者の増によるものと保

険料改定でございます。不納欠損額３８万６，６００円、前年対比３万２，９００円の減、

収入未済額２００万５，９００円、前年対比１７万５，０００円の増でございます。

２款使用料及び手数料１項手数料、予算現額１万３，０００円、調定額、収入済み額同

額の１万４，１００円でございます。

３款国庫支出金、予算現額２億３，０００万８，０００円、調定額、収入済み額同額の

２億２，５２７万１，４２０円、前年対比７０万７，２１２円の増でございます。１項国

庫負担金、収入済み額１億８，５１９万５，０７４円、前年対比４１５万６，０７４円の

増。これは介護給付費負担金、前年度比４１５万６，０７４円の増でございます。２項国

庫補助金、収入済み額４，００７万６，３４６円、前年対比３４４万８，８６２円の減で

ございます。これは調整交付金、前年対比３９１万７，０００円の減でございます。

４款１項支払基金交付金、予算現額２億９，２８１万４，０００円、調定額、収入済み

額同額の２億９，２８１万２，９１８円、前年対比１，１６６万５，０１８円の増でござ

います。現年度分介護給付費交付金の増でございます。

５款県支出金、予算現額１億５，７２０万１，０００円、調定額、収入済み額同額の１

億５，３５３万９，６６６円、前年対比１，６５２万７，４５０円の増でございます。１

項の県負担金、収入済み額１億４，３３１万９，０４２円、前年対比１，０５１万４，２

９８円の増でございます。給付費負担金の増でございます。２項県補助金、収入済み額１，

０２２万６２４円、前年対比６０１万３，１５２円の増でございます。
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６款財産収入１項財産運用収入、予算現額４万８，０００円、調定額、収入済み額同額

の４万７，６０５円。これは基金利子でございます。

７款繰入金、予算現額１億５，３４９万２，０００円、調定額、収入済み額同額の１億

４，５２２万７，０１１円、前年対比８２２万９，０８６円の減でございます。１項一般

会計繰入金、収入済み額１億４，５２２万７，０１１円、前年対比５４４万８，０８６円

の増。現年度分介護給付費の増でございます。

８款１項繰越金、予算現額１，３３７万６，０００円、調定額、収入済み額同額の１，

３３７万６，２３７円、前年対比６７２万１５２円の減でございます。

９款諸収入、予算現額４４１万８，０００円、調定額、収入済み額同額の４４１万６，

７５８円でございます。１項延滞金加算金及び過料、収入済み額はありませんでした。２

項雑入、収入済み額４４１万６，７５８円、主なものは第三者納付金でございます。

収入合計、予算現額１０億９，０９３万４，０００円、前年対比１０８．４％、８，４

７６万５，０００円の増、調定額１０億７，７９８万７，３１５円、前年対比１０７．７％、

７，７４０万２，８３６円の増、収入済み額１０億７，５５９万４，８１５円、前年対比

１０７．７％、７，７２６万７３６円の増、不納欠損額３８万６，６００円、前年対比９

２．２％、３万２，９００円の減、収入未済額２００万５，９００円、前年対比１０９．

６％、１７万５，０００円の増でございます。

次に、２７４ページ、２７５ページをごらんください。

歳出でございますが、１款総務費、予算現額１，５６６万７，０００円、支出済み額１，

５２８万７，９３７円、前年対比４０７万１３４円の減でございます。１項総務管理費、

支出済み額６１万２，０６６円、前年比３，８０２円の減でございます。これは、一般管

理費の減でございます。２項徴収費、支出済み額５２万７，６８８円、前年対比６７万６，

５１０円の減でございます。３項の介護認定審査会費、支出済み額１，３８９万８，２５

０円、前年対比５４万２９５円の増でございます。４項趣旨普及費、支出済み額２４万９，

９３３円、前年対比１８万３，７１７円の減でございます。

２款保険給付費、予算現額１０億３，１１１万７，０００円、支出済み額１０億１，１

１１万５，４２３円、前年対比７，９０６万５，８１２円の増でございます。１項介護サ

ービス等諸費、支出済み額９億２，９０１万２，８９４円、前年対比７，２３５万７，８

０６円の増でございます。２項介護予防サービス等諸費、支出済み額３，８０９万２，５

５１円、前年対比２１１万１，１０４円の減でございます。３項のその他諸費、支出済み

額１２５万１，３０８円、前年対比４万６，０９３円の増でございます。４項高額介護サ

ービス等費、支出済み額１，３７４万７，２６６円、前年対比１４９万２，１０３円の増

でございます。５項高額医療合算介護サービス等費、支出済み額２１７万４，０４４円、
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前年対比８４万３，０６６円の増でございます。６項特定入所者介護サービス等費、支出

済み額２，６８３万７，３６０円、前年対比２２１万５，６４０円の増でございます。

３款１項財政安定化基金拠出金、予算現額１，０００円、支出済み額はありませんでし

た。

４款地域支援事業費、予算現額２，４０４万７，０００円、支出済み額２，２７７万４，

５２５円、前年対比４９万４，０６３円の減でございます。１項介護予防事業費、支出済

み額３３８万７，５０６円、前年対比１１７万５，７５３円の減でございます。これは、

社会福祉協議会と業者に委託しております。２項包括的支援事業・任意事業費、支出済み

額１，８８８万７，０１９円、前年対比６８万１，６９０円の増でございます。

５款１項基金積立金、予算現額１４３万円、支出済み額１４３万円でございます。

続きまして、６款諸支出金、予算現額１，３６７万２，０００円、支出済み額１，３６

０万９，６５４円、前年対比２８６万２，３１２円の増でございます。国庫受け入れ超過

分の償還金の増でございます。１項償還金及び還付金、支出済み額１，３３７万３，１８

７円、前年対比２７０万６，９４５円。これは国庫受け入れ超過分の償還金の増によるも

のです。２項の繰出金、支出済み額２３万６，４６７円でございます。

７款１項予備費、予算現額５００万円、支出済み額はありませんでした。

歳出合計につきましては、予算現額１０億９，０９３万４，０００円、前年対比８，４

７６万５，０００円の増、支出済み額１０億６，３７１万７，５３９円、前年対比７，８

７５万９，６９７円の増でございます。不用額につきましては２，７２１万６，４６１円、

前年比６００万５，３０３円の増でございます。

歳入歳出差し引き残額１，１８７万７，２７６円、前年対比８８．８％、１４９万８，

９６１円の減でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年８月

９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に
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は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま、提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４６号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２１ 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第２１、議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございま

す。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 竹内会計課長。

〔会計課長 竹内 智君発言〕

会計課長（竹内 智君） 決算書の３０１ページをごらんください。

実質収支に関する調書、歳入総額１億４，３３３万５，６９８円、前年対比１１３．４％、

１，６９３万６，３８０円の増、歳出総額１億３，９８８万５，７０８円、前年対比１１

２．４％、１，５４２万４，７９０円の増でございます。歳入歳出差し引き額、実質収支

同額の３４４万９，９９０円、前年対比１７８．０％、１５１万１，５９０円の増でござ

います。

次に、３０２ページ、３０３ページをごらんください。
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平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書。

歳入について説明申し上げます。

１款１項後期高齢者医療保険料、予算現額１億３３１万８，０００円、調定額１億２８

４万６，８００円、収入済み額１億２４５万８００円、前年対比１，２４４万４，０００

円の増でございます。不納欠損額９万１，８００円、収入未済額３０万４，２００円でご

ざいます。

２款使用料及び手数料１項手数料、予算現額５，０００円、調定額、収入済み額同額の

８００円、前年度１万５，３００円の減です。これは督促手数料でございます。

３款繰入金１項一般会計繰入金、予算現額３，６２１万８，０００円、調定額、収入済

み額３，６００万６，４６５円、前年対比４７５万９，８６０円の増でございます。

４款１項繰越金、収入済み額１９３万８，４００円、前年対比５万２，８００円の減で

ございます。

５款諸収入、予算現額３８４万９，０００円、調定額、収入済み額同額の２９３万９，

２３３円、前年対比１９万９，３８０円の減でございます。１項の延滞金加算金及び過料、

収入額はありませんでした。２項償還金及び還付加算金、収入済み額５万６，０００円、

前年対比６万３，４００円の減。広域連合より還付分でございます。３項預金利子、収入

額はございませんでした。４項受託事業収入、収入済み額２６８万３，２３３円、前年対

比２１万５，９８０円の減、これは受診者の減によるものでございます。連合会からの人

間ドック補助金でございます。５項雑入、収入済み額２０万円、前年対比８万円増でござ

います。

歳入合計、予算現額１億４，５３２万９，０００円、前年対比１１１．４％、１，４９

１万５，０００円の増。調定額１億４，３７３万１，６９８円、前年対比１１２．９％、

１，６４０万３，５８０円の増。収入済み額１億４，３３３万５，６９８円、前年対比１

１３．４％、１，６９３万６，３８０円の増。不納欠損額９万１，８００円、前年対比２

０８．６％、４万７，８００円の増、収入未済額３０万４，２００円、前年対比３４．４％、

５８万６００円の減でございます。

次に、３０４ページ、３０５ページをごらんください。

歳出でございますが、１款総務費、予算現額５１９万３，０００円、支出済み額４１２

万２，９１３円、前年対比５万２５０円の減でございます。１項総務管理費、支出済み額

３８６万７，９３３円、前年対比６万３，７６６円の減でございます。２項徴収費、支出

済み額２５万４，９８０円、前年対比１万３，５１６円の増でございます。

２款１項後期高齢者医療広域連合納付金、予算現額１億３，９６３万４，０００円、収

入済み額１億３，５７０万６，７９５円、前年対比１，５５３万８，４４０円の増でござ
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います。

３款諸支出金、予算現額１０万２，０００円、支出済み額５万６，０００円、前年対比

６万３，４００円の減でございます。１項償還金及び還付加算金、支出済み額５万６，０

００円、これは保険料還付金でございます。２項繰出金、支出済み額はありませんでした。

４款の予備費、支出済み額はございませんでした。

歳出合計につきましては、予算現額１億４，５３２万９，０００円、前年対比１１１．

４％、１，４９１万５，０００円の増、支出済み額１億３，９８８万５，７０８円、前年

対比１１２．４％、１，５４２万４，７９０円の増でございます。不用額につきましては

５４４万３，２９２円、前年対比９１．４％、５０万９，７９０円の減でございます。

歳入歳出差し引き残額３４４万９，９９０円、前年対比１７８．０％、１５１万１，５

９０円の増でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２５

年８月９日、監査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたしま

す。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の

資料をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４７号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２２ 議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金によ
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る処分及び決算認定について

議 長（近藤 保君） 日程第２２、議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利

益剰余金による処分及び決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案申し上げます。

議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金による処分及び決

算認定について提案理由を申し上げます。

水道事業では、水道利用のお客様に対しまして、安全安心で安定した水を供給すること

を第一の使命として事業活動を行っておりますが、平成２４年度決算では、経営活動に伴

う収支であります収益的収入及び支出におきまして１，５７２万９，７５７円の欠損金が

生じた赤字決算でありました。

また、投資的費用であります資本的収入及び支出におきましては、資本的収入額が資本

的支出額に対し不足した額９，００８万９，８５８円につきましては、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額４３７万５，１４９円、過年度分損益勘定留保資金８，５

７１万４，７０９円で補塡させていただきました。

詳細につきましては上下水道課長より説明させますので、ご審議の上、可決及び認定く

ださいますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 冨岡上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

３２２ページ、３２３ページをごらんください。

平成２４年度吉岡町水道事業決算報告書について説明をさせていただきます。

１、収益的収入及び支出について、この項目につきましては、水道の経営活動に伴い発

生しました収入と支出で、全ての支出で消費税を含んだ額でございます。

収入の部、第１款水道事業収益、決算額、右から３列目になります、３億６，３７２万

６，８３０円、対前年度で５９万７，５４６円の減でございました。

内訳のほうを説明させていただきます。

第１項営業収益、決算額３億６，０５８万３，２４０円、対前年度で１２６万５，８４

４円の減でございます。これは水道使用料、新規加入負担金手数料等でございます。この

収益でございます。第２項営業外収益、決算額３１４万３，５９０円、対前年度比で６６

万８，２９８円の増でございます。この項目につきましては、公共下水農集排の検針負担
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金及び東電賠償金等が含まれております。特別利益につきましては、決算額はございませ

ん。以上です。

支出の部、第１款水道事業費用、決算額３億７，４８７万１，７８２円で、対前年度１，

２８７万３，５７１円の減でございます。

内訳について説明をさせていただきます。

第１項営業費用、決算額３億３，１６２万６，０３６円で、対前年度で１，０８１万４，

６７１円の減でございました。これは排水及び給水受水費、減価償却費等が含まれており

ます。第２項営業外収益、決算額４，３２４万５，０４６円で、対前年度で２０５万９，

６００円の減でございました。これにつきましては、支払い利息、企業債の利子の償還金

でございます。第３項特別損失につきましては７００円計上させていただきました。予備

費につきましては、決算額はゼロでございます。

続きまして、３２４ページ、３２５ページの資本的収入及び支出について説明をさせて

いただきます。

この項目につきましては、水道事業の活動が円滑かつ継続的に進めるために行いました

施設の整備拡充等に関する収支報告でございます。

収入の部、第１款資本的収入、決算額１億１，２５６万円でございます。対前年度、比

較しますと９，４０７万円の減でございます。

内訳のほうを説明させていただきます。企業債につきましては、平成２４年度も借り入

れは行いませんでした。第２項出資金４，０００万円、これにつきましては町からの出資

金でございます。老朽管更新工事ということで使わせていただいております。第３項工事

費、これにつきましては、決算額７，２５６万円、対前年度１億４０７万円の減でござい

ますけれども、これは主に高渋バイパス補償工事がほぼ完了ということで、かなりの減額

ということで、工事の減額が主なものでございます。工事費の補償金の減額が主なもので

ございます。

支出の部、第１款資本的支出、決算額２億２６４万９，８５８円、対前年度で比べます

と１億１５９万５，１９６円の減額でございます。内訳のほうでございますけれども、第

１項建設改良費、決算額１億４，３９８万５，０８２円、対前年度で比べますと１億３１

８万２，４１０円の減でございます。これは先ほど収入のところで説明しましたけれども、

高渋バイパス補償工事が完成に近づきまして、かなりの減額工事となっておりました。ま

た、この項目では老朽管布設がえ工事及び消火栓設置工事等を行っております。第２項企

業償還金ということで、これは計画的に返済をしております企業償還金でございます。２

４年につきましては、５，８６６万４，７７６円、対前年度で１５８万７，２１０円の増

でございました。これの資本的収入が支出に対しまして不足する額９，００８万９，８５
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８円につきましては、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額４３７万５，１４９

円及び過年度分損益勘定留保資金８，５７１万４，７０９円で補塡をさせていただいてお

ります。

続きまして、３２６ページと３２７ページをごらんください。

損益計算書につきまして説明をさせていただきます。

この計算書は１年間の経営成績を明らかにするものでございます。その期間で得た全て

の収益、またこれに対する全ての費用をここに記載してございます。経営活動にとってど

れだけ効果があったかということを示す計算書でございます。これにつきましては消費税

抜きの金額でございます。

この計算書は、大きく分けまして、１、営業収益・営業費用と営業外収益・営業外費用、

あと特別損失ということで分かれております。

営業収益は決算額で見ていただきますと、１、２を足して、（１）、（２）を足した３

億４，３４７万６１５円から営業費用、この２の営業費用の合計になりますけれども、３

億２，４８４万２，１９８円を引いた額、一番右に載っていますけれども、営業利益とい

うことで載っています、これにつきましては、１，８６２万８，４１７円の営業収益費用

につきましては黒字となっております。対前年度で９５７万４，８６２円の増でございま

す。それに３番の営業外収益３０１万５，３７１円でございます。これに営業外費用とい

うことで、これは支払い利息、記載が別になっておりますけれども、３，７３７万２，８

４６円、これを差し引いた額で営業外ではマイナス３，４３５万７，４７４円となってお

ります。これは対前年度で比べますと２６２万４，６７６円の減でございます。

その下のほうになります。経常損失と書いてあります。ここがその差し引きをしますと

１，５７２万９，０５７円となります。それに特別損失ということで過年度損益修正損、

これにつきましては、前年度におきました開閉栓の手数料の過誤納がありましたので還付

したということで、７００円が発生しております。これを足しました１，５７２万９，７

５７円、これが当年度の損失、いわゆる赤字決算額となっております。

続きまして、３２８ページ、３２９ページの剰余金計算書について説明をさせていただ

きます。

最初に、資本金について説明をさせていただきます。

資本金につきましては、自己資本金、借入資本金がございます。自己資本金につきまし

ては、一番上の当年度末、一番下ですね、済みません、当年度末残金８億４，５９５万２，

１８２円で、これは対前年度で比べますと４，０００万円、これは町からの出資金でござ

います。これの増でございます。借入資本金につきましては、１５億１０９万５，３５７

円が残で残っておりますけれども、これは対前年度で５，８６６万４，７７６円の減でご
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ざいますけれども、これは企業債の返還による減でございます。

右に移ります。剰余金について説明をさせていただきます。

剰余金の中の、まず剰余金に資本剰余金と利益剰余金がございます。資本剰余金は資本

取引から生じる剰余でありまして、建設または改良のために過去及び現在において外部か

らの資金調達以外の方法によって繰り入れられたものでございます。この中で今年度動い

ておりますのが工事負担金でございます。工事負担金につきましては１０億３，８０７万

２，９９７円ということで、７，０５３万３，３３４円の増でございます。これにつきま

しては、高渋バイパスの補償金、消火栓設置等のものが、また渇水対策から購入負担金と

して入ってございます。資本剰余金の合計としまして１７億７，０９３万５，８０２円、

これは対前年度と比べますと７，０５３万３，３３４円の増額となっております。

次に、その右の利益剰余金について説明をさせていただきます。

利益剰余金というのは、利益処分によって積み立てられました減債積立金、建設改良積

立金及び未処理欠損金ということで区分をされております。減債積立金につきましては、

今年度は動きはございません。前年度に発生をしました２，７９２万８，５９５円という

ことで、前年度の赤字欠損を処理させていただいた結果、建設改良積立金の同年度末残高

というのは３，７０６万５，１７８円ございます。ここから今年度未処理欠損金というこ

とで１，５７２万９，７５７円、今年度の欠損金ですけれども、この処理をここからさせ

ていただきたいということでございます。

これの詳細につきましては、この下の欄に書いてあります欠損金処理計算書（案）で記

載をされております。当年度末の残高の建設改良積立金の欄をごらんください。３，７０

６万５，１７８円、利益剰余金がございました。これに対して今年度生じました欠損金１，

５７２万９，７５７円の処理をさせていただくという案でございます。処理後は２，１３

３万５，４２１円の建設改良積立金、減債積立金と合わせまして、利益剰余金の次年度に

つきましては３，７８０万２，４２１円となるというものでございます。

続きまして、３３０ページ、３３１ページの貸借対照表について説明をさせていただき

たいと思います。

この貸借対照表につきましては、財政状況を明らかにするために、決算時、３月３１日

時点におきまして保有する全ての資産、負債、資本を表示したものでございます。

まず、３３０ページに記載されています資産の部のほうから説明をさせていただきます。

固定資産で有形固定資産で、イからトまでございます。これにつきましては、現在価格

でここに載っておりますけれども、有形固定資産合計ということで３８億４，７１１万８，

３５６円ございます。これは対前年度で比べますと６４５万５，０９４円の減でございま

す。主なものにつきましては、減価償却で配水池、導水管、配水管等の構築物の減でござ
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います。

２の流動資産について説明をさせていただきます。流動資産というのは、現金及び比較

的短期間のうちに回収され、また販売されることによって現金にかえられる資産でござい

ます。現金預金につきましては、３月３１日現在、３億９，３４０万８，８２３円という

ことで、対前年度と比べますと３，３８７万７，８１６円の増となっております。以下、

未収金、貯蔵品、前払い金が記載されておりますけれども、流動資産の合計というのは４

億８，０６９万３，３８４円で、これに固定資産合計３８億４，７１１万８，３５６円を

足した資産合計というのが、４３億２，７８１万１，７４０円、これが３月３１日現在の

資産でございます。

３３１ページの負債の部、また資本の部について説明をさせていただきます。

３の流動負債について説明します。未払い金につきましては６，８０２万２，６４７円、

対前年度で比べますと２，８０９万６８６円の減でございました。

また、（２）の前受金９，２４３万６，３２３円、対前年度で３，０００万円の減でご

ざいます。これは先ほど言いましたように、工事負担金のほうに差しかえてございます。

（３）預り金につきましては、１，１５６万６，６９４円ということで、対前年度と比

べますと１３万７，６７６円の増となっております。負債の合計としまして１７億２０２

万５，９７８円で、対前年度と比べますと５，７９５万３，０１０円の減でございます。

資本の部について説明をさせていただきます。

４の資本金、自己資本金で８億４，５９５万２，１８２円、これは対前年度と比べます

と４，０００万円の増、これは町からの出資金が増となっております。借入資本金１５億

１０９万５，３５７円、これにつきましては対前年度、５，８６６万４，７７６円の減で

すけれども、これも先ほど説明しましたけれども、企業債の償還金の減でございます。資

本合計が２３億４，７０４万７，５３９円。

５の剰余金でございます。剰余金につきましては、利益剰余金とは異なりまして、資本

取引が生じます剰余でありまして、建設または改良のために水道事業で過去及び現在にお

いて資本金調達以外の方法によって繰り入れたものでございます。イからホの一般会計補

助金まででございます。ここで動きがあるのはロの先ほど説明した工事負担金でございま

す。ここで７，０５３万３，３３４円、これは税抜きの金額ですけれども、これがここに

増で記載をされております。総計で１７億７，０９３万５，８０２円が資本剰余金の合計

でございます。利益剰余金につきまして……済みません、ダブって説明しました。括弧の

利益剰余金の減債積立金、建設改良積立金ということで、建設改良積立金、同年度未処理

欠損金ということで、利益剰余金の金額の合計が今現在、３月３１日現在、３，７８０万

２，４２１円ということでございます。資本剰余金合計と利益剰余金の合計を足しました
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金額１８億８，７３８万２２３円、これに資本合計の２３億４，７０４万７，５３９円足

した４１億５，５７８万５，７６２円、これに負債合計を足しまして、負債資本合計が４

３億２，７１１万１，７４０円ということで、対前年度と比べまして２，１８１万４，２

０９円の減の資産となっております。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２４年度吉岡町水道事業会計歳入歳出決算につきまして、平成２５年８月９日、監

査委員、金谷重男さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料、監

査資料、吉監第２０号をごらんください。

以上です。

議 長（近藤 保君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４８号は、産業建設常任委員会に付託します。

本日の日程のうち、以上をもちまして平成２４年度決算認定に関する議題が終了いたし

ました。

落合代表監査委員には、監査報告ご苦労さまでございました。

休憩をします。４０分まで休憩します。

午後４時２５分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後４時４０分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

あと２０分で５時になろうとしています。５時から１時間延長して６時まで続けたいと

思いますが、ご異議ございませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） それでは、６時まで引き続き会議を行います。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２３ 議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

議 長（近藤 保君） 日程第２３、議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）について、提案理由の

説明を申し上げます。

本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億２，２８０万４，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億８，３０９万２，０００円とするも

のであります。

歳入の主なものは、１款町税の調定額の確定により８，１６５万１，０００円の追加、

１０款普通交付税確定により１０億９，７０８万６，０００円になったことにより、９，

７０８万６，０００円を追加、またあわせて２１款町債の臨時財政対策債１，７４０万円

の追加、１５款県支出金２項県補助金１目総務費県補助金、緊急雇用創出基金事業補助金

１，７４９万８，０００円を追加、２目民生費県補助金、群馬県安心こども基金事業（保

育士等処遇改善臨時特例事業）県補助金１，１８５万１，０００円を追加、財政調整基金

繰入金１億６４万６，０００円減額などでございます。また、前年度の実質収支額は５億

２，６６７万８，４７１円となっていることにより、繰越金の４億８，６６７万８，００

０円の追加などでございます。今回の補正で財政調整基金からの繰り入れは、６月補正後

は６億１，４１２万５，０００円でしたが、１億６４万６，０００円を減額し、５億１，

３４７万９，０００円といたします。これにより、平成２５年度９月補正後の財政調整基

金の残高見込み額は２２億９，８２４万１，０００円となります。

次に、歳出ですが、前年度の実質収支額５億２，６６７万８，４７１円の２分の１以上

を財政調整基金へ積み立てるため、積立金を２億４，３３４万円を増額いたしました。ま

た、同額の大きなものとしては、障害者自立支援給付費返納金３，３６６万６，０００円

を追加、群馬県安心こども基金事業（保育士等処遇改善臨時特例事業）県補助金が１，１

８５万２，０００円追加、緊急雇用基金事業委託料１，７４９万８，０００円を追加、道

路維持補修工事１，１９４万８，０００円追加、八幡山グラウンド用地買収費２億１，０
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０５万８，０００円の追加、八幡山グラウンド建物・立木補償費５，６９１万１，０００

円などでございます。減額の大きいものは、ごみ収集委託料２，１２０万３，０００円を

減額、入札差金によるものでございます。

以上、主な補正内容となっておりますので、よろしくお願いをいたします。

詳細につきましては財務課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 小渕財務課長。

〔財務課長 小渕莊作君発言〕

財務課長（小渕莊作君） それでは、議案第４９号、平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

をごらんいただきたいと思います。歳入歳出予算の補正額でございますが、ただいま町長

が提案理由の中で申し上げたとおりでございます。

第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分でございますが、当該区分ごとの金額等によ

るということで、第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。これにつきましては、

２ページから６ページまででございますが、説明につきましては、補正の款項の区分等を

含めて事項別明細書で説明させていただきます。

第２条の地方債の変更につきましては、第２表地方債補正によるということで、７ペー

ジをごらんいただきたいと思います。

臨時財政対策債ですが、限度額３億３，０００万円を１，７４０万円増額し３億４，７

４０万円とするものでございます。普通交付税が決定し臨時財政対策債の発行可能額がで

きたことによるものでございます。

それでは、１１ページをごらんいただきたいと思います。

事項別明細書により説明を申し上げさせていただきます。

まず、歳入でございますが、１款町税１項町民税１目個人でございます。１節現年課税

分５，７０９万５，０００円、１款町税２項固定資産税１目固定資産税１節現年課税分２，

２７１万９，０００円、１款町税３項軽自動車税１目軽自動車税１節現年課税分１８４万

円のそれぞれ追加でございます。これは調定額の確定によるものでございます。

続きまして、９款地方特例交付金１項地方特例交付金１目地方特例交付金１節地方特例

交付金６６４万７，０００円の追加。これは減収補塡交付金でございます。交付決定によ

る追加でございます。

次に、１２ページをごらんいただきたいと思います。

１０款地方交付税１項地方交付税１節の普通交付税９，７０８万６，０００円追加。普

通交付税の決定によるものでございます。

次に、１３ページをごらんいただきたいと思います。
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１５款県支出金２項県補助金１目総務費県補助金１節総務費県補助金、補正額合計が１，

７５２万８，０００円の追加でございます。主なものは、緊急雇用創出基金事業１，７４

９万８，０００円の追加でございます。これは中小企業の企業経営に基づき人材雇用に対

する補助により追加するものでございます。次に、１５款県支出金２項県補助金２目民生

費県補助金６節児童福祉費県補助金ということで１，１８５万１，０００円追加でござい

ます。群馬県安心こども基金事業（保育士等処遇改善臨時特例事業）ということで県補助

金でございます。これは今年度のみの事業ということで、保育園の保育士の給与等の待遇

改善に対する基金事業でございます。次に、１５款県支出金２項県補助金４目農林水産業

費県補助金１節農業振興費県補助金、補正額合計は２２７万１，０００円追加。主なもの

としましては、青年就農給付金２２５万円追加。これは対象者が１名とその配偶者が１名

増加したことによるものでございます。

１４ページをごらんいただきたいと思います。

１８款繰入金２項基金繰入金２目財政調整基金繰入金１節財政調整基金繰入金で１億６

４万６，０００円減額でございます。

１５ページをごらんいただきたいと思います。

１９款繰越金１項繰越金４億８，６６７万８，０００円追加でございます。決算に基づ

き確定したことによるものでございます。

２０款諸収入５項雑入で、雑入の補正額合計は１８８万８，０００円追加でございます。

主なものは、魅力あるコミュニティづくり支援事業助成金ということで１８６万円でござ

います。これは群馬県市町村振興協会より地域づくりに取り組んでいる自治会に対して助

成されるもので、本年は５つの自治会に交付されることになっております。

２１款町債、臨時財政対策債１，７４０万円の追加、これは臨時財政対策債の借入金の

額が確定したことによる追加でございます。

次に、歳出でございますが、人件費、職員手当、共済組合負担金、退職手当組合負担金

は、全款を通して人事異動による増減でございます。

それでは、１６ページをごらんいただきたいと思います。

１款議会費１項議会費については、補正額４３万８，０００円の追加でございます。

次に、２款総務費１項総務管理費、全体の補正額でございますが、１７ページをごらん

いただきたいと思います。補正額２億４，９０６万１，０００円追加でございます。主な

ものは、１目一般管理費１９節負担金補助及び交付金の魅力あるコミュニティ助成事業補

助金１８６万円の追加、９目基金費、財政調整基金２億４，３３４万円については、これ

は平成２４年度実質収支額の確定に伴い２分の１以上を財政調整基金に積み立てるもので

ございます。
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２０ページをごらんいただきたいと思います。

３款民生費１項社会福祉費６目障害者福祉費、補正額３，３６６万６，０００円追加で

ございます。これは障害者給付金の返納金でございます。

２１ページをごらんください。

３款民生費２項児童福祉費３目児童保育費、補正額の合計が２，０４５万９，０００円

追加でございます。１つは１９節群馬県安心こども基金事業（保育士等処遇改善臨時特例

事業）県補助金として１，１８５万２，０００円追加、これは先ほども申しましたけれど

も、今年度のみの事業ということで、保育園の保育士の給与等の待遇改善に対する基金事

業でございます。２つ目が、２３節保育所児童運営費の返納金で８６０万７，０００円の

追加でございます。次に、３款民生費２項児童福祉費５目学童保育事業費で、補正合計額

が４０３万３，０００円追加でございます。主なものは学童保育事業県補助金の返納金で

３１７万３，０００円の追加でございます。

２２ページをごらんください。

４款衛生費２項清掃費２目塵芥処理費、補正額２，１２０万３，０００円の減額でござ

います。これは一般ごみ収集委託料で入札差金でございます。

２３ページをごらんください。

６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、補正額の合計が２５６万８，０００円の

追加でございます。主なものは、１９節の負担金補助及び交付金の青年就農給付金２２５

万円でございます。これは先ほど申しましたように、就農対象者が１名とその配偶者が１

名増加したことによるものでございます。

２４ページをごらんください。

６款農林水産業費１項農業費８目農業集落排水事業費の農業集落排水事業特別会計繰出

金を２５５万９，０００円減額するものでございます。

２５ページをごらんください。

７款商工費１項商工費１目商工総務費１３節の緊急雇用基金事業委託料１，７４９万８，

０００円追加でございます。これは先ほど申しましたけれども、中小企業の企業提案に基

づくところの人材雇用に対する委託事業により追加するものでございます。

２６ページをごらんください。

８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費、補正額合計が１，２６４万２，０００円追

加でございます。主なものといたしましては、１５節の道路維持補修工事として１，１９

４万８，０００円追加でございます。次に、３目道路新設改良費、補正額合計１，２４４

万円追加でございます。主なものといたしましては、１３節の町道改良測量設計委託料と

して６７５万円、１５節の町道改良工事として５００万円の追加でございます。



81

２７ページをごらんください。

８款土木費４項都市計画費２目都市施設費、補正額合計は１４６万３，０００円の追加

でございます。主なものといたしましては、１７節の南下城山防災公園の用地買収費用５

５０万円の減額とし、２２節の同じく南下城山防災公園の補償費５５０万円を追加するこ

とによる組み替えでございます。

３２ページをごらんください。

１０款教育費５項保健体育費１目保健体育総務費、補正額合計２億７，２１２万円の追

加でございます。主なものとしまして、１５節の体育施設補修工事として３５２万５，０

００円、これは明治小学校体育館の放送設備改修、河川敷グラウンドの簡易トイレを簡易

の水洗化トイレへの変更設置工事、また河川敷グラウンドの野球場及び西側外構補修工事

を行うものでございます。次に、１７節の八幡山グラウンドの用地買収費ということで２

億１，００５万８，０００円、また２２節の同じく八幡山グラウンドの建物・立木の補償

費として５，６９１万１，０００円の追加でございます。

３４ページ以降は給与費明細書でございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

南雲議員。

〔１５番 南雲吉雄君発言〕

１ ５ 番（南雲吉雄君） 一つお伺いをいたします。

３２ページですけれども、１０款教育費１目の保健体育総務費の中の１７節の公有財産

購入費、八幡山グラウンド用地買収費の２億１，００５万８，０００円と２２節の補償補

塡及び賠償金の八幡山グラウンド建物・立木補償ということで５，６９１万１，０００円

の金額が計上されておるわけですけれども、去る６月の３日の日に、文教厚生常任委員会

が開かれまして、そのときに計画図の説明を受けました。その後、現地を視察をさせてい

ただきましたけれども、計画図の西側をもう少し広げてほしいという委員会の人たちの意

見が多く出ていたわけですけれども、測量が終了した後、その説明もなく今回補正予算が

計上されておるわけですけれども、その理由をお聞かせ願いたいと思います。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） 測量につきましては、今南雲議員さんがおっしゃいましたよう

に、文教厚生常任委員会で６月３日、計画平面図をお示しをして計画案ということでご説

明を申し上げました。それで、今回の補正につきましては、この案に基づきまして、この
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案に載っている面積ということで予算を計上させていただきました。したがいまして、議

員さんがおっしゃる西側については、この予算には含まれていないということであります。

よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 南雲議員。

〔１５番 南雲吉雄君発言〕

１ ５ 番（南雲吉雄君） １５番南雲ですけれども、昨年の１２月の定例会の一般質問でも、私もこ

の問題は議会から話を受けましたので一般質問をさせていただいたわけですけれども、当

初計画の中で１１町歩ほどいにしえの丘公園構想ということで、平成２年ごろ浮上してお

りましたけれども、たまたま吉岡町でも文化センターの建設、また温泉センターの建設、

その後、吉岡バイパス、上毛大橋の建設等で、大きな出費が出ていた関係上、一時中断を

していた話でありましたけれども、たまたま今回この八幡山グラウンドの拡張計画の話が、

陳情が出ていたときに、この構想をずっと見せていただいたわけですけれども、やはりこ

の中でももう住宅が数多く出てきております。やはり町の中央でもありますし、拡張には

私は反対するということは一切ありませんけれども、できるならば前にも申し上げました

ように、効率的な八幡山運動公園ができればすばらしい施設になるのかなというような考

えもありますし、先輩からもそんな話を早くから聞かされておりましたので、何とか近い

構想に持っていければと思っておりますので、余りに早くの予算をつけるということも大

切かもしれませんけれども、もう少し理由を持った言及はできないのか。また、できれば

検討委員会をつくっていただいて、運動公園のほかにいにしえの丘の構想も前にも話しま

したけれども、そういった総合的な開発を考える必要があるのではないかなというように

思っておりますので、その点についての考えをお聞かせ願いたいと思います。よろしくお

願いをいたします。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） ただいまの南雲議員さんのご質問でございますけれども、確かに平成３年

ころにいにしえの丘公園という構想ができておりまして、大きな構想があるわけでござい

ますけれども、今回は八幡山公園の中の条例でご存じかというふうに思いますけれども、

八幡山公園の多目的の屋外運動場と、そういうふうな位置づけが条例上されておるわけで

ございます。そうしたことで、多目的の運動を屋外運動広場に利用できる範囲というよう

な形で、今回まずどのあたりでできるかなと、そんな形で現地のほうをちょっと構想的に

考えさせていただきました。当然その運動広場、屋外運動場には、当然周りに多少の駐車

スペースも必要だろうということで、そこまでを含めた範囲で一応構想をさせていただい

たものでございまして、この辺が多目的に利用できる広場かなということでやらせていた
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だいておりますので、可能な範囲ということで確保はしていただきました。それで、その

中で大体１．２ヘクタールくらいが駐車場まで含めて可能ではないかなという形で、文教

委員会のほうにも構想図というような形でお示しさせていただきました。

それをもとにして当初予算のほうにも調査費を計上させていただいておりますので、そ

の範囲の中を調査をさせていただきまして、今回用地買収を補正の中にさせていただいて

おるものでございます。具体的には、当然実際に事業を進める上にはどういうふうな形で

整備したらいいのかという、その辺のところは当然いろいろな皆さんのお知恵を拝借しな

がら整備のほうは進めていくという形になろうかというふうに思いますけれども、当年度

につきましては、まずは用地を取得させていただくというような方向で予算を要求させて

いただいて、そんなところでございます。

以上でございます。

議 長（近藤 保君） 南雲議員。

〔１５番 南雲吉雄君発言〕

１ ５ 番（南雲吉雄君） １５番南雲です。

今、教育長からとりあえず必要だけどとっておかれたいというような話ですけれども、

やはり我々がこう見た段階では、もう少し広い構想の中でやっていただければありがたい。

特にここへ来て風水害の事故が多くなっております。吉岡町は風水害の少ない、被害の少

ない地域でありますけれども、やはり今、島根、鳥取方向、また山口方面、また東北方面

が風水害でかなり被害を受けております。異常気象というか、１時間に８０ミリから１０

０ミリ、多いときでは１６０ミリも降るというような際立った雨の降り方をするような状

況でありますので、やはりこういった災害等も考えたときには、今の桃井城址後の防災公

園も確かに地域には大切な防災公園になるかとは思いますけれども、それ以上にこの八幡

山グラウンド周辺の地域は町の中央にもなっておりますので、いろいろの災害の見地から

見ても、十分活用できる領域でもあるというように判断をしておりますので、もう少し広

い目で計画を立てていただければありがたい、そのように思っております。

特に今年度は元気交付金ということで、６月に駒寄小学校の校舎も４教室増築するし、

また、１億３，０００万円ほど桃井の防災公園も用地買収分もあるということで、かなり

資金も多くなっていますので、やはり変に使うんじゃなくて、計画を立てながら進めても

らえればありがたいというように思っております。何とかそういった計画を立ててもらえ

るのかどうか、最終的には町長の考えがあると思うので、また俺かと言われるかもしれな

いけれども、最終的にやはり中央であるだけに、何とか整備をもう少し広げて考えていた

だければありがたいというように思っておりますけれども、いかがですか。お願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。
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〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 南雲さんのほうの答弁をさせていただきますが、先ほど教育委員会の局長

が、そして教育長が述べたとおりなのですけれども、いわゆる体育協会、学校など、そし

てまた自治会などから陳情が出てまいりました。まず、ことし手がけるのは１．２ヘクタ

ールだという形の中から、陳情の項目に応えてことしやろうという計画は立てたわけでご

ざいます。今議員が言われるように、当初いにしえの丘公園ということで、いわゆる古墳

のほうから西の道まで大きな計画が立っておったのですけれども、ここに来てようやく古

墳の整備ができた。そして、またこの１．２ヘクタールですけれども、これもある程度で

きる方向に向いているということになりますと、今言った、議員がおっしゃるとおり、徐々

にそういった当初計画したものが実現できるのではないかなというようにも思っておりま

す。これもいわゆる２億何千万というお金をかけてやるものでございまして、このほか多

くのことをやるということになりますと、ことしではできないということになれば、いわ

ゆる議員がおっしゃるとおり、長い目で計画を立てて物事を進めていくのがいいのかなと

いうように思っております。そういったことの中におきまして、今回１．２ヘクタールを

まず買って進んでおいて、それからまた皆様方とよく相談しながら、どういったものがで

きるか、必要かということで判断をしていきたいというようには思っております。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） ２番金谷です。非常に素早い動きで、昨年陳情が出て２億円の補正予算と

いうことで、私も感心をしておりますが、ただその構想の中で、野球をやってサッカーを

やって３００メートルのトラックを、それは一遍に動けば確かに駐車場もたくさん必要で

すけれども、これが並行しているんですよね。だから、野球とサッカーと陸上が、３つが

一緒に動けば確かに駐車場もたくさん必要なのだけれども、どっちか１つという線を引き

ながらやるということだとすると、今までと全く同じような使い方になるかなというよう

に私は思います。そういう中で、たくさんの駐車場も必要になってくるということで図面

が引かれているわけですけれども、私はこういうふうなつくり方でいいのかなというよう

に思うんですね。

２億円という補正予算で一気にということですが、どんなものを本当に形として残すの

か。それから、いつごろそういう完成した形で見えてくるのか。それから、幾らぐらい上

限としてかかるのか。そういったところの計画がしっかり出された中で用地取得とか、そ

ういったことが必要かなと。

南雲議員のほうからも話がありましたけれども、かかわっている人たちや、あるいはそ
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こを利用している中学生や、そういった方々のご意見を聞く中で、一番最初にＰＴＡの方々

が中学校のグラウンドが狭いと。何とか八幡山グラウンドを拡張してやってくれといった

その趣旨を酌み取るということになると、今のようなやり方でいくと、線が３つダブって

引かれているということになると、一遍に３つの競技ができれば、確かに駐車場もたくさ

ん必要ですけれども、交互に使っていくということになると、少し広げたぐらいでは、こ

れはもうどうしようもないなというので、２億円というお金は、確かに今土地を買ってお

かなければ地主さんが売っちゃうかなというようなことで焦りもあるのだかもしれないの

ですけれども、やはりその辺の最初に請願のなされた趣旨をしっかりと理解する中で、中

学もこれから多くなってきて、また校舎が建て増しになってくることもあるかもしれませ

んし、今野球とソフトが一緒に、その間を陸上がグラウンドで走っているという状況、そ

の辺の考えを何とか形をしっかりとしたものにしてもらうためにも、しっかりとした計画

を立てる意味では、南雲議員が言われたような検討委員会みたいなものを開く中で、しっ

かりとその図面を引いて拡張計画というものが実現していくための買収計画といったもの

があってしかるべきと思うのですけれども、いかがでしょうか。事務局長、今の図面でい

くと、３つの競技が一緒にできるかどうか、いかがでしょう。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） ６月３日にお示しした図面ですと、それぞれ公式な試合ができ

る野球場とサッカー場がレイアウトされています。その中で、先ほど最初に駐車場のお話

がありましたが、公式な試合ということになりますと、例えば大型バスが入れるような形

にするとか、そういった部分も考えられるかなと、ある程度広い駐車場が必要だなという

ふうに考えております。

それで、公式な試合、野球とサッカーをそれぞれ公式な試合を２つ同時にできるかとい

うと、ちょっと重なっている部分があるのでできないのですが、練習程度でしたら両方一

遍にできますし、あるいはどっちか一方で公式試合をして、その傍らで練習ができるとい

うような広さは備えております。

そういったことで、先ほど中学生のというお話ですけれども、多目的に使えるグラウン

ドということで、部活動等に非常に合致しているというふうに思っております。例えばこ

れを１つの競技だけにしてしまうということになると、逆に中学生なんかはもう使いづら

くなってしまうんじゃないかなというふうに考えております。そういったことでご理解を

いただけたらと思います。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕
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２ 番（金谷重男君） 今、一緒にはできないということなんですよね。一緒にはできないんです

よね。その公式な試合は一緒にはできないということなんですよ。となると、見ている人

たちだとか、そこに参加する人たちは駐車場は今と同じで、それで十分なんですよね。今

のグラウンドでサッカーも野球も一緒にはできないんですよね。だから、野球をやってい

るときはサッカーはできないしということなのだけれども、今の話だと、野球の試合をや

っていればサッカーの練習は少しはできるということですよね。サッカーの練習が少しで

きるということなんですね。ですから、中学校の生徒たちは今、サッカーの子たちがあそ

こで練習していて、平日ね、土曜日、日曜日は出ています。

ですから、要するに一緒にできれば確かにグラウンドは駐車場とかたくさん必要になっ

てきますけれども、今のその計画の中でダブっているという部分があると、これは今とそ

れほど変わらないかなというふうな気もします。野球をやっていたらサッカーの連中はま

た違うところに行くということになりますから、どっちかでもいいので、やはりその意見

を集約するときに、事務局のほうで頭に考えているものと、利用する側の人たちが考えて

いることは違うかもしれません。そういうことを集約する中で、しっかりとしたものをそ

ろそろ吉岡もつくらなきゃいけないと。榛東のほうはプロのサッカーの方も練習に来てい

るし、土曜、日曜日なんか見ていますと、小学生から高校生、大学生までいろんな方が来

ているのを見ますよ。それから、同じようなのだけれども、東村、佐波東では、もうサッ

カー、野球場はしっかりしたものができているんですね。

だから、そんなものは幾つもできないと思うのだけれども、町民の要望って何なのかと

いうことをまず聞く、そして図面を描く、そして全体の構想を練りながら買収するという

のが、私は筋だと思うのですけれども、一気にこれを、これありきで土地は買うのだとい

うことも大切かもしれませんけれども、その辺、使う側とか利用する側のご意見を聞く中

で、そういうものの構想を練っていくというような考えはないですかね、教育委員会のほ

うでは。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） ただいまの金谷議員さんのご質問でございますけれども、ここの今の八幡

山が設置されているという公共の施設については、それぞれ目的を持って設置をされてお

るわけでございまして、この八幡山の今、通常グラウンドと言われておりますけれども、

ここは多目的、先ほど申し上げましたように、多目的の屋外運動場というような位置づけ

になっておるものでございまして、例えば野球の専用、サッカー専用のグラウンドをつく

る、が設置されていると、そういうものではございませんので、ここでいろんな形で利用

できる、例えばイベントもここでも利用できる、そういうふうな形で教育委員会のほうは
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整備できたらいいのかな、そんな構想で前にも文教委員さんにも示させていただいており

ましたけれども、大きな広い広場をつくっていろんな形で利用できると、そういうふうな

目的にできればいいのかなと。たまたま学校の近くでございますので、子供たちも中学校

のグラウンドも十分広さがあるわけではございませんので、学校施設ではないのですけれ

ども、そこを利用して例えば部活なんかも活用できると、そういうふうに利用できればい

いのかななんて、そんな構想で考えておるわけでございます。

したがいまして、野球場をつくるとか、サッカー場をつくるとかと、そういうことじゃ

なくて、とにかく広いところを整備をして、いろいろな形で利用できたらいいのかなとい

う構想でおります。ですから、自治会、例えば町の何かイベントもそこでできればいいか

ななんて、今役場の周りでいろんなことをやっておりますけれども、できればそういうと

ころを利用してやることも可能ではないかななんて、そんなことも含めて考えております。

それで、先ほども申し上げましたように、前にいにしえの丘公園という大きな構想があ

りました。南のほうに既に古墳公園というような形で買収もしております。それで、また

今の多目的広場がありますからここも広げていく、将来的にはその一体を整備できていれ

ばいいのかななんて、ある程度そういうふうな形でもう一度整備をし直すということも一

つの方法かというふうに思いますけれども、今のところはそのような形でできるだけ広い

ところを確保して、いろんな形で利用できればいいのかな、そんな目的でそんな構想を持

って教育委員会のほうは整備できればいいのかななんて、そんな考え方でおります。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） ２番金谷です。いろんな考え方があるのだろうけれども、河川敷のグラウ

ンドなんかは非常にソフトボールが４カ所も５カ所もできて、ああいうのがあるというの

は吉岡の本当に得意なところですよね。この間も子供の野球場をつくってもらったのだけ

れども、どうしても小さ過ぎて試合ができないということで、やはり八幡山に子供たちの

試合とか戻ってきてしまっているという実態もあるんですね。そういう中で、各競技団体

の方々も結構譲り合うというか、そういう気持ちがあると思うんですよ。例えばあそこが

人工芝のサッカー場ができて、１００メートルのトラックが６コースもできれば、それな

ら野球はしようがないなという人もいるかもしれないし、あるいは中学校のグラウンドを

考えたら、テニス部がどこかに上がってくれれば、ソフトがそこに来れば、十分グラウン

ドの中で２００メートルのトラックができて運動会ができるというような考えもあるかも

しれないし、そういう利用者の考えをしっかりと、何というか、集約する中で計画を練り

直すということが大事かなと思って、私は多目的というか、一つちゃんとしたものを何で

もいいからつくってもらいたいなと思うんですね。
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そういう中で、いろんな意見がどこで集約させたらいいのかなということを考えている

うちに、買収計画なんかもあるし、この面積を利用するには、中学校のソフトテニスをや

っているところを少し持ってくれば、これは一つ南側に持ってくれば、駐車場もちょうど

必要かなというような、それはできると思うのですけれども、何か町民に一つはちゃんと

したものが吉岡にはあるぜというのが見せてやりたいなあと思うし、皆さんのご意見を聞

く中で計画を練れないですかね。もう１回聞きたいのですけれども。教育長さん、どうで

すか。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） ただいまのご質問でございますけれども、当然これから整備に当たっては

皆さんのご意見を伺いながら整備をするという形になるかというふうに思いますけれど

も、考え方としますと、先ほど申し上げましたように、何か決められたスポーツの専用の

グラウンドをつくるという考え方は、ちょっとどうかなというふうな考え方を持っており

ます。例えば野球専用のグラウンドにする、サッカー専用のグラウンドにする、陸上専用

のグラウンドにするということになると、もうそういった種目の人たちが利用することで

ある程度制限されてしまうという部分があるかというふうに思いますので、できるだけい

ろんな形で利用できるというのがいいのではないかななんていうふうな考えでおります。

そういうことで、これから整備に当たっては、各種団体の方々とも当然ご意見を伺いな

がら整備を進めるということになるかというふうに思いますけれども、それも単年度で多

分整備できるという形にはならないかというふうに思います。大きな公園で都市公園的な

ものであれ、補助事業的なもの、補助等がいただけるようであれば、そういった形で補助

事業で都市公園として整備していくという形もとれるかというふうに思いますけれども、

今のところ町長の考え方とすれば、単独で少しずつでも整備をして、できるだけいろんな

形で利用できる方法がいいだろうというような発想でおりますので、先ほど申し上げまし

たように、くどいようですけれども、学校の施設では当然ないわけでございます。公園で

ございますから、そこも当然学校近くですから子供たちも利用できる、できるだけ平日利

用できるということになれば利用度も上がるわけですから、そういうふうな形で利用して

いただくのはよいことではないかというふうに思いますけれども、いろんな形で利用でき

るという形で整備するのがいいのではないかなと、そんな考え方を持っているところでご

ざいます。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

岩﨑議員。

〔３番 岩﨑信幸君発言〕
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３ 番（岩﨑信幸君） 同じくまた八幡山グラウンド整備でございますが、南雲議員も金谷議員も

言われたとおりで、私もその意見に賛同でございます。６月の一般質問でもその形に関し

ましては、ある程度個別に生涯スポーツとして、また総合運動公園としてある程度の整備

が行われたと思っております。実際問題として、体育をこれから目指すものといたしまし

ては、ある程度のスペースがやはり必要ではないかと思うわけでございます。６月の一般

質問の中でも野球、スポーツ少年の野球団とサッカー団が本当に間仕切ってスポーツを、

運動をしているようでは、やはり私も困ると思うわけでございます。そうなりますと、あ

る程度の総合運動公園という立場から、また今言ったとおり、生涯スポーツという立場を

とりますと、ある程度やはり広いスペースが必要ではないかと思うわけでございます。

それに対しまして、６月の一般質問の中では、体育協会及びスポーツ少年団、中学校、

自治会等の方々によって協議会を立ち上げたらどうかということを申しましたが、これか

ら検討するということですが、私としては、その協議会はしっかりとつくって、これから

の構想を望むわけでございます。そこら辺の執行委員会というものがうまくできるようで

したらと思うわけでございますけれども、そこら辺を質問させていただきます。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） ただいまの岩﨑議員さんのご質問でございますけれども、総合公園として

整備をするということは、多分地形的には相当無理な場所ではないかというふうに思って

おります。というのは、古墳ですとか、送電線だとか、いろいろ制限を受ける部分があり

ますから、総合公園ということになりますと、例えば野球場をつくる、サッカー場もつく

るという、そういうふうな、いろんなスポーツを組み合わせたところという考え方で、総

合運動場という形になるかと思いますけれども、あの場所に野球場をつくる、陸上競技場

をつくる、サッカー場をつくる、これは地形的に相当制約がありますので、それはほとん

ど不可能ではないかなと。もしそういうふうな形で整備をするとすれば、別の場所にもう

ちょっとその制限を受けない場所にそういうものを設置しなければならないのではないか

なというふうに考えております。

あくまでも今利用できる、要するに制限を受けない利用できるところを整地してやると

いうことになると、今私たちが構想しているそういった部分しか、ちょっと無理ではない

かなというような考え方でおりますので、当然皆さんからご意見を伺いながら、いろんな、

これから整備をするという形になるかというふうに思いますけれども、総合運動公園とし

て整備するということは、地形的には相当いろんな制限を受けます。古墳ですとか、送電

線だとか、周辺にもう相当住宅がありますから、そこを総合公園にするということは、総

合運動場とすることは、もうほぼ不可能ではないかなというふうに考えております。例え
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ば野球場だけつくる、サッカー場だけつくる、陸上競技場だけつくると、こういうことに

なれば、場合によっては可能かもしれませんけれども、そうではなくてもうちょっといろ

んな形で利用できれば、いろんな広場にしていろんな種目、イベントもできる、そんな形

に整備できたらいいのかななんて、そんな考え方でおるというところでございます。

議 長（近藤 保君） 岩﨑議員。

〔３番 岩﨑信幸君発言〕

３ 番（岩﨑信幸君） 一番最初の、協議会というものを発足させる予定はございますか。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） 今のグラウンドの部分を整地するというようなことで考えておりますので、

特に協議会をつくっていろいろ皆さんに協議していただくという、そこまでのところは今

までのところは考えておりませんでした。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 幾つかお伺いします。

大変グラウンドの活用度はあると思います。確かにいい場所で、中学生も使える、多目

的に使える、グラウンド整備ではなるのだと思います。ただし、このグラウンドの整備の

費用、今期でどのくらい見込んでいるかということと、あと完成はいつごろを予定してい

るかの点、それから八幡山公園は現在は土地の借地があると思うのです。毎年１８９万円

払っていると思う。それも一緒に今回購入予定に入っているのかどうか、それはまた別で

あるかどうか、この３点についてお伺いしたいと思います。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） まず、どのくらいの費用がかかるかということにつきましては、

非常にまだ不明確な部分があります。というのは、老人センター側にまずは擁壁をつくら

なければ広がらないという現実的な問題がありまして、それには相当な高い擁壁を設置し

ないと、今の面と平にならないというような状況があります。その擁壁の費用だけでもか

なりの額になろうかと思っております。

また、逆の西側のほうですが、道路で、今ある既設の道路を西側に振って、そしてまた

今ある文化財の事務所を移設させたり、あるいはこれだけの広さになると、トイレも今は

テニスコートとの間に２個あるだけなのですけれども、やはりトイレも２カ所程度は必要

なんじゃないかと。あとは、文化財のところに１個あるのですが、そういった分も含めて

幾つかのトイレを設置しなければならないのではないかということで、いろいろ現段階で、
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これは単独事業なので、補助事業ならいろいろ一気にということもあるのですが、単独事

業ということもありまして、そういう不確定な部分がありますが、今後詰めていきたいと

いうふうに考えております。

それで、それについては今、用地測量等業務委託をしておりますので、それの高低差と

か、そういった部分が測量の結果出てくるかと思いますので、その結果を見ながら進めて

いきたいと思っております。（「完成はいつ」の声あり）

それで、そういう不確定な部分がありますので、そしてまた単独事業ということもあり

ますので、具体的に何年ということはまだちょっと申し上げられない状況であります。

（「あと借地料」の声あり）

この交渉している中で、もう既に売りたくないという方もいらっしゃいまして、今お借

りしている方もいらっしゃるのですけれども、引き続き賃貸借でなんていうご意見もあっ

たりしていまして、今のところそういったご要望がありますので、そういったものを考慮

しながら進めていきたいと思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 借地の場合は、まだそういう現在借りているやつはそのままというような

理解でよろしいでしょうか。それと、単独事業ということなのですけれども、それだけの

公園をつくる場合、国なり県からの補助、こういうものを何らかの方法、とれる方法は現

在考えているのでしょうか。補助金なりその辺ですね。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） 今のところ、財源確保ということで今後研究、検討していかな

くてはとは考えておりますが、今の段階では補助事業というものが、合致するものがこの

段階ではないということで、単独事業ということで進めていきたいと思っております。

以上です。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） まず、１点目でありますけれども、２７ページの８款４項２目の都市計画

費の中で、今皆さんの議論がありました、これまでもありましたけれども、１７節、２２

節の中で、１７節で公有財産の購入費の中で、用地購入費、南下城山公園ということであ

りましたけれども、これを２２節にして補償補塡及び賠償金という中で、その補償費だと

いうことに目的を変えましたよね。これは、そもそもその場所はどこであったのか。そし

て、これでは５５０万円を減額補償して、それで補償費に５５０万円を新たにつけかえた
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ということなのですけれども、ここは説明がなかったんですよね。ここにしましたという

のはあったのですけれども、これはちょっと見えてこない。だから、これは５５０万円を、

当初はどこを買おうとしたけれども、それが買わなくなって、それでどうして今度はその

補償費になったのか。何の補償なのか。ちょっとその辺が理解できないので、そこは改め

て説明を願いたいと思います。

それから、もう１点でありますけれども、これが今議論になっておりました１０款教育

費の中の１目、５項１目の中の１７節の公有財産の購入費というふうにありましたけれど

も、これが２億１，０００万円ということなのですけれども、これの土地の面積がどれだ

けになるのか、そしてこの不動産鑑定価格はどのくらいであったのか。だから、土地の面

積ですね、それからその不動産鑑定価格、そして坪単価、これが幾らになるか。答弁漏れ

がないようにお願いしますね。

それから、２２節の補償補塡及び賠償金ということで、この中では八幡山グラウンドの

建物と立木補償ということで５，６９１万１，０００円は細かくなっていますけれども、

これでは建物の、建物というのはどれを指すのか。それで、どのぐらいのどういう建物で

あって、どのぐらいの面積があるのか。その補償となるその根拠は何なのか。それから、

立木補償があります。これはどういう種類の木が何本あるのか。その単価はどういう単価

なのか。これも見えてきません。しかし、５，６９１万１，０００円という半端も出てい

るから、相当細かな積み立て計算の上に立っているのだというふうに思いますけれども、

これもわかる説明、理解できる説明をぜひともしていただきたいというふうに思います。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、小池議員さんのまず第１問目でございますが、この４項２

節の都市施設費の１７節と２２節の詳しい説明ということでございますので、答弁させて

いただきます。

当初、城山防災公園の土地購入費ということで１億３，０００万円を計上させていただ

いたところであります。そして、今年度、買収予定地内に補償物件がその中に存在してい

る土地がございました。今回土地購入にあわせて、物件補償もあわせてするということで、

今回のこの予算の組み替えとなったわけでございます。そして、今年度、城山防災公園に

予定しております１億３，０００万円という事業費は変わりません。

そして、この補償の内容でございますが、立竹木、そしてあとは工作物でございます。

対象者が２名ということであります。

あとは、買収を予定している土地の面積でございますが、当初では１億３，０００万円

要求させていただいた中で、１万７，８７９平米を予定しておりました。今回、先ほどの
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繰り返しになりますが、用地を買収予定していた土地の上に補償物件があったと。その中

で、あわせてこの土地の購入と物件補償をあわせてやっているという対象者が２人いたと

いうことでありますが、若干土地のほうが減りまして、１万７，３０４平米と約５７０平

米ですか、若干購入予定面積が減っております。

以上です。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） まず、この土地の面積ですが、トータルで１万２，７０９．１

７平米です。全筆で２３筆で、１１人の地権者がいらっしゃいました。この単価につきま

しては、場所によりまして価格が違っております。畑だとか、送電線の下の畑だとか、あ

るいは雑種地といったところで単価が違ってきますが、平均するとこの２億１，０００万

円、２億１，００５万８，０００円で、１万２，７０９．１７平米ということで、平均し

ますと平米当たり１万６，５２８円というようなことになっております。

それから、補償の関係ですが、補償算定のほうをしているわけですけれども、その中で

建物というのは豚舎がございまして、ほとんどが豚舎の関係で占められておりまして、立

竹木あるいは工作物というのは非常に少ない額になっております。ほとんど畑なのですけ

れども、中には果樹をつくっている方がいらっしゃいまして、そういった方への補償とい

うことで、この５，６００万円のうちほとんどが豚舎の補償というような形になっており

ます。

以上です。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 最初のほうの都市計画施設費の中の１７、２２節ですけれども、説明の中

でわかりにくかったのですけれども、この中の補償費、もう少しはっきり細かく、ちょっ

と聞いていてもわかりにくいんですよ。何がどれだけどこにあるのだか見えてこない。５

００万とか５５０万円の金を出すのですから、もう少し、ああ、なるほどこういうものか

と理解できる説明をぜひ願いたい。

それから、３２ページの保健体育総務費の中の今ありました、その八幡山グラウンドの

件ですけれども、私はこれは当然のことながら土地を購入しますから、その不動産鑑定っ

てしますよね。不動産のその鑑定価格がどうかと。それと、建物とその立木補償だと。こ

れも５，６００万円という多額な金を使うんですよ。それをあんまりアバウトなものじゃ

なくて、予算の決め方として、要するにこれは最大限の上限を議会で議決しているわけで

すから、これからその２，０００万円下がるか、３，０００万円下がるのか、下がらない
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でこのままそっくりいっちゃうかわかりませんけれども、そういうその努力はするかと思

うのですけれども、少なくとも物を買うのですから、物のその補償をするのですから、そ

れの根拠になるものが必ずあるわけなんですよね。だから、ぜひとも筆数も分かれている

ようです、何筆もあるようですけれども、これ今すぐに出せなければ、後ほどで結構です

から、後でいいですから、これが、ああ、なるほどこういうものかというものが不動産、

これは今何筆って言いましたかね、何筆かあって、それがどういうところで、何筆あって、

それで鑑定価格が幾らで、その町が買おうとしている価格が幾らなのかというのと、当然

同じことの八幡山グラウンドのところの建物と立木補償というふうにありますけれども、

これが豚舎なら豚舎でもいいんですよ。だから、豚舎だったら、それがどのぐらいの面積

があって、補償でこのぐらい考えていると。また、その立木というのはこういう木があっ

て、その何はこのくらいで、どれはここの雑木がこのくらい見ているんだという基礎とな

る数字はぜひ示していただきたいというふうに思います。

栗田課長のほうも一度でなかなかその説明が難しければ、後でも結構ですから、こうい

うものですというものをぜひ示していただきたい。両方とも示しますよという確認だけと

れれば、後の答えは結構ですから。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） なかなか言葉ではちょっと言いあらわしにくい面もございますので、

また説明をさせていただきたいと思います。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） 私のほうは栗田課長と同様に対応させていただきたいと思いま

す。

議 長（近藤 保君） それでは、質疑。

平形議員。

〔４番 平形 薫君発言〕

４ 番（平形 薫君） 先ほど事業総額というのですかね、はっきりしないと。完成時期も定かで

はないというような回答があったのですけれども、ここに補正予算で上がっているだけで

も、補償と用地買収だけで２億６，７００万円ですか、なっているわけなんですね。比較

論の話になっちゃうのですけれども、南下の城山防災公園というのが、数字でおおむね７

億とか７億数千万とか書かれてあるのを見たことがあるのです。これは防衛の補助事業で

すから、補助費がもう来ますから、それを差っ引いても、大体４割方は一般財源から賄わ

れるというふうになると思うんですよ。そうすると仮に４０％、ざくっと見積もって４割
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としても、四七、二十八、３億弱ということになるわけですよね。これを今言ったように、

単独の事業で補助事業でない可能性が高いということなので、そうするというと、城山防

災公園と同じ金額で要するに町の負担として、そういうものをつくろうと今しているわけ

なんですよ。そうするというと、現時点でこれから協議会をつくってくれとかなんかいろ

いろ話がありましたけれども、そういう話を抜きに、今単純に考えて概略の総額が幾らぐ

らいなんだ、あるいはいつごろまでにできるんだという、その確定じゃなくて、希望でも

目標でもいいのですけれども、そういったものが全然ないでこの計画で用地買収費１．２

ヘクタールが出てくる自体が私は大変おかしいんじゃないかなと思うのですけれども、こ

の総額と完成時期をある程度持っていると思うんですよ。現時点で結構ですから教えてい

ただけませんか。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） ただいまのご質問でございますけれども、まず今八幡山のグラウンドがで

きておるわけでございます。これを利用をとめずにできないかというような考え方も持っ

ております。それで、先ほどちょっと局長からも話がありましたけれども、できるだけ町

で使える部分があれば、町の土地を使いたいということがございますので、東側に老人セ

ンターがあります。老人センターから北のほうも町の土地がありますので、そこが大分の

りがしょっておりますので、そこを壁で、かたいもので押さえれば利用する面積も広くで

きるだろうと。そんなことも考えながらやっていくと。ですから、利用しながら、利用を

とめずにできないかなと、そんなことも考えております。ですから、完成についてはいつ

完成かということじゃなくて、もうぼちぼちやりながら、単独ですからそんな方法でやっ

ていけたらいいのかなと。

ですから、予算の範囲ということになるかというふうに思いますけれども、まずベース、

高さをどういうふうにするかということから始まるわけですから、今のグラウンドの高さ

を利用しながらということになると、今のグラウンドの高さをそのまま南のほうに持って

いって整地をしたいと。当然そのつくり方なのですけれども、要するにグラウンド面をど

ういうふうにするかによってお金のかけ方が相当違ってきます。ですから、砂をどういう

ふうに入れかえるか、どこまで入れかえるか、そういうことも当然違ってきますので、先

ほどもちょっと申し上げましたように、利用方法、どういうふうに利用していくかという

こともありますので、先ほども協議会まではという考え方はなかったのですけれども、利

用されるいろんな方々に入っていただいて、どういうふうに整備していったらいいだろう

という、そういうのはぜひいろんな知恵を出していただくのがいいのではないかななんて、

そんな考え方を持っております。ですから、当然今の夜間照明なんかもどうしていくのだ
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とか、そういうことも当然いろんな形でいろんな意見を出していただくことによって、ま

た費用のほうも違ってくるのではないかなと。ですから、ちょっと今つかみにくいと。

申しわけないのですけれども、そういった部分がございますので、総事業費につきまし

ては、今のところはもうちょっと先のほうまでご容赦願えればというふうに思っておりま

す。

以上です。

議 長（近藤 保君） 平形議員。

〔４番 平形 薫君発言〕

４ 番（平形 薫君） わかりましたけれども、これは定例会でこういうことが議論されていると

なると、当然のことながら９月定例会でこういうことが話されました。八幡山グラウンド

の用地買収の予算がつきましたよという話は、町民のほうに流れると思うんですよね。そ

うするというと、皆さん、これを利用する、要するに注目を浴びるわけですね。南下防災

公園もあるかもしれませんけれども、こちらのほうは非常に使いやすい、みんな使いたが

るということで、注目を浴びる。そういう議論の中で、やはりある程度の完成時期、例え

ば二、三年先だとか、費用についてもやはり何億から何億ぐらいかかるんじゃないかと、

今そこは精査しているところだよという言い方でもいいのですけれども、できるだけ早く

町民にそういうことがわかるような情報を、精査は要らないですよ。精査は要らないです

けれども、おおむね予算ぐらいはなるべく早く議会のほうに言っていただかないと、私た

ちの後ろにも町民がいるわけなので、その説明ができないということで、それはぜひお願

いしたいなというふうに思うんですよ。なるべく早くやっていただけるということでお願

いしたいのですけれども、いかがですか。

議 長（近藤 保君） 教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） そうしましたら、今、先ほども申し上げました測量のほうも出

しておりますので、なるべく早目にそれぞれ精査してまいりたいと思います。またご報告

したいと思いますので、よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４９号は、総務常任委員会に付託します。

ただいま６時になろうとしております。会議を６時から、議案の件数も１０件ほど残っ

ております。６時から８時まで延長して続けたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕
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議 長（近藤 保君） ８時まで延長し、引き続き会議を行います。

ここで、１０分間休憩します。

午後５時５６分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後６時０６分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２４ 議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号）

議 長（近藤 保君） 日程第２４、議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案申し上げます。

議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）の提案理

由の説明を申し上げます。

この補正につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７万５，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９０１万７，０００円とするもの

であります。

補正の内容につきましては、平成２４年度決算の確定により繰越金の減額が主なもので

ございます。

詳細につきましては教育委員会事務局長に説明をさせますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） それでは、町長の補足説明を申し上げます。

補正の内容といたしましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、平成２４年度決算

が確定いたしまして、実質収支額が２２万５，４７９円となりました。これを平成２５年

度の繰越金として歳入額を補正するものです。

補正予算書の２ページの第１表をごらんいただきたいと思います。

第３款の繰越金の既決予算ですが、３０万円を見込んでおりましたが、決算額の確定に

伴いまして繰越金が２２万５，４７９円になったことから、７万５，０００円の減額をい
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たしまして２２万５，０００円に補正をお願いするものでございます。

歳出につきましても歳入と同額の補正をお願いし、こちらは７ページになりますが、給

食用食材料費を７万５，０００円減額させていただくものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５０号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２５ 議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）

議 長（近藤 保君） 日程第２５、議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

て提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６４万９，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億８，２７６万３，０００円としたいものであります。

詳細につきましては上下水道課長より説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 冨岡上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

補正の内容につきましては、歳出で、第１款下水道費におきまして、第１目総務管理費

と第３目建設費で計６４万９，０００円の人件費の減額補正をお願いするものでございま

す。歳入では、歳入歳出差し引きによります一般会計からの繰入金６４万９，０００円の

減額補正をお願いするものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。
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これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５１号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２６ 議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）

議 長（近藤 保君） 日程第２６、議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６，６０８万８，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億５，３７０万２，０００円とするものでありま

す。

詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

歳入歳出予算事項別明細書で説明いたします。

歳入の部、８ページをごらんください。

前期高齢者交付金１億２，０８３万１，０００円の増額補正です。

次に、繰越金ですが、前年度から４，５２５万９，０００円の繰越金ができました。

支出の部に移ります。９ページをごらんください。

総務費の一般管理費１３万円の減額補正でございます。

次に、保険給付費は一般と退職被保険者療養給付費８，７４７万６，０００円の増額補

正です。療養給付費の支出を維持するためのものでございます。

保険給付費の高額療養費についても一般と退職について合わせて１０ページに移ります。

２，４４３万２，０００円の増額補正です。高額療養費の支出維持のためのものでござい
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ます。

続きまして、後期高齢者支援金等でございます。事務費と合わせて３，３６３万５，０

００円の増額です。

前期高齢者納付金等でございますが、３８万４，０００円の減額。

１１ページに移ります。

老人保健拠出金ですが４，０００円の減額です。

介護納付金１，４４７万６，０００円の増額です。それぞれ社会保険診療報酬支払い基

金から、いわゆる支払い基金ですけれども、決定した通知でございます。

諸支出金につきましては、６５８万７，０００円の増額補正です。前年度より多く受け

取った分につきましての償還金でございます。療養給付費交付金償還金につきましても３

４２万４，３４４円で国庫支出金の償還金でございます。療養給付費負担金等返還分が３

１６万１，１９３円で、合わせて６５８万５，５３７円です。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） ８ページでございますけれども、６款１項１目の前期高齢者交付金という

ことで１億２，０００万円の増額補正になっておりますけれども、これはあれですか、当

初予算のときのこれはあれですか、見積もり違いということなのですか。随分額が大きい

ですけれども、じゃあ当初で見込めなかった理由は何だったのか。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） 小池議員さんのご質問にお答えさせていただきます。

これにつきましては、前年度の部分の当初予算の部分を当初計上させていただきました。

これにつきましては、前期高齢者の部分になるわけでございますが、過去２年部分と同年

度の概算の部分を決定した額が今年度の交付決定額になります。これにつきましては、今

回交付決定額が決まりましたので、今回これで計上をさせていただきました。見積もりの

ほうにつきましてはなかなか難しい部分がございますので、先ほど申し上げましたとおり、

前々年度の２４年度の当初の額を計上させていただいたというような状況でございます。

以上です。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕
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１ ０ 番（小池春雄君） だから、予算というのは、やはり適切にやはりそれは最大限、そのさまざ

まなものを見込んでその予算を立てるというか、それが基本なんですよ。この中で、額に

しても割合にしても随分大きいわけなんですよ。大きいわけです。だから、これは２４年

度と同じに見積もったという話なのですけれども、大体その額ってつかめてくるんですよ

ね。こんなに私は大きく、だから考え方として、交付決定されてきたら、その後で乗っけ

ればいいやという考えじゃなくて、やはり最大限その全て予算というのはありとあらゆる

ことから見込んで予算計上するというのが正しいんですよね。だから、そういう中で、ち

ょっと見込みが甘かったのかなというような回答が出てくればいいのですけれども、そこ

を言わないで２４年度のとおりやりましたと。それじゃやはりいけないので、それと次に、

その経験が次の年度に生きていかないということもありましたし、皆さんも記憶の中にあ

るかと思いますけれども、何年か前には、やはりその会計の、皆さんの考えのちょっとし

た勘違いとは言えないんですよ。大きな額がね、ちょっとその問題になって大変なことに

なったことというのは記憶にあると思うんですよ。そういうことを繰り返さないためにも、

しっかりとした見積もりをしていただきたいというふうに思いますけれども、いかがです

か。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） 議員さんのおっしゃるとおりでございます。精査をした中で予算のほ

うを計上していきたいと思います。今回これだけの差が出たということにつきましては、

昨年度の部分について後半に残り、３月補正の部分を策定後に、急激にその給付費のほう

が膨らみました。そういった部分が今回反映された部分というのもあるのだと思いますが、

これに関しましては、また精査をした中で予算組みのほうをしていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

以上です。

議 長（近藤 保君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５２号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２７ 議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）

議 長（近藤 保君） 日程第２７、議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。
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提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５５万９，０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，８８０万２，０００円としたいものであります。

詳細につきましては上下水道課長より説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 冨岡上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

補正の主な内容につきましては、歳出で第１款農業集落排水事業費の第１目総務管理費

におきまして、人事異動に伴います人件費２５５万９，０００円の減額をお願いするもの

でございます。これによりまして、歳入では歳入歳出差し引きによる一般会計からの繰入

金２５５万９，０００円の減額補正をお願いするものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５３号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２８ 議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）

議 長（近藤 保君） 日程第２８、議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案理由を申し上げます。

議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について
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の提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，４５７万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１１億８，９４３万５，０００円とするものであります。

詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。

歳入の部、７ページをごらんください。

保険料の第１号保険者保険料を３万９，０００円を増額補正です。

次に、支払基金交付金の２４３万８，０００円を増額補正です。２４年度の精算により

介護給付費交付金が追加交付されたものでございます。

財産収入は、利子及び配当金を４万円増額補正です。

繰入金は、一般事務繰入金を９，０００円増額補正です。

８ページに移ります。

繰越金ですが、前年度の繰り越しが１，１８７万７，０００円になりました。

諸収入は１６万８，０００円の増額補正です。２４年度の審査会共同設置負担金の精算

のものでございます。

９ページをごらんください。

支出の部になります。

総務費の一般管理費９，０００円の増額補正です。

次に、基金積立金の介護給付費準備基金１，０５３万４，０００円の増額補正です。歳

入の支払基金交付金の補正分と繰越金の一部を計上したものでございます。

続きまして、諸支出金の第１号被保険者還付金１８万４，０００円です。これは亡くな

った方の還付金でございます。

償還金が、国庫支出金等過年度返還金３６７万５，０００円です。

１０ページに移ります。

繰出金の１６万８，０００円は、歳入、諸収入２４年度審査会負担の精算部分を一般会

計へ戻すものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５４号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２９ 議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）

議 長（近藤 保君） 日程第２９、議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案理由を申し上げます。

議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２６万１，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億４，４０１万５，０００円とするものであります。

詳細につきましては健康福祉課長をして説明させます。ご可決いただきますようお願い

申し上げます。

議 長（近藤 保君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。

６ページをごらんください。

歳入の部、繰越金３２６万１，０００円の補正は、２４年度の事業繰越金でございます。

７ページに移ります。

歳出の部に参ります。

後期高齢者医療広域連合納付金３２６万１，０００円の増額補正です。保険料等の負担

金です。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。
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ただいま議題となっております議案第５５号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３０ 議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）

議 長（近藤 保君） 日程第３０、議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 提案申し上げます。

議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について提案理由

を申し上げます。

収益的収入及び支出におきましては、支出で４万１，０００円の増額補正、また資本的

収入及び支出におきましては、支出で１万１，０００円の増額補正をお願いするものでご

ざいます。

詳細につきましては上下水道課長より説明させますので、可決いただきますようお願い

申し上げます。

議 長（近藤 保君） 冨岡上下水道課長。

〔上下水道課長 冨岡輝明君発言〕

上下水道課長（冨岡輝明君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。

初めに、収益的収入及び支出におきまして、支出第１款水道事業費用第１項営業費用で

４万１，０００円の増額補正をお願いし、また資本的収入及び支出におきましては、支出

で第１款資本的支出第１項建設改良費におきまして１万１，０００円の増額補正をお願い

するものです。これはいずれも人件費の増額によるものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第５６号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３１ 同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について

議 長（近藤 保君） 日程第３１、同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。
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提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について。

吉岡町教育委員会の委員が９月３０日をもって任期満了になるため、次の者を委員に任

命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議

会の同意をお願いするものであります。

同意を求める委員は竹内邦夫氏でございます。同氏は、昭和３３年１１月８日生まれの

５４歳、住所は、吉岡町大久保３３４７番地の８です。同氏は、昭和５２年３月、前橋高

等学校を卒業後、群馬大学医学部に入学し、卒業後、昭和６０年に医師国家試験に合格し、

群馬大学附属病院第一外科に入局をいたしました。多くの患者の診察に向き合い、この間、

利根中央病院、県立小児医療センター、原町赤十字病院、大宮赤十字病院の関連病院へ出

向され、平成１７年には医学博士を取得し、平成２２年に退局をされました。群馬大学附

属病院退局後は、首都圏郵政健康管理センターの前橋分室に産業医として勤務され、社員

の健康相談に応じ、昨年からは同所の主任医長として活躍されています。

なお、吉岡町竹内小児医院は、地域の医療に貢献していただいていることはもちろんの

こと、病後児保育にもご協力をいただいているところでもあります。

本人は知識も豊富で同級生からの信頼も厚く、また教育にも大変熱心であり、人格は高

潔で教育委員としてふさわしい人です。ぜひ同意をいただきますよう、よろしくお願いを

いたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております同意第４号は、総務委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３２ 発議第３号 道州制導入に断固反対する意見書

議 長（近藤 保君） 日程第３２、発議第３号 道州制導入に断固反対する意見書を議題としま

す。

発議者に提案理由の説明を求めます。

小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕
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１ ０ 番（小池春雄君） ただいま議題になっております発議第３号について説明いたします。

これにおきましては、発議第３号、平成２５年９月４日。吉岡町議会、近藤 保様。提

出者、小池春雄。賛成議員、飯島 衛。

道州制導入に断固反対する意見書の提出について。

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条２項及び吉岡町会議規則第１３条第

１項の規定により提出します。

提出の理由についてであります。

この発議提案の理由は、この発議は添付の意見書に記載してあるとおり、平成２０年の

全国町村議会議長会において、総意に基づき、道州制の導入には反対の緊急声明を行って

おります。昨年誕生した安倍政権は、今国会に道州制推進基本法を提出しようとしており

ます。道州制の必要性も内容もうやむやのまま、その大枠を確立しようとしている。地域

の実態や住民の意向をかいま見ることなく市町村の再編を強いることになれば、我が国に

とって重要な役割を果たしてきた多くの市町村の自治は衰退の一途をたどり、ひいては国

の崩壊につながることになる。道州制の実態も見えないまま、道州制が導入されかねない

と強く懸念されることであります。

よって、意見書を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、内閣官房長官、

総務大臣道州制担当大臣宛てに意見書を提出をするものであります。

以上です。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております発議第３号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３３ 議長報告 請願・陳情の委員会付託について

議 長（近藤 保君） 日程第３３、議長報告を行います。

ただいま、請願１件、陳情１件を受理しています。

請願第５号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１４年度政府

予算に係る意見書採択の要請について、紹介議員である齋木輝彦議員より趣旨説明をお願

いします。

齋木議員。

〔１４番 齋木輝彦君登壇〕

１ ４ 番（齋木輝彦君） この請願は毎年出されているわけですけれども、目的が達成できていない
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ために本年度もさせてもらいます。

請願書。

吉岡町議会議長、近藤 保様。

請願者、住所、渋川市石原１６２９－１、群馬県教職員組合北群馬支部長、小林祐司。

紹介議員、齋木輝彦。

朗読をもって提案にかえさせていただきます。

義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１４年度政府予算に係る意

見書採択の要請について。

請願趣旨・理由。

子供たちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられることが憲

法上の要請です。しかし、教育予算について、ＧＤＰに占める教育費の割合は、ＯＥＣＤ

加盟国（データのある３１カ国）の中で日本は最下位となっています。また、三位一体改

革により、義務教育費国庫負担制度の負担割は２分の１から３分の１に引き下げられ、自

治体財政を圧迫するとともに、非正規雇用者の増大などに見られるように教育条件格差も

生じています。

教育には多額の人件費が必要とされます。例えば、日本はＯＥＣＤ諸国に比べて１学級

当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっています。一人一人の子供

に丁寧な対応を行うためには、一クラスの学級規模を引き下げる必要があります。文部科

学省が実施した「今後の学級編成及び教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約

６割が「小中学校の望ましい学級規模」として、２６人～３０人を挙げています。このよ

うに、保護者も３０人以下学級を望んでいることは明らかですが、小学校１年生、２年生

と続いてきた３５人以下学級の拡充が予算措置されていません。

また、社会状況等の変化により学校は、一人一人の子供に対するきめ細かな対応が必要

となっています。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内容が増

加しています。日本語指導などを必要とする子供たちや障害のある子供たちへの対応も課

題となっております。いじめ、不登校生徒指導の課題も深刻化しています。こうしたこと

の解決に向けて、計画的な定数改善が必要です。

このような中で、群馬県を含む地方自治体が独自に実施している小人数学級の指導は高

く評価されています。この自治体の取り組みを安定的に支えるためにも、現在人件費に充

てられている義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することが必要です。

将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子供たちへの教育は極めて重要です。子供や

若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要が

あります。こうした観点から、２０１４年度政府予算編成において下記事項が実現される



109

よう、地方自治法９９条の規定に基づき国の関係機関への意見書提出を要請いたします。

記

１．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の国負担割

合を２分の１に復元すること。

参考として、欄に日本の１学級当たりの児童生徒数、小学校では２７．９人、中学校で

は３２．８人、ＯＥＣＤ平均では、小学校２１．３人、中学校２３．３人となっています。

以上です。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 紹介議員の趣旨説明が終わりました。

齋木議員、ご苦労さまでした。

請願第５号は、文教厚生常任委員会に付託します。

次に、陳情第３号 「社会の支え手」を実践するシルバー人材センターへの支援の要望

は、文教厚生常任委員会に付託いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会

議 長（近藤 保君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。

これにて散会いたします。

ご苦労さまでした。

午後６時４３分散会
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平成２５年第３回吉岡町議会定例会会議録第２号

平成２５年９月１１日（水曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第２号

平成２５年９月１１日（水曜日）午前９時開議

日程第 １ 議案書関連資料の一部訂正及び一部削除について

日程第 ２ 一般質問（別紙一般質問表による）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（１６人）

１番 飯 島 衛 君 ２番 金 谷 重 男 君

３番 岩 﨑 信 幸 君 ４番 平 形 薫 君

５番 山 畑 祐 男 君 ６番 栗 田 俊 彦 君

７番 宇都宮 敬 三 君 ８番 馬 場 周 二 君

９番 石 倉 實 君 １０番 小 池 春 雄 君

１１番 岸 祐 次 君 １２番 小 林 一 喜 君

１３番 神 宮 隆 君 １４番 齋 木 輝 彦 君

１５番 南 雲 吉 雄 君 １６番 近 藤 保 君

欠席議員 なし

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 石 関 昭 君 副 町 長 堤 壽 登 君

教 育 長 大 沢 清 君 総 務 政 策 課 長 森 田 潔 君

財 務 課 長 小 渕 莊 作 君 町 民 生 活 課 長 守 田 肇 君

健 康 福 祉 課 長 福 田 文 男 君 産 業 建 設 課 長 栗 田 一 俊 君

会 計 課 長 竹 内 智 君 上 下 水 道 課 長 冨 岡 輝 明 君

教育委員会事務局長 大 澤 弘 幸 君

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者

事 務 局 長 大 井 隆 雄 主 任 青 木 史 枝
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開 議

午前９時００分開議

議 長（近藤 保君） おはようございます。

今議会は、一般質問の日程を２日間としました。

本日は一般質問の第１日目です。

本日の出席議員は１６名でございます。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

議事日程第２号により会議を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 議案書関連資料の一部訂正及び一部削除について

議 長（近藤 保君） 日程第１、議案書関連資料の一部訂正及び一部削除についてを議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。

ただいま議長の許可を得まして、手元に配付してあります正誤表のとおり、議案書関連

資料に誤りがありましたので、訂正及び削除することをご了承お願いをいたします。

詳細については、総務政策課長より説明をさせます。どうぞよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） お手元に配付してあります正誤表をごらんください。

訂正個所は４カ所あります。

まず、１ページ、平成２４年度吉岡町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見書に

ついて訂正をお願いいたします。

箇所は、（８）後期高齢者医療事業特別会計の３段目、「不能欠損額」の下線部「不

能」の字が誤っていましたので、正しい字の「不納」に訂正をお願いいたします。

次に、平成２４年度決算参考資料（資料番号８）で、決算前年度対比表（一般会計）歳

出の２ページ、６款１項７節渇水対策施設維持管理費、翌年度繰越額に「２，１２２万３，

０００円」と記入してありますが、この数値を削除していただきたいと思います。

３点目に、正誤表の裏面２ページで、同じく資料番号８、決算前年度対比表（一般会

計）歳出合計、翌年度繰越額で「１億９，９９６万８，０００円」を「２億６，７８３万

３，０００円」に訂正をお願いいたします。

４点目ですが、平成２４年度決算参考資料（資料番号１０）、主要事業決算状況一覧表
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の１５ページ、区分の２行目５列の説明欄、「吉岡町は相馬原演習場の」から「緊急時の

避難場所、」までの下線部を削除し、「災害時には」から「公園を整備する。」に訂正を

してください。

以上です。後ほど本書の訂正をお願いをいたします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

これより討論を行います。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決をします。

お諮りします。

議案書関連資料の一部訂正及び一部削除について、これを了承することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

議 長（近藤 保君） 起立多数。

よって、本案は了承することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 一般質問

議 長（近藤 保君） 日程第２、一般質問を行います。

１３番神宮 隆議員を指名いたします。神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君登壇〕

１ ３ 番（神宮 隆君） １３番神宮です。通告に基づきまして一般質問を行います。

今回、少し質問を多くいたしましたので、簡明なご答弁でお願いしたいと思います。

それでは、質問に入ります。

１番の吉岡町の人口増加と職員の事務負担状況でございます。

新聞によりますと、ことし３月、厚生労働省の人口問題研究所は、２０４０年、平成５

２年になると思います、群馬県の人口が、２０１０年の国勢調査と比べて３７万８，００

０人余り少ない１６２万９，９７０人ということで公表されました。県内では２０４０年

の人口は、２０１０年と比べ、吉岡を除き全市町村で減少するということでございます。

唯一増加する吉岡町は２万２，７６８人と、２０１０年から２，９６６人増加し、北関東

３県では最高の増加率と言われております。高齢化率も２０１０年と比べ３６．６％と、
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１３％も県下は高くなります。吉岡町も２９．３％と、１０ポイント近く上がります。そ

れでも県下から見ると最も少ないということです。また、年少人口についても、１４歳以

下の人口についても、県平均が１０％になってしまうと。吉岡町の人口に対して１３％と、

県内でも若い人が非常に多いということを予測しております。

平成２３年３月に制定しました第５次吉岡町総合計画の将来人口では、平成３２年、２

０２０年になりますけれども、推定では人口２万１，８４７人になり、高齢化率も２７％、

年少人口も１３．６％と推計しています。２２年１０月の国勢調査では、町の人口は１万

９，８０２人、１０年間で２，０４５人増加するとしております。

今後、町の人口の経年ごとの増加はどのように予想しておりますか。人口増加状況を維

持継続していくためにはどんな対策を考えておられますか。町の人口の経年ごとの増加、

それから人口増加の維持継続していくための対策についてお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 改めまして、おはようございます。きょうから２日間、４人の議員さんよ

り質問をいただくわけでございます。また、精いっぱい答弁をさせていただきます。その

中には、何人かの議員さんから質問をいただいている経過がございますので、重複する部

分があろうかと思いますけれども、ご了承いただきたいと思っております。

それでは、答弁させていただきます。

第５次総合計画では、平成３２年、２万１，８４７人を予想し、目標人口を２万２，０

００人としています。将来人口の予測は増加傾向が続くと想定されますが、人口減少社会

の影響と流入人口の変化が今後どう変化するかでないかと思っております。

将来に負担をふやさない、秩序あるまちづくりが求められるところですが、新たな住宅

地の供給がどこでどれくらい発生するかは、なかなか想定しがたいものでもあります。

吉岡町の人口増加現象は、自然増によるものではなく、土地利用の変化や土地所有者の

意向に大きく左右されるものと要因が考えられます。この現象を政策的に操作することは

難しいのではないかと思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） そうすると、今後の経年ごとの、３２年までの推計しましたこと、この辺

の推計というのですか、吉岡の人口増加の推計というのはどんなふうに考えておるか。こ

の点についてお伺いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕
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町 長（石関 昭君） この件につきましては、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 人口の経年ごとの増加ですけれども、これは非常に予測しがたい数値

かなというふうに思っております。といいますのは、予測人口では、国勢調査の人口をも

とにされているものでありまして、昨年、例えば１年後、２年後、３年後といった各年で

の基礎的な数値が当初の予測の数値と一致しておりませんので、それを比較することは非

常に困難ではないかなというふうに思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 特に、今回については、町のほうの推計ですと、平成３２年については２，

０４５人ふえるということなのですけれども、この点について厚生労働省の人口推計との

差、これについて格差があるような感じもするのですけれども、この辺の推計については、

この推計値の差、どのようにお考えですか。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 総合計画策定の人口予測では、５年に１度行われる国勢調査の数値を

用いております。また、人口問題研究所の推計人口も国勢調査の数値が基本となっていま

す。次回の国勢調査は平成２７年で、速報値・確定値は翌年になります。したがって、単

純には比較できないのではないかというふうに考えております。

毎年求められる数値は、住民基本台帳の数値ですので、これも昨年外国人登録が加わり

ましたので、当初の推計とは比較してもどうかなというふうに思っております。

ただ、平成２２年を１００とした場合の伸び率で考えますと、住民基本台帳数値では１

０３．８２になります。人口問題研究所の数値では１０３．３４と、推計に大きな開きは

ないように思っております。現在のところ、そういうふうに人口推計を見ているところで

ございます。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 町の推計でいきますと、３２年、２０２０年は２０年間、３２年以降、厚

生労働省の推計でいきますと、２０４０年まで２０年間に、そのころになると２０年間で

９２１人しかふえないという推計が出ております。大分人口の減少というのが厳しくなっ

てくるのではないかなというふうな感じで、吉岡の増加もこの辺で大分勢いはなくなるん

じゃないかと心配しておるところでございます。
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ところで、本年６月の末の人口が２，１６９人、一般職員の数は１１０人、これは教育

長を除いてありますが、というふうに聞いております。職員１人当たりの町民人口は１８

３人と、平成２０年より４人増加しております。これまでにどのような対策をとってきま

したか。この人口増加に対する事務負担の対応はどのように対応していくつもりでござい

ますか。

それと、県内の類似町村の職員１人当たりの人口、事務負担はどのようになっているか。

その点についてお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件についても総務政策課長より答弁させます。

県内の類似町村の職員１人当たりということでもよろしいでしょうか。その件に関しま

しても、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 数だけの増加に対しましては、機械的に処理できますので、事務負担

とは感じていませんけれども、質は高度化してまいります。専門的な知識を要求されるこ

とがふえているというふうに感じております。経験だけでは対応できませんので、知識の

向上が求められるところです。案件によっては、上位機関に相談するとか、専門としてい

る業者に依頼することなどが多くなってきております。

今後、町や町村会が主催する職員の研修に参加できるよう努め、職員一人一人のスキル

を一層高めていく必要があるのではないかというふうに考えております。

また、県内類似団体の職員１人当たりの事務負担でございますけれども、吉岡町は、平

成２４年４月１日現在で、全国類似団体７９団体のうち、人口１万人当たりの職員数は、

普通会計で４４．５２人と全国で最も少ない団体でございます。県内では、中之条町が１

１３．８２人で全国で６９位、東吾妻町が１１４．５２人で全国７０位となっております。

吉岡町は、平成２５年４月１日現在では、人口が２万人を超えていますから、この類似

団体が変わります。前年の類似団体に当てはめますと４３．７３人で、１４１団体中、全

国で５番目に少ない団体に相当いたします。県内では、玉村町が人口１万人当たり５９．

０２人で４０位、みなかみ町は１１７．０４人で１３７位です。

類似団体は違いますけれども、榛東村は５６．６６人、邑楽町は６５．４７人というふ

うになっております。

したがいまして、吉岡町の職員数は全国でもかなり低い値だということが言えるかとい

うふうに思っております。
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議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 全国、県内でも最も事務負担が大きいということでございまして、全国で

もそういう高い位置にあると。今回も決算関係を見させてもらいましたけれども、大変時

間外の手当、これが大変多くなっております。こういうあれで８８人が超過勤務、１，４

４６万円ということで時間外、超過勤務が多くなると見受けられております。非常に問題

なのが、やはり健康問題であると思います。こういうことでありますので、その辺のとこ

ろをよく把握して、不健康者を出さないようにご配慮いただきたいと思います。

それから、次に行きます。

町は、これまで総務省の事務次官通達で行政改革の推進の指針により集中改革プランの

策定を義務づけられ、国家公務員並みに削減目標を立ててきておると聞いております。こ

の指針については、現在でも変わっておりませんか。

それから、平成２３年から２７年までを推進期間とする地方分権時代に対応した基礎自

治体として行政基盤の確立を推進するため、第２次吉岡町行政改革大綱を策定したとお聞

きします。第１次の行政改革大綱とはどのように変わったのか、要点のみで結構ですから

ご教示をお願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件に関しましても、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 国の「新地方行革指針」によりまして、「地方公共団体は、平成１７

年度を起点とし、おおむね平成２１年度までの具体的な取り組みを住民にわかりやすく明

示した計画」、これを集中改革プランとしたわけです。

町では、集中改革プランを策定し、平成１８年度から平成２２年度までの５カ年までを

推進期間としたものです。したがいまして、集中改革プランは、その期間は終わっており

ます。

現在は、第２次行政改革大綱による行政改革を推進しているところでございます。

第２次行政改革大綱と第１次の大きな違いですけれども、第２次行政改革大綱では、目

標の数値を定め、５カ年の実施計画を定めて実施しているところでございます。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 次に行きたいと思います。
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人口増加に対する職員の事務負担、これを補うためにやはり臨時職員をふやさなければ

ならないと思いますけれども、５年前、平成２０年と比較して、その雇用状況と配置はど

のようになっているかお尋ねいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

平成２４年度中の臨時職員の数は、まず総務政策課が３名、財務課が２名、健康福祉課

が２１名、会計が１名、教育委員会事務局が５０名の計７７名です。

特に、教育委員会事務局は臨時職員の雇用が多いですが、学校、給食センター、図書館

など職種に応じての雇用とし、業務の内容が臨時職員であっても差し支えないところ、あ

るいは一時的な業務の対応に当たって、人件費の抑制を図って臨時職員を配置しています。

本来ならば、正職員をふやせば臨時職員は減らせるのでしょうが、臨時職員で対応してい

るところでもあります。

平成２０年は計７０人でしたので、余り変わりはない状況だと思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 当然事務負担が多くなってくれば、そういうあれになると思いますけれど

も、どうしても臨時職員ということになりますと、責任の度合いというのが大分正規職員

と比べて、給与面もそうだし、勤務時間の問題もあるし、責任問題、そういう点もあろう

と思いますので、どうしても負担が大変だということならば、正規職員の増員等も検討願

いたいと思います。

それから、次に行きます。

平成１８年に現在の役場の体制、９課１８室、２３施設で管理ということで運営してき

ておりますけれども、事務効率の効率化のために、組織機構を改革して効率を図ったとこ

ろはございますか。この点についてお伺いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 議員がおっしゃるとおり、平成１９年度に機構改革を行いました。その結

果、今、年を重ねたわけでありますが、問題が全くないわけではありません。当面は現在

の組織体制で行きたいと考えております。組織を変えることに頼らず、業務の分担を限ら

れた職員数の中で工夫し、調整していきたいと考えております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕
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１ ３ 番（神宮 隆君） 大変職員の少ない中で、課によっては大分仕事の担当量がふえているよう

で、特に管理職は大変だと思いますけれども、ぜひ町民サービスの低下を招かないように

今後も行政改革に取り組んでいただきたいと思います。

次に、第２番目の質問に入ります。職員の勤務意欲の高揚対策でございます。

町役場職員については、町民の福祉の増進を目的に、全体の奉仕者として公共の利益の

ために勤務しておられます。必要最少限度の職員で担当業務を効率的かつ適正に推進して

いくためには、優秀な多様の人材の確保をしなければならないと思います。そして、職員

の勤務意欲、士気の高揚、いわゆるやる気ですね、こういうものがなければ、効率的かつ

適正な業務推進は図れないと思います。やる気があれば知識をどんどん吸収しようともし

ますし、訓練を積み重ねて技能を磨こうとします。職員の勤務意欲の高揚、士気の高揚方

策、やる気をどのようなことで図っているのか、お伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

職員の勤務意欲が低下しないよう、職場環境の改善や適材適所の人事異動による刷新な

ど対応しております。私は、職員は一労働者だと思っております。適正な給与の支給も職

員のモチベーションを維持する大きな要因ではないかと思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 私が考えるには、職員の勤務意欲の向上方策としては、正しい褒め方があ

ると思います。また、正しい注意の仕方ももちろん必要ですけれども、どんな人でも褒め

られればうれしいものであります。褒めてもらいたい、心の底では願っているものと思い

ます。褒めることは職員の心を奮い立たせる。また、いたずらに罰に重点を置けば、職員

はこれを恐れて積極的な仕事をしなくなり、創意工夫の力が失われていくと思います。よ

い考え、成果には褒賞してやれば、仕事に対する積極性や創意を伸ばすことができると思

います。人の知恵を生かすには、生かす知恵こそ最大の知恵であると言われています。

町長は職員の知恵を十分に尊重し、仕事についての建設的な意見は大いに奨励し活用し

ていくべきと思います。職員の仕事に対する創意工夫などの提案制度はございますか。効

果的提案と仕事の功労に対して褒賞制度はあるのか。その点についてお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 私は、職員は常に改革意識を持っていますので、その都度考えて業務に取

り組んでいただいていると思っております。今、褒賞制度があるかということですけれど
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も、今現在はございません。また、褒賞制度をこれからも考えていくつもりはありません。

あるなしにかかわらず、職員は積極的に職務を遂行していると思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 私も昔公務員だったわけですけれども、いろいろその職員の勤務意欲向上

のために、提案制度というのがあった記憶があります。それぞれの思いついたことを提案

をして、提案委員会で検討して、これは生かせる、これは無理だというようなことでやっ

てきたことがあります。下意上達のシステム、こういうものが、上意下達というのは、こ

れは当然命令ですからありますけれども、下意上達の方法というのはどんなシステムで今

とっておられるか、その辺についてお伺いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件につきましては、総務政策課長に答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 特に提案制度ということはありませんけれども、職員が職務に専念し

ている中で気がついたこと、あるいはここはこう変えていくべきであるというようなこと

が感じられれば、その都度決裁を受けて新しい制度に変えていく、新しい方法を見出して

いく、そういう努力を職員はしているつもりでございます。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 風通しのいい、そういう下からの意見についても、できる、できないは別

にして、聞いてやるということは必要ではないかと。

次に行きます。

そういうことで、最近、全国、県内でも公務員の規律違反が多いということです。これ

は市町村職員に限らず、県職員に限らず多いと。この間の新聞では４１歳の県庁職員が電

車内で女性のスカートの中を盗撮して３カ月の停職になったとか、県庁の４０代の男性主

任が無車検の乗用車で運転して事故を起こして４人がけがしたと。川場村でも酒気帯び運

転、それから板倉でも男性課長補佐が正式な契約を結ばず無断で工事発注したということ

で処分を受けておると。公務員全体で警察官にも教職員にも大変規律違反が見られると。

職員に対する規律違反、吉岡町では職員服務規程というのがあると思いますけれども、

どのようにして徹底しているのか、この点についてお伺いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。



122

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件につきましても、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） まず、職員が公務員としての自覚をしっかり持つということが第一で

はないかなというふうに思っています。服務規律の厳守は当然のことですけれども、各所

属長を通じまして、今後も指導を徹底していきたいというふうに思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） ぜひその辺のところは、吉岡は割合にそういう規律違反が少ないというよ

うな感じはしておりますけれども、ぜひ勤務規律保持をお願いしたいと思います。

次に行きます。３番目の地方公務員の給与の引き下げ問題でございます。

本年６月議会で、吉岡町の特別職の給与月額を７月から来年３月まで９カ月間、町長が

１５％、副町長は１０％、教育長は１０％減額して支給することとなりました。今回、議

会の冒頭の挨拶の中や新聞では、一般職の給与の引き下げは行わない方針としたというこ

とで、前回については、教職員組合と協議して決定するというようなお話でございました

ですけれども、今回こういうことになったいきさつ、今回の給与の削減、一般職員はなぜ

給与削減を行わなかったか。この点についてお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁をさせていただきます。

議会開会日の冒頭に申し上げたところですが、職員の給与削減問題については、職員組

合と協議を重ね検討してきたところでございます。吉岡町は、全国類似団体の中では日本

一少ない職員数で頑張っていることはよくご承知だと思っております。努力をしているこ

とは十分理解していますが、さらに経費削減に努めるよう求めてきました。

その結果、職員の福利厚生費１人当たり年額６，０００円の補助金を廃止し、なお時間

外勤務の削減、事務経費の削減等、住民サービスを低下させることなく経費の削減に努力

することで合意をいたしました。また、職員組合では、再利用可能な資源の回収に積極的

に取り組んでいく姿勢も示していただきました。したがって、職員の給与削減は見送るこ

とに決めたところでございます。

この文面は開会日に申し上げたとおりだと思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕
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１ ３ 番（神宮 隆君） 新聞なんかにあります、大分地方交付税の減額が１，５００万円に上ると

いうようなことで、そういう点もありますし、職員１人当たり年間６，０００円の福利厚

生費の廃止ということなのですけれども、福利厚生費、これはどんな内容、今回、毎年予

算で計上されておりますけれども、年間６，０００円の福利厚生費、これはどんな内容の

ものを削減するということですか。

それと、これを特に、福利厚生費ですから、勤務意欲の向上のための費用だと思うので

すけれども、これを削減して職員の士気に影響はないかどうか。この辺についてお伺いし

たいと思います。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 私は、福利厚生費、組合と相談しながら６，０００円の年額補助金を廃止

していただくということには、福利厚生に被害はないと思っております。

また、その詳細につきましては、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） この福利厚生費でございますけれども、これは全体の福利厚生費の中

には、人間ドックの補助ですとか、そういった福利厚生費もあるわけですけれども、そう

いうものではなくて、年額にして１人６，０００円当たりを補助をしております。それは

健康増進費、あるいは家族慰安といったところに使用するという目的で支出をしておりま

したけれども、これを廃止するということで合意したわけでございます。この合意に、廃

止に当たりましては、先ほど申しました時間外勤務を削減し、職員にはノー残業デーを、

月に２日やっていたノー残業デーですが、これを毎週に拡大をしていると。そして、ノー

残業デーには早く帰って家族サービス、あるいは健康増進、スポーツ、運動と、リフレッ

シュをして職務に臨むようにということで、このノー残業デーの拡大も決定をしたところ

でございます。

したがいまして、この福利厚生費の年額６，０００円が廃止されても、ほかの点で職員

には健康増進に努力していってほしいというふうに思っております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 榛東村も、一般職員、議員も削減して、大泉も玉村も皆、職員、議員も削

減しているということなのですけれども、大変、吉岡町はそういう事務負担が多いと。し

かし、ラスパイレスといくと１０４．４％ということですから、現在国より上回っている

わけですけれども、こういうような点を見て、国、県が、地方交付税の減額だとか、そう
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いうことで割合に財政的に有利な吉岡がそういうことをやるということは、国、県からの

そういう何ていうのですかね、不利益、そういうものが十分に考えられると思いますけれ

ども、その点については、地方交付税１，５００万円が減額というようなことになります

けれども、その点についてはどのように考えているか。

また、一般職員について、そのように減額しない県内のあれは。上野村と甘楽町はラス

パイレスが低いということで削減を見送るということは聞いていますけれども、一般職員、

特別職だけではなくて一般職員はやらないという市町村はございますか。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件に関しましては、いわゆるこの、今議員が申し上げたことがちょっ

と私には意味がわからないのですけれども、しなかったのがいいのかな、したほうがいい

のかなというようなことだと思うのですけれども、先ほどから申し上げているとおり、我

が吉岡町は、こういった類似団体であるということの一つの原点として、もう黙っていて

も国から来る補助金は下げてきられます。早く言えば１，５００万円はもう切ってこの町

に来ると。ですから、私の考えたのは、いわゆる町民に迷惑がかからない、そして組合が

いわゆる納得をしてくれて、いわゆるこういうことで７月から来年の３月まで一時的に物

事を考えるのではなく、長い目で見て物事を考えていったほうが、この吉岡町の得策にな

るのではないかということを私は判断いたしました。

ですから、国のほうから罰則を受ける、県から罰則を受けるというようなことは、私は

ないと思っております。もう既に１，５００万円という罰則は受けております。そういう

ことの中においては、これ以上の罰則はないと私は思っております。

ですから、町民に迷惑をかけない、そしてまた長い目で見たときに、この吉岡町を考え

たときに、こういった得策はいいのではないかということを私は思って、この組合との話

し合いに応じたということでございます。ご理解をいただきたいと思います。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 本当に私としても、非常に、要は町全体としてしないほうがいいのか、し

たほうがいいのか、そのメリットの差だというふうにやはり考えて、町長はそのように判

断して町のためにしなかったということならば、それでもいいのでしょうけれども、東日

本大震災ではなかなか復興がおくれているようなことでございますけれども、私としても

東日本大震災のことを考えると、非常になかなか迷うところでございました。私としても

そのあれで支援はこれからもしていきたいと思いますし、町のほうの不利にならないよう

に、町長としても対応をお願いしたいと思います。
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次に行きます。時間が押してきております。都市計画道路の早期開通要望です。

昨年８月、下野田自治会長から都市計画道路大久保上野田線の早期開通要望の陳情が提

出され、同年９月議会で採択しました。その後、同年１２月議会で南雲議員や６月の宇都

宮議員、昨年も小池議員などから、町の取り組み状況について一般質問がありました。

町長は、県道事業として早期に着手していただくよう機会あるごとに県のほうへ言って

おられるということですけれども、知事は、県の２路線事業が終了しない、渋川バイパス

だの南新井前橋線の事業完結がないと整備、吉岡、榛東、渋川だけに金かけるわけにいか

ないということなのですけれども、この都市計画道路大久保上野田線の開通予想、難しい

と思うのでしょうけれども、どのように予想しておりますか。この点についてお伺いした

いと。吉岡商工会もこの間要望が出てきたように、たしか望んでおると思いますけれども、

よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

ご質問の都市計画道路大久保上野田線、通称吉岡バイパスの延伸整備の計画については、

過去に多くの議員さんから町の取り組み姿勢を問われています。神宮議員さんからも、平

成２３年第１回定例会でこの件に関してご質問をいただいております。

町では都市計画道路の整備を推進していますが、とりわけ吉岡バイパスの延伸は、交通

の利便性・安全性の著しい向上と地域の発展に大きな影響を与えると考えていることは再

三再四申し上げているところでございます。そして、要望活動を今までも知事を交えての

意見交換等でしてまいりましたが、整備計画の見通しは見えていないのが現状であります。

本路線は都市計画決定済みの路線であり、ぜひ県道事業で整備していただきたいと考え

ていますが、現在、吉岡町内において県事業で高渋バイパスの３期工区、並びに南新井前

橋線の２期工区を進めていただいています。当面、この２路線の整備推進を図ってまいり

たいと思いますが、進捗状況を見ながら、吉岡バイパスの延伸整備を推進してまいりたい

と考えております。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） ぜひ県のほうへ強く申し込んでいただきたいと思います。

次に行きます。

きょうの新聞で出ておりましたのですけれども、上武国道が平成２８年に全線開通にな

るという新聞記事がありました。さきに開通した町道で漆原南原線の１７号からつながる

サントリー南のところの半田南線から今度その都市計画道路大久保上野田線までの接続見
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通し、これはどう考えておりますか。もう２８年に開通すると。サントリー西の川久保踏

切が狭くて、乗用車が１台、２メートルぐらいしかなくて通れなくて、時によっては交互

に混んで並んでいることがあります。脱輪するおそれもあります。渋川・半田地内ですが、

吉岡町民も多く利用しております。渋川ＪＲに川久保線の踏切、こういうところの拡張も

要望できないか。この点についてお伺いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件に関しましては、担当課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、ご質問の半田南線でありますが、これはご承知のとおり、

渋川市の都市計画道路でありますが、この本計画路線はＪＲ上越線と立体交差が生じてく

るわけでございます。それはアンダーになるかオーバーになるかはまだ未定でありますが、

いずれにせよ、吉岡バイパスの整備計画、特にこの縦断の計画に大きな影響を与えること

は間違いないと考えております。そして、半田南線と吉岡バイパスを接続させる交通体系

を構築することは、当然必要不可欠であると考えております。そして、接続してこそ交通

施設としての機能や地域の発展に最大限の事業効果を発揮するものと考えております。

渋川市さんのほうは、半田南線の事業の見通しは、今のところ具体的にはないとのこと

でありますが、事業の計画に当たりましては、当然、吉岡町、渋川市が連携することはも

ちろんでありますが、さらに広域的にも働きかけをしまして推進していかなければならな

いと考えております。

また、ご指摘の踏切でございますが、この踏切につきましては渋川地域でありまして、

拡幅改良のＪＲ協議が生じてくるわけでございますが、道路管理者である渋川市さんにな

ると考えております。その中でこういった現踏切の拡幅改良などについては、非常にハー

ドルのほうは高いと考えております。

以上、町長の補足答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） たしか上越線をアンダーでもオーバーでも、大変これはもう２０年ぐらい

かからなきゃなかなかできない。拡幅ならばそんなに時間がかからないと思いますので、

ぜひ渋川市、ＪＲに要望していただきたいと思います。

それから、次に行きます。

下野田中部地区においては、八木原方面に向かう町道原・森下線から県道高崎渋川線と
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連結する広い道路がありません。都市計画道路となっておりますが、これは大変狭い町道

となって渋高線、県道に出る。さきの議会でも町長は、交通の利便性・安全性を確保する

ために県道高崎渋川線まで拡幅整備することを町独自で検討したい、また平成２３年３月

議会でも、地域懇談会でも地元からの要望が来ているので、関係者の協力が得られるなら

ば、当面生活道路として整備を検討したいということでお答えになっております。下野田

地区でも大変この県道に出るのに広い道路がなくて困っております。ぜひ下野田も期待し

ておりますし、特にこの都市計画道路については下野田のみならず、吉岡のこれからの発

展に大きな影響が出てくる一番中心の都市計画道路ではないかというふうに思っておりま

す。その点についてぜひ地元要望についての、渋高線までの延伸についてのお考えをお聞

きしたいと思います。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

町道原・森下線から旧県道高崎渋川線までの拡幅整備についても、平成２３年第１回定

例会で、整備計画についてのご質問をいただいております。

私は「拡幅については、地元関係者のご要望をいただいているところであり、関係者の

協力が得られるならば、都市計画路線となっているが、当面生活道路として整備すること

も検討したいと考えている」と答弁させていただきました。

事業実施に際して、関係者のご協力をお願いするわけですが、特に地域住民の皆様が主

に利用する道路の拡幅を初めとする地域の生活に密着した事業については、関係者全員の

協力が必要不可欠であると考えています。

ご質問の件については、町道拡幅について関係者の協力・同意を得られていると聞いて

いますので、今回の補正で、本路線の測量調査費を計上させていただいております。

関係者の協力・同意が得られているとのことですので、今後、用地買収、本工事を進め

てまいりたいと思っていますが、地元のご協力をお願いをするところでもあります。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 大変補正での予算計上、ぜひよろしくお願いしたいと思います。昨年、見

城１０号線の狭い道路を町で拡幅していただきました。下野田などは救急車も通れるよう

になったということで、周りの人は大変感謝しております。ぜひともこの下野田地区の、

これをやっていると、割合に下野田は、今回そういうことを据えつけてもらって拡幅整備

していただけるのですけれども、整備率が低いというように考えておりますので、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。
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次に行きます。５番、振り込め詐欺の被害予防です。

ことし７月の８日午後２時ごろ、吉岡町、地名は挙げませんけれども、６５歳の女性が

長男と金融業者を装った男から９７万円をだまし取られたという事件がありました。その

前の日の午後５時ごろ、女性宅に長男を装う男から、風疹にかかって声がおかしい、携帯

電話を洗濯しちゃったので壊れたので会社の携帯電話を使っていると電話があったという

ことです。女性が８日に教えられた電話に電話すると、金融業者を装う男が、息子さんに

１００万円を貸しているんだと。代理返済という方法もあると告げて、女性は指定された

口座に現金９７万円を振り込んだということです。

この女性は旧明治地区の女性ということなのですけれども、振り込め詐欺の発生は本当

に全国的にも大分ふえているということで、ことしは去年より５割増し、被害額は７割増

しということで、被害総額は１０７億円まで達しているということです。県内でも９５件

発生していると。渋川署管内でも５件発生していると。金を振り込もうとした人が、金融

機関では防止に当たってそれを阻止した件数が８７件、２億４，０００万円もあるという

ことです。

振り込め詐欺の中には、オレオレ詐欺だとか、架空請求詐欺、融資保証詐欺、還付金詐

欺というのがありますけれども、最近では、キャッシュカードを直接自宅に取りに来る、

振り込ませない振り込め詐欺というのが大分ふえているということで、振り込め詐欺の８

割がその現金受け取り型になっておると思います。

いろいろ町のほうでも、防犯協会を通じてそういう予防に努めておると思いますが、こ

の振り込め詐欺にだまされないために、どんな被害予防対策を行っているかお伺いしたい

と思います。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

予防啓発活動として、振り込め詐欺被害防止マニュアルのチラシを町民生活課カウンタ

ー前に配備し、配布をしております。吉岡町防犯委員会による啓発活動も実施をしており

ます。毎月１６日は県民防犯の日となっておりますから、この日に合わせて被害に遭わな

いよう啓発活動を実施しております。

吉岡町防犯委員会による啓発活動の平成２４年度実績、平成２５年度の実績については、

町民生活課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） 最初に、平成２４年度の実績ですが、啓発活動では４月１７日、町内
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金融機関及びカインズホーム前橋吉岡店で振り込め詐欺のチラシの配布、７月１９日、道

の駅よしおか温泉にて車上荒らし及び振り込め詐欺のチラシの配布、９月２９日、両小学

校運動会にて来場者に振り込め詐欺のチラシの配布、１２月１８日、町内金融機関及び道

の駅よしおか温泉で車上荒らし及び振り込め詐欺のチラシの配布、明けて１月１０日、１

１０番の日に合わせてカインズホーム前橋吉岡店で振り込め詐欺のチラシの配布を、合わ

せまして計５回行っております。

２５年度では、この４月の２０日と６月の２４日に、カインズホーム前橋吉岡店で振り

込め詐欺のチラシの配布、７月１９日、鬼が橋交差点で振り込め詐欺のチラシの配布を行

っている現状です。

また、平成２４年振り込め詐欺の件数で、群馬県内ですが５６件、渋川警察署管内で３

件ですが、吉岡町ではございませんでした。しかし、平成２５年になって吉岡町で先ほど

神宮議員さんご指摘のように１件発生しました。

後に、渋川警察署から振り込め詐欺防止講演会の要請がございまして、８月の２４日に

漆原東自治会で、健康ナンバーワンの研修後に渋川警察署生活安全課長による講話をいた

だきました。

また、今後は、各自治会で実施している福祉ネットワークの際に、防犯講話等を取り入

れていく予定です。

以上が町民に対する詐欺予防の２４年度の実績と２５年度の現状です。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 時間も押してきましたので急ぎたいと思います。振り込め詐欺の還付金詐

欺については、やはり税務相談の役場職員をかたって、税金や保険料、医療費などを払い

過ぎているということで、現金をだまし取るということが多くあります。こういうような

ことで、そういう詐欺もあるんだということを役場職員にもよく徹底して、そういうよう

なあれは役場では行かないんだということをよく指導していただきたいと思います。

最後に、６番の役場西、県道高崎線の信号機設置の進捗状況でございます。

町役場から西方の高渋線に出る通り、県道渋高線に出る、大分交通事故が多い、８月末

にもやはりそこで役場のほうから来た車と渋川方面から来た車がぶつかって大破した事故

が発生したということを聞いておりますし、役場職員もそこで事故を惹起したということ

も、この間聞いております。

ここで下野田自治会からも要望が出ております。ここの信号機の設置、この進捗状況に

ついてどのようになっているかお伺いしたいと思います。

議 長（近藤 保君） 石関町長。
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〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。この件については、議員さんもご承知だと思い

ますので、簡単にさせていただきます。

これについては、最終的には平成２５年１０月１５日以降に着工し、工期は１週間程度

で完成する予定ということで聞いております。

また、この件に伴い、下野田の信号は同時に廃止される予定ということになっておりま

す。そういったことでご理解をいただきたいと思います。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） その役場の撤去した後の青木写真館のところの安全対策、西から下ってき

てのあれがいろいろ危険性が出てくると思いますけれども、この辺の安全対策はどのよう

にお考えですか。

議 長（近藤 保君） 守田町民生活課長。簡潔にお願いします。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） 信号を撤去した後、まずは既設横断歩道３カ所、これも撤去させてい

ただきます。それから、停止線２カ所、今度は設置をしまして、以上が警察にて対応する

ということであります。それと、安全対策上、カーブミラーの設置を、これは考えており

ます。これは３カ所になろうかと思っています。それと、ドットライン、点々のドットラ

インを設置していくということであります。

議 長（近藤 保君） 神宮議員。

〔１３番 神宮 隆君発言〕

１ ３ 番（神宮 隆君） 数多くの質問にご答弁ありがとうございました。以上で終わります。

議 長（近藤 保君） 以上をもちまして、神宮 隆議員の一般質問が終わりました。

ここで休憩をとります。再開を１０時３０分といたします。

午前１０時０６分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時２８分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議 長（近藤 保君） ９番石倉 實議員を指名します。石倉議員。

〔９番 石倉 實君登壇〕

９ 番（石倉 實君） 議長への通告に基づきまして、一般質問を行います。

問いの１といいますか、第１問目の質問でございますが、駒寄川にＪＲの線路がかかっ
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ています。鉄橋がかかっていますが、その西側に既に側道の橋がかかっています。その鉄

橋の東側に橋をかけてほしいという提案でございます。

駒寄川にＪＲの線路が、漆原地区はご存じのとおり段差のある地区です。例えば駒寄小

学校周辺では標高１６５メートル、漆原神社あたりでは１４８メートルと、その差は１５

メートルから２０メートルぐらいのところになっています。このあたりの人が通勤や通学、

子供の送り迎えなどで群馬総社駅を利用する場合、坂道の上り下りや道路が狭かったり、

安全面なり防犯上の問題等を考えると、なかなか便利なルートが思いつかないと思います。

しかし、ＪＲ上越線の線路だけは、この地区を段差なしで横断しています。ＪＲの線路

にほとんど高低差がありませんから、線路の側道として道路を整備すれば、特に自転車な

どに適した道路ができ上がるのではないかというふうに考えるところでございます。

現在は橋はありませんけれども、歩行者や自転車で通学している子供たちのためにも、

駒寄川にかかっているＪＲ上越線の線路上の側道に、上りの側道に橋をかけて、その南側

にももちろん道路をつくって、瀬来までの、踏切までを新しくつくるということを提案す

るわけでございますので、その中で幾つか今の、現在の鉄橋の西側の、昔ですね、いつご

ろできたかわかりませんけれども、西側の側道の橋の除去なり、あるいは今後、あそこの

ところに橋をかけるというふうなことを町当局としては考えているかどうか。

いろいろとこの、というのは、昭和何年ごろだったのでしょうかな、構造改善事業があ

って、道路だけは駒寄川までしっかりした道路ができております。もちろんつくっただけ

で草ぼうぼうで、車さえ今は軽トラがやっと通るぐらいの状況でございますが、そういう

ふうなものを当時としてはあそこのところに橋をかけて向こうへ持っていこうというふう

な話があったかどうか。その辺のところも含めてご回答していただければというふうに思

っております。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

駒寄川にかかっているＪＲ上越線の線路上り線側に橋を設けて、その南側にも道路を整

備して、瀬来踏切までの道を新しくつくってはどうかというご質問だと思います。

ご質問の駒寄川を渡るＪＲ上越線に沿って、駒寄川に道路橋を架設し、あわせて南側に

取りつけ町道を新設して整備したらどうかとのことでありますが、実現すれば、地域の生

活の利便性は著しく向上すると考えています。しかしながら、河川法やＪＲの近接という

高いハードルと、橋梁架設にも膨大な費用が予想され、整備は厳しいと考えています。

ＪＲ西側の町道に迂回していただくか、東側を上越線とほぼ並行して走る漆原総社線を

利用していただきたいと考えています。
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生活に身近な町道を初めとするインフラ整備の要望は多く寄せられているところであり

ます。町としても厳しい予算ではありますが、緊急度や地域のバランスを考慮しながら、

道路や水路などの整備を進めていますが、なかなか要望に追いつかないのが現状でありま

すが、これからも「住みよい安全で便利なまち」を目指して努力していく所存でございま

すので、ご理解を願いたいと思います。

議 長（近藤 保君） 石倉議員。

〔９番 石倉 實君発言〕

９ 番（石倉 實君） ただいま町長が、河川法というふうに言われましたが、河川法というのは、

我々素人にとってどの程度難しいか、どんなにか難しいかというのがわからないのですが、

河川法さえ通れば、橋というものを要するに町としては検討する余地があるのですか。そ

の河川法というのをひとつ教えてもらいたいのですが、なぜその駒寄川に橋をかけるとい

うふうなことに対して、その河川法があるからだめなんだというふうな話なのですが、そ

の辺のところをちょっとお聞かせ願いたいと思います。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 河川法ということですけれども、この件につきましては担当課長より答弁

させます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 川に、河川法が適用された１級河川、そういったものに橋をかける場

合、河川法があるからだめだということではないです。橋の計画がありますよ、それで河

川法の協議をするわけですね。その河川法については、主に使われるのが河川区域内の協

議ということで２４条とか２６条、これは工作物の関係なのですが、そういった協議と、

あと河川法の保全区域、河川区域界から２０メートルを保全区域と申しまして、そこの主

に５５条、２４条、２６条の協議が必要ということでありまして、その協議を経た中で許

可になれば、当然橋はかけるということになるのですが、あくまでも河川法というのは河

川を守るというその立場から定められておりますので、その辺の協議には時間を要すると

いうことでございます。

議 長（近藤 保君） 石倉議員。

〔９番 石倉 實君発言〕

９ 番（石倉 實君） 大体わかったような、わからないようなことでございますが、いずれにし

ても、このことにつきましては、お金はありますよ、もう要するに許可が出たよというふ

うなことであれば、これは問題なくできるわけですが、問題は橋をかけるための費用なり
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効果なりというものが当然出てくると思いますが、その辺のところはまた後日、いろいろ

と私も反省しながら考えていきたいと思います。

この駒寄川に渡ると、瀬来地区というふうな地区がございますが、近年、近隣市町村か

らの転入者等で、今では住宅の戸数で百数十戸ですかね、住宅地図で見ると大体そういう

ふうな戸数ができておりまして、この地域から駒寄小学校に通学する子供たち、そして地

域の皆さんの安全確保を図るためにも、あそこに橋があれば、わざわざ向こうの上越線に

行かなくてもできるわけでございますので、検討していただきたいと、こういうふうに思

います。橋がかかりまして、道路も整備されますと、この道路は上越線の上りの側道とし

て多岐にわたり利用される主要道路としての役目を果たすものと思います。朝、瀬来地区

の子供たちが狭い瀬来踏切を渡る光景を見たときに、誰しも安全であってほしいと思いま

す。

これからもこの地区に限らず子供はふえていくと予想されております。未来の吉岡町を

背負う子供たちの安全確保に努めるのも我々大人の仕事、役目でございます。これからも

このことにつきましては、橋をかけるということにつきましては、私は諦めず続けてまい

りますので、町長、ひとつこれからもよろしくお願いいたします。

続きまして、２のところに、問い２のところに移りますが、ＪＲの上越線の東の道路に、

大久保のＪＲの瀬来踏切のところを西から東に越えますと、すぐ向こうにＪＲの側道がご

ざいます。これはＪＲの側道というのだか、これは町の町道になっていると思います。こ

れはやはり前にうちのと同じようなことであると思いますけれども、ここのところに２つ

ほどのところを舗装の提案ということをするわけですが、長松寺の矢落観音というのがあ

りますが、そこを入っていきますと、上ノ原１号線ですね。途中から道路は舗装になって、

今度は左に行きますが、それを真っすぐ行くわけですね。そうしますと、そのまま駒寄川

のほうへ行くときに、駒寄川のほうに先ほど私が橋をかけてくれと言った、そこのところ

に梨屋踏切というのがあります。その梨屋踏切までの間というのは、もちろん道路はもう

できているんですよ。メートルにすれば１００メートル前後なんでしょうかな、そこのと

ころはやはり草ぼうぼうで、もう軽トラが通るだけで人間が雨の日に通るときにはもちろ

んぬれちゃって通れません。そういう状況になっているので、そこのところを、梨屋踏切

を越えて向こうへ通学をする人、あるいは買い物で行く人、散歩に行く人というのは通っ

ているんですね。

ですから、とりあえずその今の上ノ原１号線、１００メートルぐらいのところを梨屋踏

切までの間、要するに舗装にしていただければ、要するに買い物で向こう方面に行く、自

転車で行く、西の側道に行くといっても非常に便利になりますので、そういうふうなとこ

ろをとりあえず道路舗装というふうなものが計画として組まれているかどうか。その辺の
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ところをひとつまずお聞かせ願いたいと思います。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 梨屋踏切というのですか、あのところは私も小さいときには利根川に釣り

に行くときに通った覚えがございます。あそこから下へ下って坂をおりて吉岡のほうに出

るところだと思っております。そういったところで、道路を初めとするものは、先ほどか

ら申し上げておるのですけれども、今石倉議員さんが申されているようなところが町には

何十カ所というようなところもあろうかと思います。

そういったことで、今石倉議員さんが一般質問でこのようなことで質問していただいて

いるということですけれども、ご指摘の町道の舗装計画は今のところはありませんが、繰

り返し恐縮ではありますが、あの状況を見てみますと、これからあそこのところは開発さ

れるのかなというように私はちょっと思っております。そういった面におきましては、開

発されるような状況であるならば、いわゆる舗装もしなくてはならないのかなというよう

には思っておりますが、今の現状を見ると、ほとんどがあそこは農地と、周りはお百姓だ

ということですけれども、開発によって今、家が徐々に駒寄川の近くのほうまでできてい

るのかなというようにも思っております。

そういったことで、今のところは計画はございませんが、どうしてもしなくてはならな

いというような時点になりましたら、考えていきたいと思っております。

議 長（近藤 保君） 石倉議員。

〔９番 石倉 實君発言〕

９ 番（石倉 實君） またそのときはよろしくお願いしたいと思いますが、それともう一つ、先

ほどちょっと言い落としてしまったのですが、その話はわかりました。それで、瀬来踏切

を西側から越えて、要するにこの左、東の側道を行くと、町道、やはり７０メートルから

１００メートルぐらい、要するに未舗装というか、草ぼうぼうで、要するに車が、人も通

りません。もちろん自転車も通っていません。そういうところがあるのですが、あれだけ、

なぜあの区間だけ、メートルにして、正確にはかってはいませんが、およそ七、八十メー

トルかなというふうに見ていますが、そこはなぜ要するに残したのだか、やはりあそこの

ところは整備されれば、そこからすぐ、要するに上毛大橋もすぐ、上毛大橋も手前になり

ますね。なぜそこのところが残ったか。それをひとつお尋ねします。また、そこのところ

を舗装する計画があるかどうか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） ただいま石倉議員さんが言われる箇所について、なぜあそこだけ抜い
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たのかということでございますが、その辺の経過については、ちょっと私のほうはわから

ない状況でございます。その中で、先ほどの町長の答弁でもございましたとおり、この地

区は最近開発等が進んでおります。そういった開発の状況や、また緊急度に応じまして、

そういった舗装計画等も徐々にやってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

議 長（近藤 保君） 石倉議員。

〔９番 石倉 實君発言〕

９ 番（石倉 實君） ぜひひとつ、そこだけすれば本当に、何というのかな、上毛大橋のところ

にまで行くのにも、非常に行きやすいわけですね。ですから、そこのところをひとつぜひ

土俵に上げてもらって、ひとつ取り組みいただきたいと、こういうふうに思います。この

ところは、今のお話のところは、梨屋踏切のところ、通学等で、夜も買い物も行くだろう

し、通勤もいる、歩行者ですね、散歩で行くというふうなところでございますので、その

辺のところもあわせながらやっていただきたいと思います。

次に、やはり瀬来踏切から向こうへ行くところにつきましても、そこをやってしまえば、

本当に自転車でもどんどん通れるし、非常に便利になるわけでございますので、その辺の

ところをよろしくお願いしたいと思います。

それでは、次の質問に移りますが、上毛大橋下から、要するに上越線の東側のところ、

これを大久保の第二大久保踏切までの間、道路というふうなものをあけてというふうな、

そういう話でございます。上毛大橋下から以南、第二大久保踏切までの間、鉄道の東側に

なりますけれども、通勤なり通学の活用できる歩行者や自転車優先の道路を整備したらど

うかということでございます。付近には玉村までのサイクリング道路も整備されておりま

すので、その道路へのアクセスとして、また総社駅利用者の利便性を図るためにも道路建

設を一つ提案するというふうなことでございますが、その辺のところも、もうそこを越え

ていきますと、吉岡が少しありますが前橋に入ってしまうところでございます。

いずれにしても、そこのところができ上がれば、将来的にはそこからずっと、要するに

総社の駅までもちろん行く道をつくってしまえば、本当に生活もしやすいし、総社駅に行

くのにしても便利だというふうなことで、その手前、吉岡の分のところを私は今言ってい

るわけでございますが、その辺のところも今後のやはり町の要するに長期計画の中ではや

はり取り入れていただいて、ひとつそういうふうなところまでやるような方向でするとい

うようなことをご提案するわけでございますので、ひとつよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。
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車社会と言われる今日、幹線道路の整備が着々と進んでいますが、幹線道路には整備に

あわせて歩道を設置し、歩行者の安全を確保しています。また、交通量が多い道路では、

自転車の利用状況も考慮し、自動車と自転車・歩行者を分離しているところでもあります。

多くの幹線道路で見受けられるところですが、幹線道路の整備は地域の発展には重要であ

りますが、議員さんが提案されているように、自転車・歩行者優先の道路の整備も推進し

ていくことも大切だと考えております。

町では、ＪＲ駅の設置についての議論を重ねていますが、前橋市も群馬総社駅の駅舎改

修や駅西口の整備について勉強会を開催されたようであります。議員の提案は住みよい安

全で便利なまちづくりを構築するために重要でありますが、周辺のこういう動きも見なが

ら考えていきたいと思っております。

議 長（近藤 保君） 石倉議員。

〔９番 石倉 實君発言〕

９ 番（石倉 實君） ぜひともひとつその辺のところも踏まえて、やはり上毛大橋から下、先の

話というのは、ちょっと話が込み入った話になろうかと思いますので、その話はできるだ

け将来的にはそういうふうな方向で進めていただきたいと、こういうふうに思います。

今回の質問につきましては、町として一部の道路整備と橋にかかわる提案でありました

が、仮定で申し上げるのは控えなくちゃならないと思いますが、ご容赦をお願いしまして

述べさせていただきたいと思います。橋がかかったとしますと、川久保から上毛大橋まで

がつながるわけでございます。総社駅なり前橋市内に行くにしましても、沿線住民の方を

初め、地域の皆様の日常生活道路として、また子供たちの安全確保のためにも、しかもＪ

Ｒ線に沿っておりますので、自転車で健康管理のために使うサイクリングロードとしても

使えるわけでございます。そういう極めて重要な道路でございます。道路としての役目を

果たせるわけでございます。もちろん対岸の前橋市の人たちだって、要するに上毛大橋ま

で来て、そこから今言った道をこちらへ来れば、そういう人たちに対する効果も出てくる

わけでございますので、ぜひともこの橋を１本かけることによって、川久保から上毛大橋

までつながってしまうわけなんですね。

ですから、それはやはりこの地域にしても、あるいは町の活性化のためにも、私はこの

橋ということは本当に重要であるというふうなことを申し上げまして、私の質問は終わら

せていただきます。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 以上をもちまして、石倉 實議員の一般質問が終わりました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会

議 長（近藤 保君） これをもちまして、本日予定されておりました一般質問は終了いたしまし



137

た。引き続き明日、午前９時より一般質問を行います。

本日はこれをもって散会といたします。

ご苦労さまでした。

午前１０時５１分散会
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平成２５年第３回吉岡町議会定例会会議録第３号

平成２５年９月１２日（木曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第３号

平成２５年９月１２日（木曜日）午前９時開議

日程第 １ 一般質問（別紙一般質問表による）

日程第 ２ 発議第３号の撤回請求について

（提案・質疑・討論・表決）

追加日程第１ 発議第４号 道州制導入に断固反対する意見書

（提案・質疑）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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事務局職員出席者

事 務 局 長 大 井 隆 雄 主 任 青 木 史 枝
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開 議

午前９時００分開議

議 長（近藤 保君） おはようございます。

本日は一般質問の第２日目です。

本日の出席議員は１６名で、定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

議事日程第３号により会議を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 一般質問

議 長（近藤 保君） 日程第１、一般質問を行います。

２番金谷重男議員を指名いたします。金谷議員。

〔２番 金谷重男君登壇〕

２ 番（金谷重男君） ２番金谷です。通告に沿って質問をいたします。

最初に、前橋ナンバーのことについてですが、前橋ナンバーに関するアンケート結果を、

実施して、そして公表が前橋のインターネットで私も見たわけですけれども、その後、そ

の結果の公表を町民にはアンケートしますよというのは４月の広報でやりましたけれども、

公表しないでというか、その中で県に申請して国に申請したというようなことがあります。

町民への説明というのは、新聞報道はその当時やっているのですけれども、申請に関して

の議会への報告もないし、申請前にそういう説明も得ておりません。

こういう協議会というものの位置づけと権限と、こういったことを町長並びに総務課長

にお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。

きょうは一般質問の２日目ということで、きょうも誠心誠意答弁させていただきます。

まず、初めに金谷議員さんからの前橋ナンバーについて、答弁させていただきます。

前橋ナンバーの導入に関しては、平成１８年に導入していくことが決定されています。

推進協議会では継続して国に第２弾の申請受け付けを要望してきた懸案事項でもあります。

その待っていた応募が開始されたので、協議会では申請に及んだところでもあります。

一定の流れの中で行われたものであり、改めて議会の承認を要する案件ではなく、受け

付けに間に合うよう前橋市との要望書の作成に当たってきたところでもあります。

また、申請書は群馬県を通じて提出したもので、決定は審査の上、国がするものであり

ます。
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当初、推進協議会に参加するに当たっては、各種団体で協議検討し、参加を決めており

ます。その結果、協議会に参加したということは、この時点で導入の方向ははっきり出て

いたわけで、改めて問うまでもないと考えています。

しばらく申請までに間があったので、協議会としても再度確認する意味から、住民の意

向を確認し、当初の目的と違いないことを確認した上で協議会を開催し、要望をしてきた

ところでもあります。

推進協議会の位置づけ、権限については、総務政策課長より答弁をさせます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 前橋地域新ナンバー導入推進協議会は、平成１７年から設立準備会が

つくられ、前橋市、旧富士見村、榛東村、吉岡町で協議を重ね、平成１８年８月に設立総

会が開催され、共通の新ナンバー導入に向けて協議していくことを合意しています。この

時点で、榛東村は協議会に参加していません。

また、平成１８年１０月には、名称について「前橋」とすることを決定しております。

公募再開の要望活動を行ってきたところ、平成２５年２月２６日、第２弾の公募が決定

になりましたので、４月９日、協議会が開催され、前橋ナンバーの実現を目指し、国に要

望していくことを確認しました。

５月２７日の協議会では、アンケートの結果、７割近い賛同が得られ、多くの地域住民

が実現を期待していることを確認し、前橋ナンバーに関して地域ニーズがあることが確認

できたことから、国に要望していくことを決定をしたところであります。

前橋・吉岡の両市町の各団体からの委員で構成されている協議会は、最終決定の権限を

持つ機関というふうに位置づけられております。協議会に参加をしているということは、

この協議会の決定に従って活動していくのは当然のことではないかというふうに考えてい

るところでございます。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） １８年からということで、準備会には榛東も粕川も、合併前の市町村も参

加していたわけで、この段階で、現在の段階では、吉岡町が隣接町村では１つしかないと

いう状況です。榛東はもうその準備会から脱退しておりますので、吉岡町だけなんですね。

その当時、もし申請する場合にも、やはり町民にアンケート調査を実施して、それが公

表されて７５％といいますが、どっちでもないという人もいますので、反対の方もいるわ

けですね。こういう状況の中で政策決定をしていくときに、十分なその周知徹底というこ

とが図られないと、政策というものがひとり歩きしてしまうというふうに思います。



143

例えば吉岡町の庁舎前に旗が立ちました。いつ立ったのかわかりません。推進しましょ

うと。それから、パンフレットもつくりました。しかし、この間の全員協議会で、そこで

初めて皆さん見たわけです。自治会の連合会でもそのパンフレットが配られたわけでもご

ざいません。

新聞に書いてあるところ、読んでみますと、急ぎというんじゃないですけれども、そう

いう表現じゃないのですけれども、４月からスタートするというふうな産経新聞の記事も

当初の中にあります。そして、アンケートを実施してこれを決めていくんだというような

内容が書いてありました。最初の段階でですね。そして、広報では、アンケートにご協力

くださいというふうな文面が広報に載りました。しかし、結果が出ません。

昨日配られてきたその前橋インターの記事は、皆さん見てもわかると思うのですけれど

も、パスポートの記事から比べると非常に小さいものでありまして、最後にご意見をお聞

かせくださいというふうな形になっています。ご意見をお聞かせくださいは、アンケート

調査が終わった後、パブリックコメントなりで町民にそれを問うのが、一応そのご意見を

聞いて進めていくのが筋じゃないかというふうに思うのですけれども、私はあえて町長を

補佐する立場の副町長さんにその辺をちょっと聞きたいのですけれども、こういう段取り

の中で、実際に１８年ごろにはそういう話があったと。それが協議会で進めていくといっ

たときには、やはりこのアンケート調査を実施し、パブリックコメントをやると。それを

前橋市はやっていますから、そういう過程を踏んでいくのが筋じゃないかと。

私のほうは、慌ててその申請ということで、６月の議会で質問したわけですけれども、

その辺のところ、その段取りが違うんじゃないかということを問いたいわけですけれども、

こういう流れというか、例えば町村合併なんかもそうですけれども、榛東の協議会は行わ

れましたよ。それで協議会が最終決定機関だと言われているのだけれども、この流れの中

でもし、性格が違うだろうけれども、こういう流れの中でもし町村合併が決まったら、町

民はもう右往左往するんじゃないですかね。あるいはいろんな意味でのご意見もたくさん

出てくるんじゃないかと思いますが、これはナンバーが、前橋のナンバーを使うか、使わ

ないかですから、議会が多分代表してそういったことをいろいろ話をしているんだという

ふうに町民は見ていると思うんですね。でも、我々はこの間パンフレットをいただいたの

が初めてでありました。その辺のところを見ていて、この政策決定ということに関して、

町長を補佐する立場で、副町長さん、どんなお考えでしょうか。こういう流れでもよろし

いかどうかをお聞きしたいのです。簡単にお願いします。

議 長（近藤 保君） 堤副町長。

〔副町長 堤 壽登君発言〕

副 町 長（堤 壽登君） まず、最初に前橋ナンバーに関しての反対者がかなり多いということにつ
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いてでございますが、反対の方はごく一部ではないかと思っています。アンケートの調査

の結果では、吉岡町では１１％、それから前橋市では７．７％、全体の平均値では約１割

程度弱と思っております。

それから、先ほど申されましたように、パブリックコメントや自治会による意見集約が

必要だというふうなことですが、自治会による意見集約は難しいと思っておりますし、ま

た自治会にお願いする内容ではないと思っております。

先ほどの、ちょっと飛ばしてしまいましたが、９割以上が反対ではないということにな

ると思いますけれども、世論として賛同が得られていると言えるのではないかと、そんな

ふうに思っております。

それから、もう一つについては、今までの経過について、私なりに改めて見直してみて

も、平成１７年の準備会の設立のころからのことでございますが、改めて見直してみても、

現在まで必要な手順は踏んできていると、私はそのように思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 協議会で進めてきて、それが一時中断じゃなくて、ペーパー会議というよ

うなことを議長からも聞きましたが、何年かはそういう紙での会議というふうな、これは

継続というような形でやられてきて、ことしの３月あたりから少しずつというか、２月の

予算の中に入っていますから、幾らかのお金が入っています。ただ、その辺のところは私

どもも見落としてしまったわけですけれども、ナンバーの話が出てきて、結果が出てきた

のですから、せっかくのね、それはパブリックコメントを実施するということが大事だし、

自治会を通じて皆さんにお知らせするということも早い段階であってもいいんじゃないか

というふうに思うんですね。

それで、この流れの中で一番心配していることは、結果があってからご意見はと言われ

ても、もう決定したという段階の中でご意見はと言われるということが、事後承諾みたい

な感じがするんですね。自治会の決定は要らないかもしれないのですけれども、自治会に

流して、そこからこういうふうなことがありますよと、あるいは広報で流してこういう結

果が出ましたということはお知らせするべきじゃないのかと。申請する前にですね。

そして、もう一番大事なことなのですけれども、このナンバー申請があったと、こう順

番というのが大事なんですね。国交省だって、後から反対だという人が、私はやりたくな

いというような、そういう訴訟を起こした場合に、数が少ないからということもあるかも

しれませんけれども、その段階を踏んでいたのかということがあるんですね。一番大事だ

と思うのです。それで、協議会にも議長も参加しているということで、平形議員と要望書

を議長に出しました。国交省に要望したと。前橋ナンバー導入が決定した８月２日に各報
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道機関に報じましたと。しかし、本町議会では前橋ナンバーの決定までの過程の詳細が明

らかにされていません。要するに、アンケートの結果等が吉岡町の議会には報告はされて

いなかったということです。申請前にね。この辺のところはいかがですかね。ほかの、例

えば県レベルの議会になると大騒ぎになるというんですね、こういうのはね。要するに、

新聞報道で議会が初めて知るって大きなことですね。こういうことは一般的には何らかの、

大きなことですから、新聞報道の前に議会なりにお話をしていただくということが大事だ

と思うし、何かあったときにそういう経過を踏んでいるということが、私は政策決定の中

でちゃんとやりましたということを証明する一つの大きなあかしになるんじゃないかと思

うのですけれども、町長、いかがですか、その辺のところ。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 先ほどから申し上げているとおり、１７年、１８年からこの件については、

前橋のナンバーを導入すると、また参加するということは、そのときのいわゆる議会、も

ちろん区長、農業委員会、商工会、あらゆる団体の方に寄っていただきまして、ご当地ナ

ンバーに参加するということを決定して進めてきたというのが筋だと思っております。で

すから、それに従いまして、そのとき決められたことを、議員さん方、そしてまた我々執

行もそのような筋でずっと今まで継続してやってきたというのが事実でございます。

ですから、町民に説明しなかったとかなんだとかということではなく、筋は一つ一つ踏

んで今まで来たというのが実態ではないのかなというようには思っております。再三再四、

全員協議会の中でもいろんな面でこのことについてはご説明をしているというようにも思

っております。ですから、町民をないがしろにしたとか、そういったことは私はしなかっ

たということを確信していると思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 再三再四というふうな形は、要するに、準備期間の段階の中ではそういう

過程の中で自治会連合会長も出ていったということなのですが、それも今回も自治会連合

会長、あるいは農業委員会長、議長も含めて協議会に出ておりますが、その決定するとき

には、必ずアンケート調査をしますよ。反対があれば協議会でその決定はできませんから、

アンケート調査は大事ですよ、これはね。この件に関してだけれども、ある方に、名前は

出せませんけれども、話を聞きますと、何だい、前橋と群馬両方使えるんかいとか、アン

ケートを受けた方に聞きますと、まず前橋との合併の話ではありませんということで切り

込んできたと。その後、ナンバーについてご意見をお聞かせくださいというような話だっ

たらしいです。それは４月に前橋と吉岡の境のところで調査があったというふうなことで
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すが、やはりアンケート結果が大事だと思うんですよ。１５％の人が賛成できませんよと

言ったと。１０％とかね。あるいはわからないと言う人もいると。どっちかといえばいい

よと、賛成っていうのは半分ぐらいいるというような流れの中で、これはやはり明らかに

してパブリックコメントなり、こういう結果が出ましたと、前へ進んでいきますよという

ようなものが６月の広報なりに出てきて、そして申請という形が私はベストじゃなかった

かなというふうに思うのですけれども、その辺のところをもう一度確認したいのです。こ

の辺がベストではなかったかと思うのですけれども、新聞報道があればそれでいいのだと

いうふうに町長はお思いでしょうか。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 先ほどから申し上げているとおり、協議会で決定してもらうことをやって

いくことをご理解していただきたいと思います。ですから、このアンケートをとる、とら

ないを置いても、この協議会で決まって、前橋市は前橋市、吉岡は吉岡町で、お互いにア

ンケートをとりましょうということで、協議会に基づいて私たちは動いているというのが

実態でございます。ご理解いただきたいと思います。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 前橋市はいち早くホームページで掲載をしました。私も確認をしました。

そして、６月の私のほうの一般質問が終わった後に、吉岡町はホームページで、前橋市の

ホームページを張りつけるような形で、要するにそういうものが載ったわけですけれども、

どんどんどんどん新聞報道は進んでいくわけですが、再三再四じゃなくて、今いるその、

何ていうんですかね、議員がこの流れの中で、今回そのナンバーを決定する段階において、

こういった流れのことを知らなかったというふうな形で、この間も全協で再三再四じゃな

くて、１回だけですけれども、ご説明がございました。

私は、政策決定の中で、この手順をもう少し冷静に考えて、こういう流れでいろんなこ

とが決まってくるということでいいのかなということなのですが、総務政策課長なんかの

場合、その辺の流れというのはいかがですか。正しいのかどうかというか、理想的なのは

こうなんだと。しかし、今回こうやったら正解だったというふうな形、どうでしょうか。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 今回のご当地ナンバー、前橋ナンバーの導入に関しましての一定の手

順については、このとおりでよろしかったというふうに思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。
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〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 今、総務政策課長のほうから、そういう流れは正解だったというふうなこ

とをお聞きしました。私は正解ではないというふうに思います。もう少し丁寧な説明があ

っていいんじゃないかなというふうに思います。広報でこういうことが、アンケートが出

ましたよということをお知らせすると。その流れの中で申請があって、行動があって、そ

して決定があったという話になれば、反対する人も少しは気持ちが落ちつくんじゃないか

というふうに思います。ナンバーを、吉岡のナンバーを、群馬県のナンバーを吉岡に変え

るということは、大きな政策の変更だと思いますので、私は丁寧にやったほうがいいと思

います。総務政策課長と私の見解は違うわけですけれども。

次の質問に移ります。

このご当地ナンバー導入は、合併の布石じゃないかという、あのパンフレット、その前

のものをちょっと見せてもらったのですけれども、議長のところで、何か合併を前提とす

るような感じがとれるような、とれないようなというふうな感じがします。前橋に追随し

ていこうということなんだと思うが、実際には前橋とタッグを組んでいくということでパ

ンフレットはつくられているわけですけれども、町長の１期目のマニフェストには合併は

ありませんということを言いましたけれども、２００７年５月３１日の紙面で、群馬建設

新聞の中で、こんなことを町長は言っていますけれども、１期目のすぐですね、「前町長

が合併しないということで４年間が過ぎた。当時私は議長を務めていたが、合併推進派と

いう中において町長と対立し、議員からの賛同も得たという状況があった。現在も町を考

えたとき、合併については避けては通れないと思っている。実際に合併の話が出たときに、

町民の意向を把握して的確に判断していかないと乗りおくれてしまう。今すぐどこという

わけではなく、いろいろな条件が整い、そのときにスムーズに入っていけるよう、この４

年間でどこと合併してもよいような基盤を整える」と答えていますが、１期目の４年間が

過ぎて６年目の今です、前橋ナンバー導入になったのですけれども、これは布石ではない

ということを町長のほうからはっきりと言っていただきたいなというふうに思うんですね。

これは合併の布石ではございませんよね。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 全員協議会でも申し上げたとおり、ご当地ナンバーは市町村合併とは全く

別でございます。布石などとは全く考えておりません。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） インターネットというのは非常にそういった記事が残っているわけですね。
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その何ていうんですかね、写真入りの記事がひとり歩きしてもらっては困るなというふう

に思っています。それから、インターネットでよく使われる、吉岡町を紹介する、インタ

ーネットの百科事典があるのですけれども、その後ろのほうには、石関町長が合併をどう

のこうのということが書いてあるのです。それは勝手に入れられる問題ですからね。ただ、

もう一つは、合併の問題についてのその記事はまだ残って、写真入りで出ていますので、

その辺のところを誤解をしてしまう場合もあると思うので、今回のことをぱっと引いてみ

たら、そんなことが出ていたので気になったので、日本一人口の多い滝沢村の町長がこん

なことを言ったというんですね。鶏口となるも牛後となるなかれと。要するに、鶏の口と

なっても牛の後ろとはならないと。要するに、大きなものに従ってついていくよりも、例

え小さくても頭になったほうがいいぞというようなことを常々言ったというのですけれど

も、こういった考えで吉岡のリーダーの方が、合併の時期を、何ていうのですかね、そう

やって乗り越えたというふうなことだと思いますので、いろんな意味で、交付税の問題と

かいろんな意味で障害があるかもしれません。そういった意味で、いろんなところとタッ

グを組みながらやるという政策は私は間違いではないと思います。前橋と政策的にいろん

な意味で協議をして一緒に進んでいくということもあると思います。

前橋市は、今上武国道がどんどんこっちに来ています。吉岡のインターも使いたいんで

すね。あの上泉の工業団地、まだいっぱいあいているのです。いい企業がたくさん入って

いますけれども、まだいっぱいあいているんですね。そういった意味では、大きなその戦

略の一つとして、駒寄スマートインターの大型車乗り入れというのがあるのだから、そう

いった意味では吉岡とタッグを組んで何とかしていきたいというような気持ちがあるのか

なと思います。

そんなことで、前橋ナンバーが契機となってというような形で、一歩、少し進み過ぎる

と、どっちがどっちというようなことがわからなくなってしまう。牛後となるなかれとい

うふうな立場で町政を進めていただきたいなというふうに思います。

次の質問ですが、７億円以上の防災公園の計画ということで新聞には出ました。でかで

かと出ましたので、この間も少しずつ質問をしていっているわけですけれども、地域公園

として、この町政地域別座談会というのが、やはりインターネットでとれます。２１年、

２２年、膨大な数ですけれども、大体同じようなことが書かれております。こういったこ

とを最近はやらないのですが、質問分類でいきますと、いろんな内容がこの町政地域別座

談会で述べられております。総合計画について、ボートピアについて、新駅について、公

共交通について、いろんなことも言われていますが、道路整備がやはり１６件ということ

で非常に多い、１５３件中１６件と多い。公園については８件あります。やはり桃井城址

公園の整備というようなことで、そういう質問をされている方もおります。いろんな立場
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でやられているわけですけれども、やはり公園の維持経費についてというような形でご指

摘をしている方もございます。上野田公園についてはどうだというふうなことであります。

この桃井城址公園ですけれども、あそこはお城があったというイメージですね。ああ、

これはすごいなというふうに。ただ、お城といっても、この間ＮＨＫのテレビでやってい

ましたけれども、石垣を組んで強固なお城をつくったのは、織田信長が小牧城をつくった、

ここからスタートだそうです。それまではとりでみたいな土塁を固めて、何ていうんです

かね、塀をつくるというような、木の塀をつくるというような形で、なかなか残らないと

いうふうな、土塁が残る程度というような形らしいです。石垣を強固に組んだという、

我々のイメージからすると、そういうものではないということです。多分、石関町長さん

の住んでいる周辺で、一般的には住んでおられて、何かのときにそこに持ち上げるという

ふうな、そういう性格だったかなというふうに思います。

それで、もう一つその前の歴史を振り返ってみますと、５００年代に２回爆発、榛名山

の大噴火がありました。１回目が５００年、次が５００年代の中盤、６世紀の中ごろです。

壊滅状態に渋川周辺はなりました。それで、多分そこの人たちは避難をしてきたのだと思

いますが、そこにあった公園が、古墳が今あるというふうなことで、今調査があったわけ

ですけれども、その古墳の前方後円墳が６世紀の後半ということです。となると、６世紀

の初めから中盤に大噴火が起こって、今でいう未曽有の大災害が起こったわけです。大災

害が起こって、それをその５０年後にそのでっかい古墳を高塚とかあの辺につくっていく

わけですけれども、多分その前の古墳時代に小河川、滝沢だとかそういったところから、

今、野田用水ってありますけれども、このあたりから水をちょろちょろ引いてくると。標

高の高いところから管傾斜を利用して水を引き込んでいくというようなやり方をしていっ

て、わずかな水田をつくったと思うんですね。それで富を蓄えてきたわけだと思いますが、

一瞬にしてそれが消えると。それを３０年そこらの段階で、人の手によって復元して、そ

の新たなそこの農地を復元してきたというふうな歴史の中で、そこのリーダーの墓があそ

こに眠っているんですね。今大震災がありましたけれども、あれと同じぐらいの衝撃だっ

たと思います。要するに、大和のほうでは援軍を出すと。何が起こったのだということで、

何とも大きな力を持った人間がこちらのほうに応援に来たんじゃないかというふうな形跡

の見られる古墳もあるというふうなことであります。

その後、復興もどんどん遂げていく中で、あの周辺にはもう７世紀になれば、小さな古

墳がどんどんできて、そして八角形の部分が７世紀の後半にはできて、そして奈良時代を

迎えると。その中の大きな勢力に、この地域の人たちがなると。要するに、国分寺をつく

る北の大きな勢力がこの辺にあって、そこの中央とつながる大豪族がこの辺にあったんじ

ゃないかということが予想されるわけです。そういう中から桃井というものが、その木簡
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というものが６世紀、７世紀の後半に藤原京の跡地から、桃井の里というのが出てきてい

るわけですけれども、そういう歴史的なところを考えると、まさしくあそこは防災の記念

碑なんですね。そういった意味で、防災公園をそこにつくられるということなのですが、

ただ、そういうシンボル的なところでもあるわけです。史跡公園。そういう意味かなとい

うふうに私は思っているし、地域の方もそんなふうに思ったのかなと思うのですが、どん

どんどんどんそういったものが膨らんできて、７億円の防災機能を備えた公園になるとい

うふうなことなのですが、この辺を上野田公園以上の予算では厳しいんじゃないかという

ふうな意見も聞きます。その辺を率直に、この見直しとか、そういったものはあるのかど

うかお聞きしたいんですね。予算規模の見直しとか。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 歴史的観点をお聞きさせていただきました。私のほうからは、議員ご質問

の件につきまして答弁させていただきます。

桃井城址公園整備ということであれば、さきの東日本大震災前に計画ということではな

く、さかのぼれば第４次総合計画の主要プロジェクトにも位置づけ、その整備は望まれて

いました。しかし、公園整備には広大な土地と多額の費用を要することから、土地の取得

や財源など、事務レベル事業の可能性を模索してまいりましたが、なかなか具体的に進め

ることができませんでした。

しかし、一部に防災的要素を取り込めば、防衛補助事業で採択の可能性が出てきたこと

から、基本方針として「桃井城址の歴史性を損なうことなく、平常時は住民の憩いの場と

して、災害時には一時避難場所としての防災機能をあわせ持つ、南下城山防災公園として

整備し、安全・安心のまちづくりに資する」をコンセプトに、東日本大震災前に基本計画

を作成をいたしましたが、震災後もこのコンセプトは変更することなくきょうまで進めて

まいりました。今後も、町財政に多大な負担がかからないよう、コスト縮減に努め計画を

粛々と進めてまいりたいと考えております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） そこで、ちょっとお聞きしたいのですけれども、この間も一般会計の補正

予算の中で、桃井城址公園の用地取得費が出てまいりました。２億円、そして立木補償が

６，０００万円にちょっと欠けるというか、そういうものでありましたが、産業建設課長

にお聞きしたいのですけれども、用地取得費は幾らになるかということと、立木補償とい

うような形でこの間も出てきましたけれども、これは幾らぐらいになるのか、ちょっとお

聞きしたいんですね。よろしくお願いします。
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議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） この件については、担当課長から答弁させますけれども、２億円ではない

でしょう。１億３，０００何がし。それは間違っていると思うので訂正させていただきま

すが、この件については、担当課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） この南下城山防災公園の整備をするについて土地取得をしなければな

りませんが、この取得費に幾ら、そして今回一部補償のほうを上げさせていただいている

わけでございますが、今年度の土地取得に関しましては１億２，４５０万円として、補償、

立竹木、一部工作物もあるわけでございますが、それに約５５０万円の試算をしておりま

す。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） この調査というものは、調査費を計上しているわけですが、完成したとき

に、完成するときの金額は７億円であります。７億円ぐらいかかるというふうな話があっ

たわけですけれども、その中の用地取得費はどのくらいになって、立木補償といったもの

はどのくらいになるのかということをお聞きしたい。今年度じゃなくてね。そういう計画

があると思いますからお聞きしたいのですけれども、よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） この用地取得に関しましては、直近で単価でカウント、こういうこと

になっておりまして、現在のところ、試算はございますが、またこれは非常に流動的な部

分もありますので、何とも言えない部分もあるのですが、約３億ちょっとぐらいはかかる

だろうと思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） いろんな意味で移転費用とか、あるいは用地取得費で今の段階での状況で

いけば３億円ぐらいということですか。そういうことでいいのですか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） この事業費に幾らかと、ちょっと話は戻るのですが、７億、そういっ

たことはあくまでも試算ということで、私は７億プラスアルファぐらいですよと、非常に
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この事業に対しては流動的な部分もあるわけですね。そして、じゃあ７億ですと言われた

場合に、７億と、そういった固定観念を持たれてもちょっと困る面もございまして、そう

いったことであります。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） もう一度聞きますけれども、７億プラスアルファだということで、それは

総額は今わかるのですけれども、その根拠となった用地取得費だとか、そういう立木補償

というのは幾らになるかということをお聞きしたいのです。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） ちょっと確認させていただきますけれども、用地取得の根拠となった

……。（「違います。７億円の根拠ですね。なっているその用地代金」の声あり）

議 長（近藤 保君） ちょっと待ってください。お互いにやっちゃだめだから。金谷議員、どう

ぞ。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 要するに、７億円というプラスアルファの根拠となっているその地代、土

地の代金ですね。あと、その立木補償と言われている、この間言われたような、そういっ

たものが幾らぐらいになっているのかということです。そうでなければ７億円という数字

は出ませんから。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、事業費７億プラスアルファの根拠ということであると思い

ますけれども、用地費に先ほど申しました３億と、ちょっとこれも曖昧な言い方で大変恐

縮なのですが、３億プラスアルファぐらい、そして補償費に関しましては、８，０００か

ら９，０００万ぐらいと見ております。そして、残りの３億ちょっとを工事費ということ

で、合計７億プラス、また流動的な部分もありますのでアルファ、こういったことでご理

解願いたいと思います。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 大体わかってきたので、ありがとうございます。防災公園計画というのは

どんどんどんどんひとり歩きしていくわけで、大震災前の計画から大震災を経験した後、

産業建設課長さんは町長にこの計画に関してどういった助言をされたかという、その辺を

ちょっとお聞きしたいですね。要するに縮小したほうがいいのかとか、このままいきまし
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ょうとか、どっちかですけれども、どうでしょうか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 再三再四申し上げておるところでございますが、ここの桃井城址公園

は第４次総合計画に中央プロジェクトとして、今回の計画区域で定められていたわけです。

そして、この４次から今、５次総合計画がスタートしているわけでございますが、これを

５次総合計画に計上させるかどうか議論しまして、そしていろいろ、当然土地の取得等に

大分費用がかかるわけです。財源などを事務レベルでは検討していましたが、なかなか具

体的に進めることができなかったと。そんな中で、これも繰り返しになりますが、一部防

災的な要素を組み込めば、防衛補助事業として採択の可能性が出てきた、そんな中で始め

たことでありますので、区域としては変更は考えておりません。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 小池予算決算委員長のもとで、一昨年秋に、浜松市の防災公園の楊子公園

を視察いたしました。すばらしいものでありましたが、これは河川に隣接しているところ

でありまして、最後のほうの説明で、１０メートルの津波を想定すると機能を失うという

ふうな説明がありました。もう膨大なお金をかけて、そして大震災があったら、そこは何

ともしかすると使い道にならない。地域の人が集まると危ないところになってしまうとい

うふうな、そういう結論も一部あったということです。それ以下の地震津波ならば大丈夫

なのかもしれませんけれども、せっかく計画したものが、大震災によって根本的に考え方

が変わってくるということだと思います。

そういったものを見せてもらってよかったなと思うのですが、この榛名東麓、最近、集

中豪雨等、相当突発的な豪雨があったり、非常にそういう災害が出てきていました。ただ、

幸いにも地震についてはということなのですが、どんなことがあるかわかりません。もう

一つ未曾有と言われている、１，５００年前ぐらいには大きな噴火もあったということで

あります。いろんなものを想定したときに、この南下の住民は、何かあったときに私は八

幡のほうに行くんじゃないかなと。八幡グラウンド。あるいは北下の住民は明治小のほう

に集まるんじゃないかと。その後、陣場の人たちはどこに行くのだろうなと思ったら、田

中病院とか、鹿島のエレクトロニックの駐車場あたりが、最終的にみんなが集まって確認

するところなのかななんていうふうに思います。そんな感じを受けるんですね。

一時的な避難の場所なのか、２次的な避難の場所なのか、あるいはどういった場所を防

災機能として持っておられるのかということを町長にお聞きしたいのですが、いかがでし

ょうか。
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議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 私はいわゆる今回桃井城址の公園は、別に北下だ、南下だ、陣場だという

ような観点で私は物事を考えておりません。この文面の中に、北下、南下、陣場というの

が再三出てくるようですけれども、そういったことを考えているわけでは別にございませ

ん。避難するところはここですよということで町が指定するわけですけれども、その指定

の中に入るかと思います。ですから、今議員がおっしゃるように、一応下八幡の人は八幡

山のほうに来るんじゃないか、陣場の人は田中病院に行くんじゃないか、いわゆる北下の

人は学校に行くんじゃないか、それはそれぞれそれでいいと思います。だがしかし、そこ

のところに基本的なものを持って、いわゆるあの防災公園というのは、どこに避難しても、

そこから資料だとかいろんなものを運べるというような一つの起点を持った防災公園の一

番の基本を持った公園ではないかなというように私は思っております。

そういうことで、いわゆる北下、南下、陣場というだけの人が使うものではないという

ことを言わせていただければありがたいと思っております。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 多分石関町長さんは、もしかすると八幡山グラウンドは大きな戦力になる

んじゃないかなと、私は口には出さないけれども、何かそんな気がするんですよ。あの辺

なら役場に近いし、いろんな意味で何かの大きな拠点になるのかなというふうに思ってい

るんじゃないかと思うのです。それは口に出しては言わないと思いますけれども、町民も

意外にストレートに、素直に物事は考えているんですよ。ある意味で、この後もまた私の

ほうも質問を続けますけれども、縮小とか、どんな防災公園になるのかということを想定

しながら、じっくりと、まだ用地取得費もはっきりしたことも、概略は出てきましたけれ

ども、言われましたが、まだ時間がありますので、まだまだ少し考えてもらいたいなとい

うふうに思います。

例えばこの間も、体育協会の会長なり、小学校のＰＴＡ会長が、昨年のこの時期だと思

うのですけれども、請願を出されました。八幡山グラウンドの整備について思いがあって

請願を出して、議員は手を挙げたと。だけど、ぱっとふたをあけてみると、その辺の人の

気持ちは酌まなかったというか、事前に何ていうのかな、聴取を何回か繰り返す中で計画

が練られて、そしてというような感じではなさそうです。政策決定のときに再々言ってい

るのですけれども、桃井のところも、今度どんどんどんどん、いつ終わるかわからない、

どのくらいの上物があったらどうなのかわからないというような状況の中で、買収計画だ

け進むというようなことですが、地域の方々に意見を聞く、両者に意見を聞く、その中で
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図面を引いて、その図面を提示する。この防災公園計画についても、地域住民の説明会で

は、最初に図面がばんと出される。その前の段階で十分な住民の話し合いがあったのかど

うかということは、その辺はちょっとまた後の機会にお聞きしたいなというふうに思うの

ですが、政策決定の場合に、最初にいろんな意見が出てきます。そして、その地域の住民

の方を聞く中で図面が引かれる。

この間も、インターのその大型車乗り入れの地元説明会がありました。行って、みんな

がどんなふうになるんだって言うだけなんですよね。こうしてほしいっていうんじゃない

んですよね。こういう図面っていったって図面もなくって、ダブルゲート方式の説明がさ

れたわけだけれども、でもそれが申請されたかどうかは、住民には正式には知らされてい

ないと。

また、再度国交省にいろんな意味で申請する場合には、地元の意見を聞かなきゃならな

いから、そういうものを開くのかなというんじゃなくて、地元の人たちはどう考えている

のかということをまず集約し、それを図面に起こして、そしてそれを提示してもらいたい

なというふうに私は思うのですけれども、その過程は多分やったのだと思うのですけれど

も、私は議員じゃないですので、ちょっとその辺のことはわかりませんが、その当時は。

ひとつ政策決定というのは、非常に大切ですから、まだそういう考える余地があるならば

縮小と、一応上野田公園規模にお願いできないかなというふうに私は思います。

次の質問に移ります。

窓口業務ですけれども、今後パスポートをとるので、椅子に座っているのは２カ所ある

ようです。いろんな自治体を行政視察したときに、この間、阿見町、江戸川区、２つの役

所を見たときには、来庁者が座って対応していました。その辺のことを町民生活課のほう

ではどんなふうに捉えて、今度パスポートというと座るわけですけれども、その辺のとこ

ろを今後どんなふうにしていこうとしているのか、そういうムードがあるのかどうか。ち

ょっとお聞きしたいのですけれども。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

現在の来庁者の対応についての体制ですが、現在の各所属のいわゆる各課の、各室の個

別の対応での体制と、総合窓口による対応での体制があると思います。通常の対応は、各

所属のカウンター越しで立っての対応を基本としているのが今の現状です。このことは、

来庁者に対して短時間でスムーズな対応を目指しています。また、要件が相当時間がかか

るということになりますと、もちろんお待たせする場合のために、カウンターでの対応の

後に備えつけの椅子に腰かけてお待ちをしていただきます。
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これとは別に、個別案件としてプライバシーに配慮しての相談コーナーも数カ所設けて

あります。

１０月１日からパスポートの窓口が始まるわけですけれども、その件につきましては、

担当課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） パスポートコーナーとして、この１０月１日から、申請・受け取り等

の業務を開始いたします。このための対応として、ローカウンター、いわゆる低いカウン

ターで椅子に腰かけての対面による対応とする予定です。この目的は、申請、受け取り時

にその時間の中で確実に互いに確認し、その処理をするためです。

具体的には、申請のとき、申請書の各項目の確認を申請者、あるいは代理人と互いに確

認し、添付書類等の確認をし、後に発給されるパスポートの受け取りについての方法・手

続の伝達をします。

受け取り時、本人確認からパスポートのＩＣチップの動作確認、受け取り手数料支払い、

取り扱い等の確認後、交付します。

この一連の対応をするため、パスポートコーナーに限り、ローカウンターにより腰かけ

て対面式とする予定です。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 町民生活課長にちょっと聞きたいのですけれども、こういう流れというの

は、他の市町村でも座ってやるというような対応をするというような流れというのはある

のですか。私はそうしてほしいというんじゃなくて、立って簡単なものは簡単に済ませれ

ばいいのだけれども、年齢が、高齢者の方も多くなっていますので、座って全て対応して

いる自治体も出てきていますが、その辺の情報とか、その辺の何ていうかな、この流れと

いうのがあるのかどうかだけをお聞きしたいのです。

議 長（近藤 保君） 町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） パスポートコーナーに限ってもう既に実施している市町村、具体的に

は玉村町のほうに視察に行きまして、状況を確認し、これから実施する市町村のところに

も確認をし、どういう対応がいいかということで、今回このローカウンターで対面式で、

いわゆる椅子に腰をかけて対応するということを選ぶ予定です。

議 長（近藤 保君） 金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕
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２ 番（金谷重男君） 町民の一番近いところにいるのが、町民生活課です。そういった意味で、

私もこうしてほしいとは言いませんので、座して対応するそのパスポートからいろんなそ

の状況を見ながら、他の市町村を見て、座ってやるところもあるんだなというような、そ

ういうのがもし利点が出るようだったら提案していただきたいなというふうに思います。

その質問はそのくらいにしておきます。

もう一つ、町民生活の関係でいくと、食品トレイの回収方式ということで、やはり小池

予算決算委員長のもとで、新庄市の食品トレイの視察をしてまいりました。小学生がその

トレイを学校に持っていくというような、そういうものを見て、ああ、こういうのもある

んだなというようなことなのですが、食品トレイというのはどんなあれですかね、今課題

になっているかだけ教えてもらいたいのですけれども。食品トレイというのがごみの中で

どんな状況なのかということ、課題なのかということをお聞きしたいのです。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 食品トレイの件につきましては、担当課長より答弁させます。（「簡単に

お願いします」の声あり）

議 長（近藤 保君） 町民生活課長。

〔町民生活課長 守田 肇君発言〕

町民生活課長（守田 肇君） 簡単にということで、どこまで、山形県の新庄市の視察についての部

分でありまして、この資源のリサイクル、いわゆる環境に優しい循環型の社会を目指して

いるというふうに思います。この新庄市の、いわゆる新庄方式についてるる新庄市のホー

ムページ等を確認はいたしましたが、当町、また広域での取り組みについては、その計画

の中で現在のところはないということをお知らせさせていただきます。

議 長（近藤 保君） そろそろまとめに入ってください。金谷議員。

〔２番 金谷重男君発言〕

２ 番（金谷重男君） 産業政策についての質問があったのですけれども、これは次回に回させて

もらいたいなと思います。

今の食品トレイの問題なんかもそうなのですけれども、いいところがあったら、一生懸

命町のほうの事務方のトップの方はアンテナを一生懸命光らせてもらって、政策に提案し

ていただきたいなというふうに思っています。我々も行政視察して、行って見てきたとこ

ろを町の中にご提案したいということなのですが、一気に提案というわけにもいきません。

ですから、担当課長なり、あるいは事務方の方々が、そういった課題をどう捉えるかとい

うところから政策提言してもらうということも一つかというふうに思っています。よろし

く、いろいろ掘り下げながら勉強していただければなと、あるいは提案していただければ
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なというふうに思っています。

最後ですけれども、明治村と駒寄村が合併して３０年ということです。この間、議会だ

よりの最後のページを取材に行って、馬場前の助役さんから話を聞いて、ああ、３０年か

なというふうに思いました。今５８歳ですね。あと２年で還暦を迎えるわけです。たまた

ま私も吉岡中学の卒業生ですけれども、今６０です。役場の職員も、事務方の方も他町村

から来ている方もいると思うのですけれども、もう課長さんから下は、この吉中の第１回

世代なんですね。そういった意味では、また新しい町ができていくのかなというような、

そういうような気がします。第１回の卒業生の私たちには、これから吉岡が本当にまとま

って一つになるんだよなんていうことを、学校が一つになることによってということを聞

いておりました。壮年期を迎えるんじゃなくて、吉岡はこれから飛躍の時期を迎えるわけ

です。

他の市町村を見ますと、特色のあるところはたくさんあるのです。例えば４，５００人

ぐらいしかいない愛知県の飛島村というのが、もう財政指数が２．５５なんていう、そう

いう町でもあります。あるいは、私が調べてみたら、仙台周辺の利府町、大衡村、大和町、

富谷町なんていうのは、人口増加率は６．７、６．３とか７．１とか、そういう大きな飛

躍を遂げているんですね。

そういったところを横目で見ながら、真の自立のためにこれからも議論していきたいな

というふうに思っていますし、同世代の代表として今後も議会から吉岡の未来を発信して

いく覚悟を表明して、一般質問を終わりにしたいと思います。どうもありがとうございま

した。

議 長（近藤 保君） 以上をもちまして、金谷重男議員の一般質問が終わりました。

ここで休憩をとります。再開を１０時１５分といたします。

午前１０時００分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時１５分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議 長（近藤 保君） １０番小池春雄議員を指名します。小池議員。

〔１０番 小池春雄君登壇〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、通告に従いまして質問を行います。

まず、第１点目でありますけれども、再生可能エネルギー問題についてであります。

吉岡町も太陽光発電を昨年度から補助金を出しております。また、今年度も続けてきた

ところであります。そういう中におきまして、今年度吉岡町では再生可能エネルギーの策



159

定業務委託料ということで、再生可能エネルギービジョン策定業務委託として２５０万円

を予算計上いたしました。吉岡町に合った再生可能エネルギーは何があるのかを調査をす

るものというふうに理解をしておりますけれども、業務委託をする上では、吉岡町の考え

方、ポリシーがはっきりとしていないと、またこのことも業者にも伝わらないし、また住

民にもなかなか理解がしてもらえないというふうに考えております。

そういう中で、吉岡町がどういう考えに基づいて業務委託をして、そして今後、町がど

ういう町を、再生可能エネルギーという考えの中で、どういう町を目指しているのかにつ

いてお伺いをするものであります。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 再生可能エネルギー策定業務委託と現時点の状況ということで答弁をさせ

ていただきます。

地球温暖化対策や二酸化炭素削減問題を考えるとき、東日本大震災、福島第一原子力発

電の事故を大きく転換期に、再生可能エネルギーを求める声は一層強く叫ばれるようにな

りました。とりわけ原子力発電に頼らないエネルギーのあり方を考えなければならないと

感じております。

町にも、榛名山麓から流れ出す河川や水路、農業用水の貯水池、太陽光、風力、また地

中熱など、再生可能なエネルギー源はたくさん見当たります。しかし、何をどう、そして

どこから手がけていかなければならないか、将来の展望を示せない状況でもあります。

ただ、危険性を冒してまで、また新たに投資してまで、やみくもに飛びつくのは短絡的

過ぎるのではないかと思っております。

だからといって、このまま手をこまねいてはいられません。地域の特性を生かした、し

かも効率のよいエネルギーを探し、計画に沿って推進しなければならないと考えておりま

す。

今年度は、これらの課題を整理し、これからのエネルギー政策の展望を見通す意味から

も、エネルギービジョンを策定し、来年度以降、少しずつ実施に移していく必要がありま

す。

未利用資源をエネルギー活用の観点から総合的に把握し、地域の特性に合った再生可能

エネルギーを計画的かつ体系的に導入するため、基本的な指針となるような計画を策定し

ているところでございます。

策定の現状については、総務政策課長より補足答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕
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総務政策課長（森田 潔君） 県内業者の地域計画株式会社に７月１１日から来年２月の２１日まで

の期間で、委託金額１３１万２，０００円で業務委託をいたしました。現在、町の基礎デ

ータの収集、地域の特性を把握した上で、再生可能エネルギーの賦存量と、利用可能量の

データの収集を行っています。

現地での調査を実施し、課題を整理しているところですが、最終可能量を算出し、推進

できるものを絞っていきたいというふうに考えております。絞り込みができた段階で、庁

舎内の担当する部署の意見を聞き、委員会を設置し、さらに可能性を詰めていく予定で進

めているところであります。

具体的には、河川、水路、農業用水、水道施設、教育委員会関係の施設等の管理者に、

施設の利用が可能かどうか検討していきたいというふうに考えております。

現段階では、小水力発電、公共施設を利用した太陽光発電の可能性を、投資効果なども

含め研究していくことが課題となっております。災害時の非常用電源の確保、恒常的な維

持電力の補塡など問題提起の解決策を方向づけていきたいというふうに思っております。

計画の素案ができましたら、広く住民の意見を聞く機会も設けて、最終計画案を詰めて

いきたいというふうに考えているところでございます。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 私たちは議会の中で、ことし葛巻町に視察に行ってまいりました。これは

新エネルギーに対する、新エネルギーの宣言の町ということで、さまざまな角度で今いろ

んなその取り組みがなされているものをつぶさに見てきたわけでありますけれども、そう

いうようなことというのは、これからも大事になってくる。アンテナというのはすごく高

く張っていて、そういうものは自分たちがのみ込む中で対応していかなければならないと

いうふうに思っております。その分野については、まだ議員私たちも全く素人のようなも

のであります。しかし、行政を進めていく上では、これから将来を見据えたときに、今後

の町のあり方、このことによりまして、そこに住む住民が、そういう部分が進んだ自治体

に住んでいるか、おくれた自治体に住んでいるかによりまして、生活環境というものも大

きく変わってきます。また、意識も変わってきます。そういう上では、皆さんが情報をし

っかりと享受して、理解をして、そして広めていくということが大切ではないかというふ

うに考えております。

皆さんも日夜、ふだんの仕事の業務に追われていて、なかなか新しい分野に足を踏み出

すというのは、大変なことだというふうに思いますけれども、以前も、町長も太陽光発電

なんかでもそういう場所があったりすれば町でも考えたいと、なるべく町が全てやるんじ

ゃなくて、そういう場所があれば、そういう業者等を活用、活用というんですかね、誘致
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しながらも考えたいというようなことも言っておりました。

この考えというのはしっかり持って、私は葛巻町と同じように、新エネルギーをこれか

ら取り入れていくと、真剣にそれを考えて取り入れていくんだというような宣言とはいか

なくても、そのくらいの取り組みをすべきだというふうに思いますけれども、再生可能エ

ネルギーについてのこれからの、今後の決意というものがありましたら、お伺いをしたい

と思うのですけれども。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） これからのいわゆる再生エネルギーというのは本当に大事なことではない

かなと私も認識しております。町をちょっと回ってみますと、個人的に太陽を利用した施

設が吉岡町でも二、三できているのかなと。個人的にやっていただいておるのでしょうけ

れども、地域を言えば陣場地区、そしてまた漆原地区に２カ所できているのかなというこ

とで私も見て回っております。

そういった中におきましては、町もそういったことでいわゆる再生エネルギーというの

は、これからの町の施策の中にもしっかりと取り込んでいかなければならないなと私も認

識しております。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、再生可能エネルギーの中の今年度、地中熱空調システム導入調

査でも同じことが言えます。１８５万円ですか、を予算計上しまして、地中熱を活用し地

域の低炭素化を推進するための調査をするということで予算計上されておりました。この

件についても、現在町はどの程度のことを考えているのか、また調査次第で、まだはっき

りしていないのかもしれませんけれども、現在目指すものはどういうものか。地熱ですね。

地熱空調システム。

私もいろいろ調べてみましたら、簡易なものから大がかりなものまでいろいろあるよう

です。個人の住宅であったら、私たちもこれは葛巻町でも見てきました。１軒のうちの中

に、地中熱を利用した、要するに冷暖房、額も１００万円から２００万円ぐらいの間だっ

たというふうに思っています。それはその個人の中にそれを取りつけると、私たちが行っ

たころは寒い時期だったのですけれども、部屋の中はとても暖かくなっておりました。そ

れはその地中熱でした。地中熱でこんなにあったかいものかというふうに思いました。ま

た、ちょっと大きいものになりますと、こういう役場の庁舎とか文化センターとか、そう

いうところも地中の熱を利用しての冷房・暖房にも使えるんですね。

そういうことを行うと、今あちこちで試験は行われているようですけれども、５０％ぐ
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らい電気料なんかも削減できるなんていう報告も出ております。今後、今町が目指してい

るのは、町の施設に使うだけじゃなくて、こういうこともする地中熱というものがもっと

普及してくれば、今の太陽光発電と同じように、そういうものをつくるときには町が補助

金も考えていくというようなところまでの考えを持っての委託であるのか、そこら辺につ

いても答えていただければというふうに思います。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 群馬県が平成２２年度に調査した地中熱利用は、環境性にすぐれ本県に適

した空調システムであることが群馬県のほうで検証されているという話は聞いております。

吉岡町は、榛名山麓と利根川の地域に展開している標高１００メートルから９００メー

トルの傾斜地にあり、地下水が豊富であると思っております。よって、地中熱を効果的に

活用できると想定し、地下水の水量、熱量、水質などについてのボーリング調査を町では

実施しております。

節電、省エネルギー効果が高いとされる地中熱の利用ができないか、基礎資料を得るこ

とを目的に調査を今行っているところでもあります。

調査の詳細につきましては、総務政策課長より答弁させます。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） この調査につきましては、ＮＰＯ法人北関東山岳研究会に７月１０日

から来年２月末までの間で、委託金額１７９万５，５００円で委託をしました。既に公共

施設が集積する役場周辺で適所を選定し、直径１６５ミリの掘削口を深さ５０メートルま

でをボーリングして、揚水試験、地下水位、地盤調査の現地作業を終えたところです。こ

れからデータの分析をしていかなければなりませんけれども、現場の作業状況からは大量

の地下水が地下３３メートルぐらいにあり、期待が持てる地下水の状況ではないかという

ことを聞いております。

今後、施設の熱交換を有利に進め、空調システムに利用していければ、効率のよい循環

システムが考えられるのではないかというふうに思っております。公共施設や戸建て住宅

に利用していけないか調査を深めていきたいというふうに考えております。

試験口の選定地は、文化センターの北側の駐車場で、８月に実施をいたしました。老朽

化の進む文化センターの機械設備を改修する際に、地中熱を生かした改修計画の参考デー

タを確立しておきたいというふうに思っております。結果次第では、今後、調査のために

ボーリングした試験口をそのまま利用することも検討していきたいというふうに思ってお

ります。
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夏冷たく、冬暖かい地中熱を空調システムに利用できないか、可能性について調査の結

果をまとめる予定でございます。機会を捉えまして、調査の報告会を開催していく、こん

なことも計画しているところでございます。どうぞよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） わかりました。私も先日、文化センターの駐車場のところで掘削をしてい

る様子を見たので、もしかしたらと思っていたら、やはりそれがそうだったんですね。ぜ

ひとも、こういう時代にもなりましたし、本来、原発ができたことでそういうものに頼り

過ぎた部分があって、それにシフトし過ぎたという部分もあったのかもしれません。本来

の姿が自然、再生可能エネルギーの利用が本来の姿だったのだと、大きな授業料を払った

というんですかね、教訓を得て、こういうふうにまた大きく考えが変わってきたのだとい

うふうに思いますけれども、ぜひとも公共施設だけじゃなくて、町全体、できれば今後の

進め方によれば、個人の住宅がこれからはそういう地中熱を利用したような、取り入れて

いる住宅もできてくるかもしれません。そういう中にも、町が今までと違った視点からま

た一歩考えて進めていっていただきたいというふうに思っております。

続きまして、２点目でありますけれども、橋梁点検についてであります。

橋梁点検は前年度の繰り越し事業ですけれども、１０メートル以上で架橋が３０年以上

経過した橋梁が対象となりまして、吉岡町には４５の橋があるということであります。点

検業務委託は大丈夫なのか。さきの報道ではごらんになった方もいるかと思うのですけれ

ども、業者を委託して大丈夫だというふうに言われたものが、これはＮＨＫだったのです

けれども、専門家が見たら大丈夫だというふうに言われたのが、実際に調査したら全く大

丈夫じゃなかったと、危険な状態にあったというようなことが指摘をされておりました。

今回はそういう、１０メートル以上ということを対象にしたようでありますけれども、

吉岡町は大きいのは４５ですか、しかし小さいのはまたそれなりに相当な数があると思う

のですけれども、当然つくってから経過のたっている橋、これはまずどのぐらいあるか知

りませんけれども、調べていると思いますので、その数をわかっていたら知らせてくださ

い。

そして、またそういう、当然のことですけれども、長い橋もそうですけれども、小さい

橋の橋梁検査はどうなっているのかについてもお伺いをするものであります。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 橋梁点検の結果ということでありますが、昨年の１２月の山梨県の中央自

動車道笹子トンネルの事故におきましては、道路施設など社会インフラ老朽化の深刻な実
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態が改めて浮き彫りになったところでもあります。今後、全ての都道府県及び市町村にス

トック総点検の報告が求められていますが、吉岡町でも、管理する橋においては、道路利

用者及び第三者の被害を防止する観点から、橋梁本体の部材及び橋梁附属施設の損傷状態

を把握し、損傷等による落下及び崩壊・変形による道路利用者及び第三者被害の危険性の

判定をすることを目的に、道路ストック点検を実施中でもあります。点検の結果について

は、現在、点検を実施中でありますので、点検結果はまとまっていませんが、点検結果に

基づき、今年度、引き続き橋梁長寿命化策定計画に着手し、今後、計画的に補修・修繕を

していきたいと考えております。

橋、道路などの老朽化した社会インフラ整備、補修・修繕をすることにより長もちをさ

せることは、持続可能で豊かな社会を実現する上で大切なことだと思っております。

詳細につきましては、担当課長より補足答弁させます。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） それでは、橋梁の長寿命化に基づく点検及び道路ストック総点検に伴

う業務についてでありますが、これにつきましては、専門的な知識と一定の点検水準や成

果品等の作成基準を統一する必要があることから、群馬県の建設技術センターで県内市町

村を取りまとめた中で、その結果、県内２５市町村が本業務について、統一して実施して

いる状況でございます。

まず、橋梁点検のその内容でありますが、点検実施の橋梁数は、今回発注に伴いまして

検討いたしまして、小池議員、４５橋、それでということで説明させていただいたわけな

のですが、今回、合計５２橋でございます。

点検対象の橋梁につきましては、橋梁点検とあわせて幹線道路を中心に、路面の損傷等

の舗装点検もあわせてしております。舗装点検路線に架設されている橋梁は、原則点検の

対象となっておりまして、これにつきましては橋長１０メートル以上とか、そういうもの

にこだわることなく、短いやつもあるわけで、そういったものも点検の対象と今回してお

ります。

主なその点検の箇所でありますが、桁の端部や支承部、橋面、高欄、地覆等の損傷度等

の点検をしております。具体的には、鋼部材につきましては、著しい腐食や亀裂・緩み等、

コンクリートの部材については、浮きや剝離、ひび割れ等であります。そして、この点検

結果に基づき、長寿命化を図るための基本的な対応方針、対策工法を策定して補修提案を

するものでございます。

先ほど町長より答弁させていただいたところでありますが、今年度、引き続きこの橋梁

の長寿命化策定計画に着手いたしまして、今後計画的に補修・修繕をしていきたいと考え
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ております。また、あわせて危険性ありと異常が判定された場合には、可能な限りの応急

措置を実施するなど当面の被害防止措置も講じていきたいと考えています。

今回の点検、そしてその結果に基づく対策は、議員さんも言われるとおり、見落としが

あってはならないし、また適切に行わなければならないと思っております。引き続き長寿

命化策定計画を立てていくわけでございますが、安全性の確保には十分に注意を図りたい

と考えております。よろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 今の回答の中では、先ほどの質問の中で、小さい橋も含めるとどのくらい

ありますか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 現在管理しております橋梁数は１３６橋ございます。そのうちの６橋

につきましては、さきの高崎渋川バイパスの開通に伴いまして、旧道の県道高崎渋川線が

一部町道移管ということになったわけですが、そこに６橋ございます。このうちの６橋が。

この６橋につきましては、移管に伴いまして、全てこういったものは対応済みでございま

す。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 先ほど橋梁点検の中で、４５じゃなくて五十幾つかと言いましたね。要す

るに１０メートルを超したと、個数ということですよね。全部足すと１３６あるというこ

とで、そうしますと、まだ１００ぐらいは小さい橋があるということですよね。じゃあこ

の小さい橋の点検はどうするのかということが問題になってくると思います。小さい橋で

も当然、事があれば、町の責任というのは免れません。これについても調査をする必要が

あるというふうに思います。恐らくその中には、もう相当昔にできた橋もあろうかと思い

ます。これも点検して直すべきところがあれば直さなきゃならない橋もあるでしょう。ま

た、危険であれば撤去しなければならない橋もあるでしょう。それらについて、今後の考

え方をお伺いします。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 今回の橋梁点検につきましては、主に利用者の多い幹線道路を中心に、

今回の橋梁点検とあわせて舗装点検のほうもしておるわけであります。道路の点検をして

いきながら、そこにかかっている橋を点検しないと、これは整合性がないので、当然これ
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は先ほども申しましたとおり、１０メートルぐらいの橋も数多くあります、こういった幹

線道路には。そういったものもあわせて今回点検して、橋長に関係なく点検しておるわけ

なのですが、議員ご質問の、そういった、今回の点検から漏れた、いわゆる漏れたという

ことだと思うのですけれども、それについても議員言われるとおり、今回は幹線道路を中

心の橋ということでございますが、これも適時、当然やっていかなければならないと。ま

た、日常の管理のほうもやっていかなければならないと考えております。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 漏れたというのか、外したというか、ぜひ、今回の調査から、それは外し

ておいたという橋だと思うんですよ。でも、これも当然やらなければならないことですよ

ね。今回の、今年度のは終わりでしょうから、次年度においては、そうであれば、今回対

象としなかったその小さな橋も、どんな橋でも一応点検をすると。点検するとふぐあいが

必ず見つかるから直さなきゃならないから見ないようにしておくんだか、そんなことはな

いと思うのですけれども、でもこれは、今年度一定の大きさの橋をしたら、その次年度で

は小さい橋も一通り点検をしておくということが必要だと思いますけれども、次年度その

ような考えはございますか。

議 長（近藤 保君） 栗田産業建設課長。

〔産業建設課長 栗田一俊君発言〕

産業建設課長（栗田一俊君） 橋梁、それはもちろんでありますが、道路法に基づき管理する限りは、

当然維持管理ということが生じてくるわけでございまして、何かあれば瑕疵が生じると、

そういった中で、次年度以降もそういったことは、今回点検の対象とならなかった橋梁に

つきましてもやっていきたいと考えております。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 考えながら、やっとどうしたらいいのかというような考えの中でも、やっ

ていきたいということでありますから、ぜひ安全のための調査でございますので、実施を

していただきたいというふうに思っております。

続きまして、３点目の問題でございます。職員給与問題であります。

昨日も質問が出ておりました。今回のこの給与の削減という問題は、震災復興の予算確

保のために、国家公務員の給料引き下げ、それを復興予算に充てる、このような名目で国

家公務員の給与の引き下げが行われました。しかし、結果はどうだったでしょうか。復興

予算が復興と関係ないところに充てられ、社会のひんしゅくを買い大きな問題となってお

ります。国が給与を引き下げたのだから、県、市町村もそれに従え、さもなくば交付税を
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減らすとおどしをかける、このようなやり方は地方自治の否定でありまして、到底納得で

きることではありません。このような国のやり方に対し、しっかりと自治体の長として、

国に対してこびへつらうことなく職員の生活を守ったことに対しては私は敬意を表したい

と思います。

しかし、ただ無条件で決断をしたとは思っておりません。職員に対しましてノルマを課

すとか、また何らかの努力義務も課したというふうにしか思えません。その辺ではどのよ

うなことがなって、そして今回町長が賃下げを行わない決断をしたかということに対して

の町長の考えをお尋ねをするものであります。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 昨日も議員が言われるように、同じ問題の質問がございました。重複する

部分があろうかと思いますけれども、ご了承いただきたいと思います。

公務員の給与は、民間給与と比較して人事院並びに人事委員会の勧告に基づき決められ

るものだと思っております。吉岡町の職員の給与水準は、国を１００としたとき、９６．

５と決して高いものではありません。国の要請は、自治体の状況によるものとしながらも、

削減を職員の給料・手当、特別職給与、議員の報酬、非常勤特別職の報酬の削減を迫るも

ので、地方自治の根底を揺るがすものと、基本的には理解しがたいものがあります。

吉岡町の職員数は、類似団体と比較すると全国一少ない団体であり、人員の削減や指定

管理者制度、民間委託、業務の電算化などに早くから推進しており、その成果を生み出し

ています。また、集中改革プランに沿って、平成１９年には機構改革を実施し、課長職を

従来の１７課長制から現在の９課制に変更するなど、職員にはかなりの負担をお願いをし

ております。

また、吉岡町は、県内数少ない人口増加市町村のうち、最も伸び率が高く、特徴的な都

市近郊の町です。地方分権改革により事務量が増大する中、地域住民からの要望も複雑多

岐にわたっています。職員には引き続き適正な業務執行の努力をお願いしたいと考えてお

ります。

国の一方的なやり方で、地方交付税を減額して交付し、減額された分は職員の給与を削

減して対応するよう迫るものだと思っております。こうした措置による影響は、町の試算

で約３，７８０万円程度ですが、地域の元気づくり推進費、約２，２５０万円の措置が見

込まれますので、実質的には１，５２０万円程度の削減になると試算をしております。

実質的な交付税の減少を埋めていくには、住民サービスを低下させることなく、無駄を

省いて経費削減に努力していかなければなりません。これは、今年度中に限ったものでは

なく、長期にわたって取り組む課題であって、一時的に職員の給与を削減して捻出すべき
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ものではないと考えております。

職員には、さらに削減に取り組んでいただくように、職員組合と協議を重ねてきたとこ

ろでもあります。職員組合に、１人当たり年額６，０００円の福利厚生費のうち、健康増

進や家族慰安に対する補助金の廃止をお願いし、組合からも「やむなし」との回答を得た

ところでもあります。そして、時間外勤務手当の削減も一層図り、ノー残業デーの拡大に

よる職員の健康維持管理やリフレッシュに充ててほしい旨を求めてきました。また、職員

組合では、再利用可能な資源、例えば段ボール・古紙・古新聞等を回収し、売却していく

ことも継続的に取り組むことを提案をしております。

こうした現状を総合的に判断し、引き下げは行わないことを決意したところでもあり、

苦渋の決断でもありました。どうかご理解のほどをお願い申し上げます。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 私は十分に理解はしておりまして、職員が仕事をやる気を、やっぱり給料

が下げられてやる気を失うということが、やはり一番怖いことなんですよね。人は褒めら

れれば一生懸命仕事もします。そういう中で、下げられたのだから、仕事はもうこのくら

いでいいやという考えになっちゃうと思うんですよね。そういう中で、波風があるけれど

も、町長本人が、俺が受けて立つという中で、職員の生活は守るよという決断をしたのだ

というふうに思います。そうなれば、当然それに報いなければ、職員もならないというふ

うに思います。町長にその職員の気持ちはどうだなんていうことは聞こうと思っても、そ

れは職員ですから、町長から聞くことはできませんけれども、恐らく職員はそういう気持

ちでいると思います。何らかの形でそれに応えなければならない、私はこのことが一番大

事だというふうに思っております。その姿勢というものは、そこで職員が働いているうち

は、ずっとそういう考えというのは継続します。

しかし、減らされたりすると、それはずっと残ります。そういう職員をおだてながら上

手に気持ちを持ち上げさせて、モチベーションを上げて仕事にかかってもらうということ

が今一番大事なときだというふうに思っております。そういう中においての町長の決断と

いうものは、私は立派な決断だったというふうに思っております。ここに出ておりますの

は、管理職の皆さんですから、その管理職の皆さんには一職員としての質問というふうに

はいきませんので、あえて聞きはしませんけれども、それぞれそういう形で、町長が苦渋

の選択の中で決断したということでありますので、管理職の皆さんはそのことを十分理解

して、やはり自分の部下にいる職員に対しましても、その意思というものがはっきり伝わ

るように皆さんが指導する立場にあると思います。皆さんが指導する立場にあると思いま

す。だからしっかりやってくれということが大事なんですよね。
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今後、それぞれがそういう問題意識を持って、住民のために一生懸命やるんだというこ

とを、町長が言ったことを、今度は課長それぞれがその下にいる職員に伝えていかなけれ

ばならないというふうに思っております。このことは今後の職員のやる気に大変つながっ

ていきますので、評価するものは評価して、このことをこれだけで終わらないで、そうい

うふうな形でぜひとも皆さんが考え得ることで町に貢献をしていただきたいというふうに

思います。

続きまして、この給与問題の２番目に移ります。嘱託職員、臨時職員の時給の値上げの

検討をお願いをするものであります。

以前にも指摘をしておりますけれども、役場職員のおよそ半数近くが嘱託職員、あるい

は臨時職員です。時間給にしてもわずかです。同一労働、同一賃金は世界では常識となっ

ております。一生懸命に働く人たちが報われる社会でなければなりません。官製ワーキン

グプアなんてとんでもありません。張り合いの持てる賃金にすべきだというふうに思って

おります。現在、町の臨時職員の給与は時給８１０円ですよね。８１０円では、これでは

一生懸命どれだけ働いても、全く不十分な賃金であるということは、これは明らかであり

ます。

群馬県の最低賃金がこれだからこの程度でいいんだという考えじゃなくて、やはり同一

賃金、同一労働ということを基本に据えて、そこまで一気に持っていくことはできません

けれども、例えわずかでも持っていく努力というものは私は大事ではないかというふうに

思っております。これについての町長の見解を問うものであります。

議 長（近藤 保君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 答弁させていただきます。

嘱託職員の賃金は、公務員の給与表を適用し、勤務体系により定めていますので、給与

表の改定に沿って見直しております。また、今後も同様に対応していきたいと考えており

ます。

臨時職員の時給額は、職種に応じて町が定めております。例えば今年度の一般事務職は

時給８１０円となっています。厚生労働省では最低賃金が見直されました。群馬県におい

ても、群馬県地方最低賃金審査会の答申では、１１円引き上げて７０７円とするよう群馬

労働局長に答申をいたしました。引き上げ率は１．５８％です。こうした背景から、吉岡

町の臨時職員の時給額を見直し、平成２６年度から引き上げを予定していきたいと考えて

おります。引き上げ幅は、最低賃金の引き上げ幅相当にしていきたいとも思っております。

来年度の当初予算には新単価での措置を周知していく予定であります。ご理解をいただき

たいと思います。
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議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 群馬県、県からの中での臨時職員の時給というのはどういうふうになって

おりますか。ちょっと恐らく町も持っていると思うのですけれども、幅もあろうかと思う

のですけれども、県でやったり、それぞれの市町村にばらつきがあると思いますけれども、

わかっていたらお知らせください。

議 長（近藤 保君） 森田総務政策課長。

〔総務政策課長 森田 潔君発言〕

総務政策課長（森田 潔君） 臨時職員の賃金ですけれども、これは職種に応じていろんな時給単価

を設定をしております。それは県内市町村、各市町村、皆まちまちに決められているわけ

ですけれども、吉岡町でも一般事務職員が時給８１０円ですけれども、保健師、あるいは

介護、または学校関係、それぞれの職場においてそれぞれの単価を設定しております。吉

岡町の一般事務職８１０円は決して他市町村と比較しても安いものではないと思っており

ますし、またかといって高いというほどではないと思っております。これは今まで積み重

ねてきました賃金体系、これを踏襲しつつ今回の最低賃金の引き上げ、こういったものに

伴って、来年度以降の賃金を設定していきたいと思っています。また、その際、近隣市町

村との比較、こういったものも十分あわせて行っていきたいというふうに思っております。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） 私は安ければ安いほどいいんだという考えは全く持っていません。自治体

労働者ですから、どう見ても生活に足りないような賃金じゃなくて、さりとて生活に十分

な臨時職員の賃金というわけにはいきませんけれども、少なくても県内の上位にいると、

またボーナスのような、自治体によって年間に１カ月ぐらいボーナスみたいな形で出すよ

うなところもあるようであります。しかし、吉岡町はそれも出していません。出していな

いのであれば、それに見合うような賃金を支払ってもいいのではないかというふうに思い

ます。払っている側も、いや、うちはこれだけ払っているんだよというぐらい自信の持て

る賃金を払うべきだというふうに思います。町長、それぞれ役場の中に、庁舎の中にも、

この人が嘱託で、この人が正規だか、なかなかその見分けがつかないほどいると思うので

すけれども、どの人をとってもみんな町の、臨時であれ正規であれ町の職員ですから、そ

の中の長として、町長として恥ずかしくない程度の賃金をぜひとも支払っていただきたい

というふうに思いますけれども、町長の決意をお伺いいたします。町長が恥ずかしくない

程度の賃金ですよ。

議 長（近藤 保君） 石関町長。
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〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） どの程度が恥ずかしくないのかなという、ちょっとご理解できないのです

けれども、来年度からこういったことで改正をしていくというようなことに相なれば、近

隣市町村、本当にいろんな面でよく調査しながらしていきたいというように思っておりま

す。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、近隣市町村の、周りを見ることも大事です。そういう中で、本

当に、よそと比べても決して劣ることなく、吉岡町は大したものだと言えるほどの臨時職

員、嘱託職員の賃金をぜひとも考えていただきたいということを強く要望をしておきます。

それでは、最後になります４点目でありますけれども、学校給食での地産地消の取り組

みについてお伺いをするものであります。

これまでも地産地消の取り組みは行ってきたと思います。できる限り生産者と協力し合

い、常日ごろ努力は続けていかなければならないというふうに思っておりますけれども、

現在の取り組みの現状と課題についてお尋ねをするものであります。

議 長（近藤 保君） 教育長。

〔教育長 大沢 清君登壇〕

教 育 長（大沢 清君） それでは、学校給食の食材に関しまして、地元産の使用状況と、それから

今後における課題等につきましてご質問をいただいておりますので、私のほうから答弁を

させていただきます。

地元の農産品の納入先でございますけれども、道の駅よしおか温泉出荷組合と、それか

らＪＡ北群渋川から主に納入をさせていただいております。

その食材の品目と数量等でございます。それから、地場産の使用割合につきましては、

後ほどまた事務局長のほうから補足をさせます。

温泉出荷組合とＪＡ北群渋川から仕入れるに当たりましての課題でございますけれども、

温泉出荷組合からの仕入れにおきましては、組合から生産農家のほうに指示を出しまして、

品目によりましては、一つの農家ではなかなかそろわないというようなことでございます

ものですから、複数の農家から同時に納入される、そんなこともございます。そうしたと

きは規格がふぞろいと、そんなこともありますので、場合によっては下ごしらえに時間が

かかると、そういった課題もある、そんなことも伺っております。

ＪＡからの納入に当たりましては、とりたてて特に問題があるわけではございませんけ

れども、駒寄支所裏の野菜センターで集荷されたものが納品されるということになります

ので、場合によっては近隣の市町村で収穫されたものもある、そんなふうに考えておりま
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す。

今後も引き続きまして、できるだけ多くの食材を地場産の新鮮で安全なものを給食とし

て提供できるよう、出荷組合、それからＪＡ等に要請してまいりたいと、このように考え

ております。

以下、数量的なものにつきましては、事務局長から補足をさせます。

議 長（近藤 保君） 大澤教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 大澤弘幸君発言〕

教育委員会事務局長（大澤弘幸君） ただいま教育長からの答弁にありましたように、道の駅よしお

か温泉出荷組合やＪＡから地場産野菜を納入していただいておりまして、平成２４年度の

実績では、キャベツ２，１３７キロ、地場産割合２８．２５％、タマネギ３，２９０キロ、

地場産割合２６．０９％、ニラ６９キロ、地場産割合２９．７４％、ジャガイモ７１１キ

ロ、地場産割合２０．１１％、ネギ１，９３５キロ、地場産割合９２．３６％、マイタケ

４４．７キロ、地場産割合１００％、チンゲンサイ２４４キロ、地場産割合８７．４６％、

大根１，４７８キロ、地場産割合３４．３４％、白菜７５１キロ、地場産割合４０．４

６％、そのほかカブ、コマツナ、シメジ、ツミナ、キュウリ、エノキなどを納入していた

だいております。合計いたしますと、地場産野菜の数量は１万１，３９１．７キロ、地場

産割合は３９．８９％ということで、約４割が地場産野菜となっております。

今後も引き続き地場産野菜を使用し、地産地消に努めてまいりたいと考えております。

どうぞよろしくお願いいたします。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） ありがとうございました。ぜひとも、これは食育基本法というものが平成

１７年に策定をされまして、それに基づいてその拍車がかかってきています。こういうこ

とがどんどん進んできているわけなのですけれども、ぜひとも学校給食、地産地消、その

推進委員会というようなものを、そういう組織をつくり上げて、推進委員会ね、そしてそ

の中で推進計画をつくって、またその推進委員会のようなものをつくって、そしてその学

校と生産者、ＪＡがあったり、生産者団体ですね、そういうところとそういう組織をつく

って、これから今後、計画的な取り入れ方法のようなものがやっていけるといいのではな

いかというふうに考えておりますけれども、どの辺までできるかはわかりませんけれども、

教育長、どうですかね、その辺も考えてみますか。ぜひお願いしたいと思うのですけれど

も。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕
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教 育 長（大沢 清君） 推進委員会はどうかという、こういうご提案かというように思うのですけ

れども、給食センターの運営に当たりましては、給食センターの運営委員会がございます。

その中にまた献立部会等もございますので、そういったことでまたそちらのほうで検討さ

せていただければというふうに思っております。

以上です。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） ですから、その献立部会がありますよね。それと、恐らくそれも一体とな

って、その中に生産者が入ってきて、生産者、その後、農協でもいいんですよね、そうい

う生産者が入ってきて、それで一緒に考えると。筋立てができても、今度はその献立をつ

くって、またその調理加工をするほうの人が、そのことが、いや、面倒だとか、いろいろ

なことが出てきますから、そこのすり合わせは大事だと思いますので、ぜひそういうもの

を利用しながら進めていっていただきたいというふうに思います。

それから、２番目の問題でございますけれども、学校給食の中で、私がちょっと感じた

のは、以前、文教委員のときに、学校給食の試食会がありまして、試食を、食べてきまし

た。そして、またその週の献立であったり、月のその献立も見てまいりました。そういう

中において気がついたのは、既製品が多いような感じもしたのです。それは既製品と言え

るか、加工品であったり、半加工品、手づくりですね。同じ給食でも手をかけたか、かけ

なかったかの割合がありますけれども、でもどういう出し方をしても、みんな学校給食な

んですよね。でも、その中に手をかけていく必要があるわけですよ。そのことが、安く仕

上げれば全く手がかかっていない。加工品、既製品、半加工品にどんどん移っていっちゃ

う。手づくりが減っていっちゃうんですよね。

しかし、それですと不十分なわけです。やはりどれだけ給食に短い、限られた時間であ

りますけれども、手をかけて給食をできるか、それには人の配置も必要です。でも、安く

上げるためには人を省いて、そうすると加工品が大きくなっちゃっていますけれども、質

問に出しておきましたけれども、１０年前、２０年前と比べて、現在はどうなっているか。

そして、今後はどんなふうに取り組んでいきたいというふうに思っているか、その辺につ

いてお尋ねをするものであります。

議 長（近藤 保君） 大沢教育長。

〔教育長 大沢 清君発言〕

教 育 長（大沢 清君） では、お答えさせていただきたいというふうに思います。

多分私たちの家庭でも、食生活につきましては年々変化をしてきているかというふうに

思っております。給食センターにおきましても、１０年前、それから２０年前、それぞれ
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多少は変化を、その年に合わせて変化もしてきている、そんなふうに考えております。

基本的には、１０年前も２０年前も、主食につきましては、パン類ですとか、米、それ

から麺類でありまして、それにおかずにフライですとか煮物など、あるいは汁物、牛乳、

デザートといったスタイルそのものには大きな変化はないというふうに思っておりますけ

れども、おかず、あるいは副食など、デザート類については、献立は時代とともに多少は

変化をさせてきている、そんなふうに思っております。

それと、調理方法でございますけれども、平成８年ごろになるかというふうに思います

けれども、全国的にＯ－１５７、これが大分発生して、感染問題が発生したと、そんなこ

とから衛生管理に関する基準が大変厳しくなっている、そんなこともございまして、例え

ば家庭では普通に食べている生野菜、これにつきましても、給食では一度ボイルをして、

それからまた真空冷却機ですか、そういったもので冷やしてから提供すると、そんなこと

もしております。

それから、肉類などにつきましても、あらかじめ下味をつけると、こういうことができ

なくなりまして、そういった調理方法はとれなくなっていると、そんなこともございます

ので、決められた工程である程度調理をして、それで衛生基準を遵守して子供たちに提供

すると、そんなこともございます。そうしたこともあるわけでございます。

そういった中で、何よりもまず安全を第一とすると、それに心がけておりまして、そん

な中ではございますけれども、栄養士が工夫を凝らして、できるだけ手づくりの味を子供

たちに届けると、そんな努力もしておるところでございます。

これからも、安全、それから安心を第一としながらも、時代とともに多少は変わってい

くかというふうに思いますけれども、そういった食生活にも対応したメニューを取り入れ

て、できるだけおいしい給食の提供に心がけてまいりたいと、そんなふうに考えておりま

す。

以上でございます。

議 長（近藤 保君） 小池議員。

〔１０番 小池春雄君発言〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、ぜひとも学校給食につきましては、それは当然、安全・安心が

第一であります。そういう中におきまして、しかしその中に手づくりに心がけていってい

ただきたいということを重ねてお願いを申し上げて、質問を終わります。ありがとうござ

いました。

議 長（近藤 保君） 以上をもちまして、小池春雄議員の一般質問が終わりました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 発議第３号の撤回請求について
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議 長（近藤 保君） 日程第２、発議第３号の撤回請求についてを議題といたします。

お手元に配付してあります事件の撤回請求をごらんいただきたいと思います。

この件の撤回理由は記載のとおりであります。

お諮りします。

ただいま議題となっております発議第３号の撤回請求については、許可することにご異

議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、発議第３号の撤回請求については、許可することに決定しました。

ここで休憩とします。

執行の皆さんには、本日、これにて退席を願います。ご苦労さまでございました。

議会運営委員の方は、直ちに全員協議会室へお集まりください。

議運の委員以外の議会の皆様は、会議の再開を追ってご案内いたしますので、控室で待

機願います。以上です。

午前１１時１６分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１１時３６分再開

議 長（近藤 保君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

追加日程第１ 発議第４号 道州制導入に断固反対する意見書

議 長（近藤 保君） ここで日程を追加し、追加日程第１、発議第４号 道州制導入に断固反対

する意見書を議題とします。

発議者に提案理由の説明を求めます。小池議員。

〔１０番 小池春雄君登壇〕

１ ０ 番（小池春雄君） それでは、説明をいたします。

この発議提案の理由は、この発議は、添付の意見書に記載してあるとおり、平成２０年

の全国町村会議長会での総意に基づき、本年４月に道州制の導入には反対として緊急声明

を行っております。昨年誕生した安倍政権は、今国会に道州制推進基本法を提出しようと

しており、この道州制の必要性も内容も曖昧のまま、その大枠を確立しようとしています。

地域の実態や住民の意向を鑑みることなく、市町村の再編を強いることになれば、我が国

にとって重要な役割を果たしてきた多くの市町村の自治は衰退の一途をたどり、ひいては

国の崩壊につながることになり、道州制の実態も見えないまま道州制が導入されかねない

と強く懸念されることであります。
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よって、意見書を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、内閣官房長官、

総務大臣道州制担当大臣に宛て、意見書を提出するものであります。

先ほど発議３号の撤回を皆さんに了承していただきまして、発議４号として再提出をす

るものであります。よろしくお願いします。

議 長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。ご苦労さまでした。

ただいま議題となっております発議第４号は、総務常任委員会に付託いたします。

これをもちまして、一般質問と議事は全て終了しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会

議 長（近藤 保君） 本日はこれをもって散会いたします。

ご苦労さまでした。

午前１１時３９分散会
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平成２５年第３回吉岡町議会定例会会議録第４号

平成２５年９月２０日（金曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第４号

平成２５年９月２０日（金曜日）午前８時５９分開議

日程第 １ 委員会議案審査報告（総務・文教厚生・産業建設 ３常任委員長報告・報告に対する質

疑）

（報告・質疑）

日程第 ２ 議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ３ 議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定

（討論・表決）

日程第 ４ 議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ５ 議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ６ 議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ７ 議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ８ 議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例

（討論・表決）

日程第 ９ 委員会議案審査報告（予算決算常任委員長報告・報告に対する質疑）

（報告・質疑）

日程第１０ 議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について

（討論・表決）

日程第１１ 議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について

（討論・表決）

日程第１２ 議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（討論・表決）

日程第１３ 議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （討論・表決）
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日程第１４ 議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て （討論・表決）

日程第１５ 議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について （討論・表決）

日程第１６ 議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

（討論・表決）

日程第１７ 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて （討論・表決）

日程第１８ 議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金による処分及び決

算認定について （討論・表決）

日程第１９ 議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

（討論・表決）

日程第２０ 議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２１ 議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２２ 議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２３ 議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２４ 議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２５ 議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２６ 議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）

（討論・表決）

日程第２７ 同意第 ４号 吉岡町教育委員会委員の任命について

（討論・表決）

日程第２８ 発議第 ４号 道州制導入に断固反対する意見書

（討論・表決）

日程第２９ 請願審査報告（文教厚生常任委員長報告・同報告に対する質疑）

（報告・質疑）

日程第３０ 陳情第 ３号 「社会の支え手」を実践するシルバー人材センターへの支援の要望
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（討論・表決）

日程第３１ 請願第 ５号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１４年度政

府予算に係る意見書採択の要請について

（討論・表決）

日程第３２ 発委第１０号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１４年度政

府予算に係る意見書

（提案・質疑・討論・表決）

日程第３３ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３４ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３５ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３６ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３７ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３８ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申出について

日程第３９ 議会議員の派遣について

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（１６人）

１番 飯 島 衛 君 ２番 金 谷 重 男 君

３番 岩 﨑 信 幸 君 ４番 平 形 薫 君

５番 山 畑 祐 男 君 ６番 栗 田 俊 彦 君

７番 宇都宮 敬 三 君 ８番 馬 場 周 二 君

９番 石 倉 實 君 １０番 小 池 春 雄 君

１１番 岸 祐 次 君 １２番 小 林 一 喜 君

１３番 神 宮 隆 君 １４番 齋 木 輝 彦 君

１５番 南 雲 吉 雄 君 １６番 近 藤 保 君

欠席議員 なし

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 石 関 昭 君 副 町 長 堤 壽 登 君

教 育 長 大 沢 清 君 総 務 政 策 課 長 森 田 潔 君

財 務 課 長 小 渕 莊 作 君 町 民 生 活 課 長 守 田 肇 君

健 康 福 祉 課 長 福 田 文 男 君 産 業 建 設 課 長 栗 田 一 俊 君

会 計 課 長 竹 内 智 君 上 下 水 道 課 長 冨 岡 輝 明 君

教育委員会事務局長 大 澤 弘 幸 君

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者

事 務 局 長 大 井 隆 雄 主 任 青 木 史 枝



181

開 議

午前８時５９分開議

議 長（近藤 保君） 皆さん、おはようございます。平成２５年第３回吉岡町議会定例会が最終

日を迎えました。

これより会議を始めますが、その前にあらかじめご了解をいただきたいことがございま

す。本日、青木書記は北海道大樹町に正午を目途に出発します。議事を進める中でその時

間になりましたら書記が不在となります。その場合、書記の職務は議会事務局長が兼務し

て行いますので、あらかじめご了解をいただきたいと思います。

ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

議事日程（第４号）により会議を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 委員会議案審査報告

議 長（近藤 保君） 日程第１、委員会議案審査報告を議題とします。

委員会報告を求めます。

最初に、総務常任委員会岸委員長、お願いします。

〔総務常任委員会委員長 岸 祐次君登壇〕

総務常任委員長（岸 祐次君） １１番岸です。それでは総務常任委員会の議案審査報告を行います。

定例会開会日に議長より付託されました議案６件、同意１件、発議１件につきまして、

９月１３日金曜日午前９時から委員会室において、委員全員、議長、それから執行側から

は町長、副町長、教育長、所管課長、局長、室長の出席をいただき、審査をいたしました。

議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法の改正に

伴うもので、延滞税、還付加算金等を現状の低金利時代に合わせ、納税者の負担を軽減す

る観点から引き下げの改正が行われました。原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定につきましては、消防組織法の改正に伴うもの

で、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例につきましては、災害対

策基本法の改正によるもので、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例につきましては、委員から議

会議長は委員になれないのかなどの意見がありましたが、防災会議は執行機関の附属機関

の設置に該当し、議会独立性の原則から望ましくないとのことであり、原案適正と認め、

全会一致可決であります。

議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定
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については、委員から収入未済額１億３，００６万８，０００円を今後どうするのかとの

意見がございました。借受人あるいは保証人にお願いすると、不納欠損処理については現

在上記に該当しないということでございました。原案適正と認め、全会一致認定でありま

す。

議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）については、歳入歳出

を款、項、目の順番で慎重に審査を行いました。委員からは、本会議でもありました八幡

山グラウンド用地の取得について、構想図や補助金制度がないかなどの意見がありました。

採決では原案適正と認め、全会一致可決であります。

同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命につきましては、原案適正と認め、全会一致

同意であります。

また、発議１件につきましては、議案審査終了後、委員会室において委員全員、議長の

出席をいただき、審査をいたしました。

発議第４号 道州制導入に断固反対する意見書については、委員から道州制は中央集権

国家から分権国家への転換によって国の調整機能が失われ、そのことによって地域間格差

が拡大する。また、住民との距離が広がることにより住民自治の形骸化が懸念される。地

方自治の観点からは市町村優先の原則を徹底することにあるなどの意見がありました。採

決では原案適正と認め、全会一致可決であります。

以上、報告します。

議 長（近藤 保君） 委員長報告が終わりました。

委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

委員長、ご苦労さまでした。

続きまして、文教厚生常任委員会小林委員長、お願いします。

〔文教厚生常任委員会委員長 小林一喜君登壇〕

文教厚生常任委員長（小林一喜君） １２番小林です。文教厚生常任委員会の審査報告を行います。

文教厚生常任委員会は、９月１７日午前９時より委員会室におきまして、議長より付託

されました議案１１件について、委員全員、議長、それから執行側から町長、副町長、教

育長、所管課長、局長及び室長の出席を求め、審査をいたしました。

議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例、これは地方税法の一

部を改正する法律が公布されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要が生じたためで

あります。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決であります。

議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例、これは地方
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税法の一部を改正する法律の改正に鑑み、保険料の延滞金の割合に係る特別措置を改める

必要があるためであります。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決であります。

議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例、こ

れは予防接種法の改正に伴い、引用している条文について所要の改正を行うためでありま

して、審査の結果、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について、

審査の結果、原案適正と認め、全会一致認定であります。

議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で認定であります。

議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で認定であります。

議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で認定であります。

議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）は、審査

の結果、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、

審査の結果、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、審査

の結果、原案適正と認め、全会一致可決であります。

議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、

審査の結果、原案適正と認め、全会一致可決であります。

以上、報告といたします。

議 長（近藤 保君） 委員長報告が終わりました。

委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

委員長、ご苦労さまでした。

続きまして、産業建設常任委員会神宮委員長、お願いします。

〔産業建設常任委員会委員長 神宮 隆君登壇〕

産業建設常任委員長（神宮 隆君） １３番神宮です。産業建設常任委員会の審査結果報告をいたし

ます。

産業建設常任委員会では、９月４日、本会議において付託された議案６件について、９

月１８日午前９時より委員会室において、全委員、議長、そして執行側から町長、副町長、
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所管課長、事務局長及び室長出席のもとに審査いたしました。

まず議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、原案適正と認め、全会一致で認定です。

議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、原案適正と認め、全会一致で認定です。

議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金による処分及び決

算認定について、原案適正と認め、全会一致で認定です。

議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）、審査

の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決であります。

議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、審

査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決であります。

議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）、審査の結果、原

案適正と認め、賛成多数で可決であります。

以上、報告とします。

議 長（近藤 保君） 委員長報告が終わりました。

委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

委員長、ご苦労さまでした。

予算決算常任委員会の委員長報告は、日程第９で行います。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第２、議案第３３号 吉岡町税条例の一部を改正する条例を議題とし

ます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３３号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３３号は委員長の報告のとおり可決されました。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定

議 長（近藤 保君） 日程第３、議案第３４号 吉岡町消防団条例の制定を議題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３４号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３４号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第４、議案第３５号 吉岡町災害対策本部条例の一部を改正する条例

を議題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３５号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３５号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第５、議案第３６号 吉岡町防災会議条例の一部を改正する条例を議

題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。
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お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３６号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３６号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第６、議案第３７号 吉岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例を議題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３７号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３７号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

議 長（近藤 保君） 日程第７、議案第３８号 吉岡町後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例を議題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３８号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３８号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正す
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る条例

議 長（近藤 保君） 日程第８、議案第３９号 吉岡町予防接種健康被害調査委員会設置条例の

一部を改正する条例を議題とします。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。

これより採決を行います。

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。

議案第３９号は委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（近藤 保君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３９号は委員長の報告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 委員会議案審査報告

議 長（近藤 保君） 日程第９、予算決算常任委員会の議案審査報告を議題とします。

委員会報告を求めます。予算決算常任委員会山畑委員長、お願いします。

〔予算決算常任委員会委員長 山畑祐男君登壇〕

予算決算常任委員長（山畑祐男君） ５番山畑です。予算決算常任委員会委員長報告を行います。

去る９月４日、当委員会に付託されました議案第４０号 平成２４年度吉岡町歳入歳出

決算認定について、去る９月５日午前９時より委員会室において、町長、副町長、教育長、

関係課長、室長、職員の出席を求め、議長、委員全員出席のもと慎重に審査を行いました。

初日、９月５日は歳入でした。各目ごとに慎重審査を行い、特に町税の徴収方法とコン

ビニ納税の効果について、滞納問題、税と時効の関係、不納欠損問題の質疑がありました。

歳出につきましては、６日、９日の２日間、歳入同様に各目ごとに細かく審査をいたし

ました。

議会費では、議員共済給付費負担金の今後の推計の質疑に対し、議員年金は廃止になっ

ているが、受給者は高齢化になっているので今後は増加することはないとの説明でした。

総務管理費では時間外手当と仕事量の関係、加除図書費の運営方法が、諸費では渋川広域

での議員の区分、社会福祉費では温泉施設利用券（よしおか温泉無料招待券）の配布が、

老人福祉費ではシルバー人材センター運営費の補助金が、塵芥処理費では渋川広域組合の

塵芥施設の老朽化が、農業振興費では電気料、ＤＶ充電器の使用頻度が、商工総務費では

小口資金窓口業務、緊急雇用対策事務委託料の買物代行サービスが、土木費の都市施設費

では南下城山防災公園業務委託費が、災害対策費では備蓄食料の管理、無線放送施設設置
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事業費の個別受信機購入費が、教育費の事務局費では英語指導助手の教育範囲が、図書館

費の教養用品では除籍本の処理が、文化財保護調査費では町内開発対応用品や今後の文化

財等管理整理謝礼について、保健体育総務費では町民プール運営審議会の更新など細部に

わたり審査を行いました。 

      ９月１１日、採決の結果、原案適正と認め、全員の賛成にて認定することになりました。

質疑終了後、まとめを行い、当委員会として要望書を提出することを決定いたしました。 

      一つ、補助金の取り扱いにはその目的及び趣旨に鑑み、適切な運用の徹底を図られたい。 

      一つ、よしおか温泉の無料招待券は町民への公平性を確保するため、配布方法の再考を

願う。 

      一つ、町が業者に委託する除草及び剪定作業は一元化とし、管理は担当各課が責任を持

って行うこととされたい。 

      一つ、町内の道路の改良と舗装率の向上を求める。 

      一つ、予算・決算審議に必要な説明資料は精査の上提出願いたい。 

      一つ、財源の確保にはなお一層の努力を願う。 

      以上を要望し、委員長報告といたします。 

議  長（近藤 保君） 委員長報告が終わりました。 

      これより質疑に移ります。 

      委員長報告に対し審査の経過と結果に対する質疑を許します。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      委員長、ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１０、議案第４０号 平成２４年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認

定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。先に反対の討論から発言を許可します。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 次に、賛成の討論を許可します。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

      議案第４０号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 
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              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第４０号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１１、議案第４１号 平成２４年度吉岡町学校給食事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定でございます。 

      議案第４１号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第４１号は委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

             認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１２、議案第４２号 平成２４年度吉岡町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定でございます。 

      議案第４２号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第４２号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 
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             算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１３、議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１０番 小池春雄君登壇〕 

１ ０ 番（小池春雄君） 議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定に反対の立場で討論を行います。 

      本会計は、国庫負担の減額で厳しい状況にあるのは言うまでもありません。地方６団体

でも国庫負担の増額を求めてきたところです。 

      県がまとめた資料を見ますと、吉岡町は平成２３年度１人当たりの保険税は調定額で１

０万４，３３１円で、県下３５市町村中で一番高い国保税となっています。ちなみに、群

馬県の平均は８万７，４２２円です。群馬県の国保税は全国４７都道府県で高いほうから

数えて栃木に次いで全国２位となっています。これらの数字を見ますと吉岡町がいかに高

いか理解していただけると思います。 

      ２２年度に国保税の値上げを行いましたが、そのときの話では値上げをしても県下で中

ごろに位置すると説明をしていたと思います。本決算では４，８４４万６，０００円の黒

字となっております。この数字を見ると２２年度の値上げは全く必要がなかったと思えま

す。 

      当初予算では一般会計から約１億円の繰り入れを予算化し、年度末にはほぼ全額を戻し

てしまうやり方は到底受け入れられるものではありません。正規社員が非正規雇用に置き

かえられ、国保への加入者もふえています。今求められていることは、国保税の値下げと

一般会計からの繰り入れを行い、県下一高い汚名返上と町民生活を守ることではないでし

ょうか。 

      以上を申し上げ、反対討論とします。 

議  長（近藤 保君） 賛成討論を求めます。 

      宇都宮議員。 

              〔７番 宇都宮敬三君登壇〕 

７  番（宇都宮敬三君） 宇都宮です。議案第４３号 平成２４年度吉岡町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について、賛成の立場から討論をさせていただきます。 

      吉岡町の健康保険事業は、社会保障及び国民健康の向上に寄与するという国民健康保険

法の目的に沿って、町では一般会計から法定内での繰り入れを行いながら国民健康保険制

度の充実を図っております。医療保険の負担は負担能力に応じて、また給付は必要に応じ



 191

て差別のない給付が原則であります。 

      歳入歳出差引額４，５２５万８，５３０円何がしが翌年度に繰り越しされました。また、

収入未済額は１億９，１４６万７，００１円で、前年度比９４．９％です。収納率の向上

に努力が見受けられます。本来ならば国庫負担金の増額が望ましいのですが、町では一般

会計から法定内繰り入れをして、被保険者の負担軽減に努めております。この繰り入れに

ついては、先ほど小池議員おっしゃってましたけれども、今後検討の余地があろうかと私

も考えております。 

      誰もが安心して医療を受けられるようにみんなで助け合う保険制度が国民健康保険です。

今後も制度の維持を求めるものでございます。 

      本議案については、委員会では委員長報告のとおり賛成多数で原案どおり認定されまし

た。議員各位のご賛同をお願い申し上げまして、賛成討論といたします。 

議  長（近藤 保君） ほかに反対討論ございますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 賛成討論ございますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定とするものです。 

      議案第４３号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第４３号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決 

             算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１４、議案第４４号 平成２４年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定でございます。 

      議案第４４号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第４４号は委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入 

             歳出決算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１５、議案第４５号 平成２４年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定でございます。 

      議案第４５号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第４５号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１６、議案第４６号 平成２４年度吉岡町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

      議案第４６号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第４６号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出 
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             決算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１７、議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１０番 小池春雄君登壇〕 

１ ０ 番（小池春雄君） 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定に反対の立場で討論を行います。 

      後期高齢者医療制度は、医療費のかかる７５歳以上の人を切り離して別勘定にし、医療

費がふえればふえるほど負担がふえる痛みを押しつけるところに問題があります。前政権

でも選挙のときは高齢者を差別する制度は廃止すると言っておりましたが、政権につくや

棚上げにしてしまいました。消費税増税と社会保障の税の一体改革で年金は今後も引き下

げられ、高齢者にとっては幾重にも負担を強いるものとなっています。年齢で高齢者を分

断し差別する後期高齢者医療制度は存在すればするほど被害が広がる制度であり、直ちに

廃止し、もとの老人保健制度に戻すべきであります。 

      以上申し上げまして、反対討論とします。 

議  長（近藤 保君） 次に賛成の方の討論ございますか。 

      宇都宮議員。 

              〔７番 宇都宮敬三君登壇〕 

７  番（宇都宮敬三君） 議案第４７号 平成２４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算認定について、賛成の立場から討論をさせていただきます。 

      後期高齢者医療制度は、平成２０年度より国の医療制度改革の一つとして老人保健制度

を改めてこの制度が始まりました。現代世代と高齢者世代の負担を明確にして、公平でわ

かりやすい制度にするために始まった７５歳以上の方などを対象の独立した医療保険制度

でございます。 

      保険料額については、被保険者により均等割額、所得割額となっているようです。また、

自己負担割合については、かかった医療費の１割、現役並み所得者は３割負担となってい

るようです。歳入歳出差引額３４４万９，９９０円が翌年に繰り越されております。県内

の市町村より構成される広域連合組織で適正に運営されているものと思われます。 

      高齢者という差別は考えられますけれども、高齢者の皆さんが安心して医療を受けられ

るよう維持するために今後も期待をしております。 

      委員会では委員長の報告のとおり原案どおり賛成多数で認定をされました。 

      委員各位のご賛同をお願いいたしまして、賛成討論といたします。 
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議  長（近藤 保君） ほかに反対討論ございますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 賛成討論ございますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

      議案第４７号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第４７号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利益剰余金によ 

             る処分及び決算認定について 

議  長（近藤 保君） 日程第１８、議案第４８号 平成２４年度吉岡町水道事業会計欠損金の利

益剰余金による処分及び決算認定についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定でございます。 

      議案第４８号を委員長の報告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第４号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ここで休憩をとります。１０時再開とします。 

          午前９時４０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前９時５８分再開 

議  長（近藤 保君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

議  長（近藤 保君） 日程第１９、議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第２
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号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ございませんか。 

      金谷議員。 

              〔２番 金谷重男君登壇〕 

２  番（金谷重男君） ２番金谷です。議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算（第

２号）に対し反対の立場で討論を行います。 

      １０款教育費１目保健体育総務費１７節公有財産購入費の八幡山グラウンド用地買収費

２億１，００５万８，０００円並びに２２節補償補塡及び賠償金の八幡山グラウンド建

物・立木補償５，６９１万１，０００円に関し、２４年度に小中ＰＴＡ会長並びに体育協

会会長から中学校のグラウンドが狭いということで八幡山グラウンド拡張の請願が議会に

提出され、採択されました。２５年度当初予算で測量を含む調査費等が計上されました。

しかし、関係団体等への意見聴取もないまま９月補正予算で用地取得費、移転補償費等総

額２億６，０００万円を超える予算が計上されましたが、拡張計画の詳細などについて説

明が不十分と考えます。多額な予算を必要とする計画に関しては、計画素案の段階から関

係団体、地域に十分な意見聴取する中で設計素案が作成され、議会、関係団体、地元への

計画の提示、町民の意見聴取、パブリックコメント等の後に議会の承認を得た中で決定す

るという公共政策の政策決定過程を重視しなければなりませんが、買収先行の今回の予算

提示には納得できないので反対いたします。 

      もう１件、政府が地方公務員給与の削減を求めている問題で、職員給与削減対応につい

て議会冒頭で石関町長から議会給与削減は吉岡町においては実施しないと明確なる表明を

されましたが、群馬県の大澤知事や近隣市町村は職員給与削減という苦渋の選択をしまし

た。本町議会においては群馬県知事の決断や知事発言の背景に関し議論がなかったことを

私自身反省し、議員報酬削減を含め職員給与の削減に関し町執行部の苦渋の決断に対し何

らかの助言や協力ができなかったことを後悔もしています。 

      国の財政を考えた場合、財政の主軸が借金であり、未曾有の東日本大震災復興の資金に

関しても、国債、つまりは借金に依存している状況であります。話題となった夕張市の財

政破綻状況は現在の日本国の財政そのものである状況下で、この状況を打破するために道

州制という言葉がひとり歩きしていますが、何らかの国家的機構改革は必要と考えます。 

      このような状況において、９月議会の議員報酬削減、職員給与削減が補正予算に盛り込

めなかったことを自身反省するとともに、何らかの対応ができないものかと苦慮していま

す。町は国や県とより一層の協力関係を密にしなくてはならず、懸案事項も多数抱えてお

ります。近隣市町村との関係もしかりです。 

      補正予算に議員歳費削減、職員給与削減が近隣市町村並みの対応ができなかったことを
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反省する中で、９月補正予算に反対します。関連する特別会計３議案に関しても職員給与

を含む案件なので、反対表明して討論を終わりにします。 

議  長（近藤 保君） 賛成の方の討論を求めます。討論ございませんか。 

      栗田議員。 

              〔６番 栗田俊彦君登壇〕 

６  番（栗田俊彦君） ６番栗田です。議案第４９号 平成２５年度吉岡町一般会計補正予算につ

いて、賛成の立場から討論を行います。 

      国は、通称アベノミクスにより名目３％以上の経済成長の達成を目標に大胆な金融緩和

政策を実施しておりますが、地方自治体を取り巻く財政状況は依然として厳しいものがあ

ります。 

      このような状況のもと、平成２５年度一般会計補正後の予算額６６億８，３０９万２，

０００円となり、前年対比１０６．６％であり、順調な伸びを示しております。南下城山

防災公園及び八幡山グラウンドの用地買収等多額の歳出はあるものの、安全なまちづくり、

スポーツの推進等第５次総合計画を着実に推進するためのものであり、よって本予算に賛

成するものです。 

      議員各位の賛成をお願いいたしまして、賛成討論とします。よろしくお願いいたします。 

議  長（近藤 保君） ほかに反対の立場での討論を認めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 賛成の立場での討論を認めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第４９号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第４９号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２０、議案第５０号 平成２５年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５０号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５０号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

             １号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２１、議案第５１号 平成２５年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５１号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５１号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２２、議案第５２号 平成２５年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５２号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 
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              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５２号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２３、議案第５３号 平成２５年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５３号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５３号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２４、議案第５４号 平成２５年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５４号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５４号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２５ 議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 
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             （第１号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２５、議案第５５号 平成２５年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５５号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５５号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２６ 議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（近藤 保君） 日程第２６、議案第５６号 平成２５年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      議案第５６号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、議案第５６号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２７ 同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

議  長（近藤 保君） 日程第２７、同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

      これより討論に入ります。 

      南雲議員。 

              〔１５番 南雲吉雄君登壇〕 

１ ５ 番（南雲吉雄君） 同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について、賛成の立場から討論
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を行います。 

      開会日に石関町長が提案説明をされましたように、竹内邦夫さんの住所は北群馬郡吉岡

町大久保３３４７番地の８で、生年月日は昭和３３年１１月８日生まれであります。竹内

邦夫さんは、昭和４９年３月、吉岡村中学校を卒業され、前橋高等学校を卒業、医学の道

を志し群馬大学医学部に入学、昭和６０年３月卒業、同年５月、第８５回医師国家試験に

合格され、平成１１年１１月、医学博士になった方であります。職歴は、群馬大学第一外

科に入局され、利根中央病院、県立小児医療センター、原町赤十字病院、大宮赤十字病院

に出向されておりましたが、平成２４年４月から首都圏郵政健康管理センター前橋分室の

主任医長をされております。心優しく教育熱心な方であります。 

      三宮神社の西の境内地に大きな石碑が建っているのを皆さんもご存じのことと思います。

この石碑は、以前私の屋敷の下にありましたが、道路の拡幅のため現在地に移転されまし

たが、大正時代初期に近隣市町村の養蚕農家にたきぎ飼育法という暖をとる養蚕技術を普

及された竹内邦造翁をたたえ建立された立派な石碑であります。その邦夫さんは邦造翁の

ひ孫に当たり、名前を受け継ぎ邦夫と名をつけたと聞いております。また、奥さんは竹内

小児科医院を経営しており、子供医療に専念されている立派な家庭であります。竹内邦夫

さんは町の教育委員として最適任者であります。 

      議員皆様方の賛同をいただきたく賛成討論といたします。よろしくお願いいたします。 

議  長（近藤 保君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は同意です。 

      同意第４号を委員長の報告のとおり同意することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、同意第４号は委員長の報告のとおり同意することに決定されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２８ 発議第４号 道州制導入に断固反対する意見書 

議  長（近藤 保君） 日程第２８、発議第４号 道州制導入に断固反対する意見書を議題としま

す。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 
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      これより採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決でございます。 

      発議第４号を委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（近藤 保君） 起立多数。 

      よって、発議第４号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２９ 請願審査報告 

議  長（近藤 保君） 日程第２９、請願審査報告を議題とします。 

      委員会審査報告を求めます。 

      文教厚生常任委員会小林委員長、お願いいたします。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 小林一喜君登壇〕 

文教厚生常任委員長（小林一喜君） それでは請願第５号です。義務教育費国庫負担制度２分の１復

元をはかるための、２０１４年度政府予算に係る意見書採択の要請についてでございます。 

      この件につきましては、以前、平成２２年９月の定例会、平成２３年の９月定例会に提

出され、全会一致で採択され、政府に意見書を提出しております。審査の中では、教育の

機会均等に一定水準の教育を受けられることは憲法上の要請でありまして、願意妥当と認

め、全会一致採択であります。以上です。 

議  長（近藤 保君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      委員長、ご苦労さまでした。 

      議事進行の都合により、陳情第３号を先に審議いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３０ 陳情第３号 「社会の支え手」を実践するシルバー人材センターへの支援 

            の要望 

議  長（近藤 保君） 日程第３０、陳情第３号 「社会の支え手」を実践するシルバー人材セン

ターへの支援の要望を議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 
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      本件に対する委員長の報告は趣旨採択です。 

      お諮りします。陳情第３号を委員長の報告のとおり趣旨採択とすることにご異議ござい

ませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、陳情第３号は委員長の報告のとおり趣旨採択とすることに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３１ 請願第５号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０ 

            １４年度政府予算に係る意見書採択の要請について 

議  長（近藤 保君） 日程第３１、請願第５号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる

ための、２０１４年度政府予算に係る意見書採択の要請についてを議題とします。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      本件に対する委員長の報告は採択です。 

      お諮りします。請願第５号を委員長の報告のとおり採択することにご異議ございません

か。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、請願第５号は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３２ 発委第１０号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２ 

             ０１４年度政府予算に係る意見書 

議  長（近藤 保君） 日程第３２、発委第１０号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはか

るための、２０１４年度政府予算に係る意見書を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      文教厚生常任委員会小林委員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 小林一喜君登壇〕 

文教厚生常任委員長（小林一喜君） １２番小林です。発委第１０号 義務教育費国庫負担制度の国

負担割合を２分の１に復元することを求める意見書の提出であります。 

      上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項及び吉岡町議会会議規則第１３

条第２項の規定により提出をいたします。 
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      提出の理由といたしまして、教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費

国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することを求めるものであります。 

      提出者、文教厚生常任委員長小林一喜。 

      以下、朗読をもって提案いたします。別紙をごらんください。 

      義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することを求める意見書。 

      義務教育費国庫負担制度は、義務教育の機会均等とその水準の維持・向上及び地方財政

の安定のため国が必要な財源を保障するとの趣旨で確立されたものであり、これまで我が

国の義務教育の水準向上に大きな役割を果たしてきました。しかしながら、平成１８年に

義務教育費国庫負担金の負担率が３分の１に縮小されたことや地方交付税削減の影響、厳

しい地方財政の状況などから、地方自治体において教育予算の確保が困難となっておりま

す。義務教育の円滑な推進に重大な影響を及ぼしてきております。 

      さらには、多くの地方自治体で財源が厳しくなる中、少人数教育の実施、学校施設、旅

費・教材費、就学援助・奨学金制度など教育条件の自治体間格差が広がってきております。 

      自治体の財政力の違いによって、子どもたちが受ける「教育水準」に格差があってはな

らない。義務教育の水準確保と地方教育行政の充実を図るためには、一人ひとりの子ども

たちにきめ細かな教育とよりよい教育環境を保障するための教育予算の一層の拡充が必要

である。 

      よって、吉岡町議会は、政府、衆参両院議長に対し、義務教育費国庫負担制度の国負担

割合２分の１復元に向け、下記の事項を実現されるよう強く要望する。 

                       記 

      １ 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の国負担

割合を２分の１に復元すること。 

      以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

      平成２５年９月２０日。衆議院議長伊吹文明様、参議院議長山崎正昭様、内閣総理大臣

安倍晋三様、総務大臣新藤義孝様、財務大臣麻生太郎様、文部科学大臣下村文博様。吉岡

町議会議長近藤 保。以上でございます。 

議  長（近藤 保君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      小林委員長、ご苦労さまでした。 

      これより討論に入ります。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（近藤 保君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決します。 

      お諮りします。 

      発委第１０号を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、発委第１０号は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３３ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出について 

議  長（近藤 保君） 日程第３３、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出についてを議題と

します。 

      議会運営委員長から所管の事務のうち、会議規則第７１条の規定により、お手元にお配

りしました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

      お諮りします。 

      委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認め、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３４ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

日程第３５ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

日程第３６ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

日程第３７ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

日程第３８ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

議  長（近藤 保君） 日程第３４、３５、３６、３７、３８、各常任委員会の閉会中の継続調査

についてを一括議題といたします。 

      採決はそれぞれ分離して行います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。よって、一括議題と決しました。 

      各常任委員会の閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

      総務常任委員長、文教厚生常任委員長、産業建設常任委員長、予算決算常任委員長、議

会広報常任委員長から、所管の事務のうち吉岡町会議規則第７１条の規定によりお手元に

配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 
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      これよりこの申し出５件を分離して採決します。 

      総務常任委員会からの申し出についてお諮りします。 

      総務常任委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しま

した。 

      次に、文教厚生常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      文教厚生常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、文教厚生常任委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、産業建設常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、予算決算常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、議会広報常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３９ 議会議員の派遣について 

議  長（近藤 保君） 日程第３９、議会議員の派遣についてを議題とします。 

      お諮りします。お手元に配付してあるとおり、議員研修のため議員派遣することにご異

議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（近藤 保君） 異議なしと認めます。 

      よって、配付のとおり議員派遣することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（近藤 保君） これで本日の会議を閉じます。 

      以上をもちまして、平成２５年第３回定例会の日程を全て終了しました。 

      閉会の前に、町長からの挨拶の申し入れを許可します。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 閉会に当たりまして、一言挨拶を申し上げます。 

      本議会におきまして、上程いたしました報告、議案、同意の全て認定、可決、同意をい

ただきまして、まことにありがとうございました。心よりの感謝と御礼を申し上げます。 

      議会開会中には、２０２０年に東京オリンピック開催が決定しました。日本全体が開催

を喜び、大きな期待を寄せていることもうかがえます。一方では、国はおくれている震災

の復旧、復興支援や原子力発電所の事故による汚染除去・汚染水対策にこれまで以上にし

っかり取り組むことが強く求められています。また、台風１８号は各地に被害を残し、群

馬県も直撃を受けました。幸い町には大きな被害もなく、ほっとしていますが、改めて自

然災害の恐ろしさを痛感させられました。これからも被害を未然に防ぐあるいは最小限に

食いとめられるよう防災対策に力を入れていかなければならないと肝に銘じたところでも

あります。 

      秋はいろいろな行事が開催され、何かと多忙な季節でもあります。そして、それぞれの

催しが意義深いものになるよう願うところでもあります。 

      今後とも議員各位の格段なるご協力をお願い申し上げます。 

      暑かった夏もこのところ朝晩はすっかり涼しくなりました。どうか議員皆様方にも健康
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には十分留意の上、ますますご活躍くださいますようお願い申し上げまして、閉会に当た

りましての挨拶にかえさせていただきます。 

      長い会期、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉  会 

議  長（近藤 保君） 以上をもちまして、平成２５年第３回吉岡町議会定例会を閉会します。 

          午前１０時３０分閉会 
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